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今日の社会情勢の変化は誠に急激なものがあります。21世紀を間近

に控え,た くましく心豊かに生きる人間を育てていかなければならな

いのはもちろんのこと,教育の面での国際化や情報化が大 きな課題 と

なっております。これらの課題の実現のために,各種の条件整備を進

める必要があります。その大きな柱 となる茨城県立総合教育研修セン

ター (仮称)建設事業が,茨城県教育委員会により西茨城郡友部町大

字平町に計画されましたが,そ の建設用地内には石山神遺跡をはじめ

多 くの文化財が確認されております。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県教育委員会 と埋蔵文化財発掘調

査事業について委託契約を結び,平成元年 4月から同年 9月 まで埋蔵

文化財の発掘調査を実施いたしました。

この報告書は石山神遺跡の調査結果を集録したものであります。こ

の調査により,縄文時代早 。前期の遺構・遺物が数多 く検出され,友

部町の古代史を解明する上で多 くの成果をあげることができました。

本書が,よ り多 くの方々の研究資料 としてはもとより,教育・文化

の向上の一助 として,活用されますことを希望してやみません。

最後に,発掘調査及び整理を進めるに当たり,委託者である茨城県

教育委員会をはじめ,友部町・友部町教育委員会等関係機関及び関係

各位から御指導,御協力を賜わりましたことに対し,衷心より感謝の

意を表します。

平成 2年 9月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 儀 田   勇
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1 本書は,茨城県教育委員会の委託により,財団法人茨城県教育財団が平成元年度に発掘調査

を実施した,茨城県西茨城郡友部町大字平町字山ノ神1404ほかに所在する石山神遺跡の発掘調
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3 本書に使用した記号については,第 3章の遺構 。遺物の記載方法の項を参照されたい。

4 本書の作成に際して,石器の材質鑑定については,茨城県立下妻第一高等学校長蜂須紀夫氏

に御指導をいただいた。

5 発掘調査及び整理に際して,御指導・御協力を賜った関係機関,並びに関係各位に対し,深

く感謝の意を表する次第である。
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PL 41 石器-5

PL 42 石器-6

PL 43 石器-7
PL 44 石器-8

PL 45 石器-9

PL 46 石器 -10

PL 47 石器―■
PL 48 石器,石製品



第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経緯

茨城県教育委員会は,昭和60年,県のほば中央部に所在し交通の便にもめぐまれた西茨城郡友

部町に茨城県立総合教育研修センター (仮称)の建設を計画した。同センターは,国際化・情報

化などの教育を取り巻く環境に適切に対応した教職員研修を効果的・体系的に進めるために計画

されたものです。

この建設事業に先立って,昭和62年 11月 ,県教育庁指導課は,県教育庁文化課に建設用地内に

おける埋蔵文化財の有無及び取扱いについて照会を行った。これに対し,文化課では,昭和63年

6月 ,試掘調査を実施し,建設用地内に土器片の散布が確認されたこと,工事の実施にあたつて

は取扱いについて協議が必要であることを回答した。平成元年 2月 ,県教育庁指導課と文化課が

埋蔵文化財の取扱いについて協議を行った結果,現状保存は困難であると判断して,埋蔵文化財

の存在する7,321m2に ついて発掘調査による記録保存の措置が講じられることになった。

茨城県教育財団は,茨城県教育委員会の紹介により,県教育庁指導課と埋蔵文化財発掘調査に

関する業務の委託契約を締結し,平成元年 4月 1日 から9月 30日 までの期間に発掘調査を実施す

ることになった。

第 2節 調査方法

1 調査区設定

調査区設定は,日本平面直角座標第Ⅸ系

座標を使用した。石山神遺跡は,X軸 (南

北)+39,760m,Y軸 (東西)+40,680mの交

点を基準にし,こ の点から東西・南北に各々

40mずつ平行移動して一辺40mの大調査区

を設定した。

大調査区の名称は,北から南へ「A」 ,「 B」 ,

「C」 ……西から東へ「 1」 ,「 2」 ,「 3」 ““

と大文字を付し,「Al区」,「 B2区」,「 C

3区」のように呼称した。この大調査区を 第 1図 調査区呼称方法概念図
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4m四方の小調査区 (グ リッドと呼称)に 100分割し,北から南へ「 a」 ,「 b」 ,「 C」 ……「 j」 ,

西から東へ「ェ」,「 2」・ ~°「9」 ,「 o」 と小文字を付した。小調査区の名称は大調査区の名称と合

せた 4文字で表記し,「 Alb2区」,「 B2e8区」のように呼称した。

2 基本 層序 の検 討

石山神遺跡のほぼ北東部A711区 にテス ト

ピットを設定し,深さ4mま で掘り下げ,第 2

図に示すような土層の堆積状況を確認した。

第 1層 は表上で12～13cmの厚さを有し,暗褐

色を呈する。微量のローム粒子・炭化粒子を

含み,柔 らかく締まりの弱い土層である。第

2層 は褐色土で, 8～ 16cmの厚さを有し,暗

褐色土を含んでいる。第 3層は暗褐色上で,

極めて硬 く,黒褐色上の小ブロックをまばら

に含んでいる。第 4層は褐色上で,ロ ーム粒

子を多量に含み,締まり・粘性は弱い。第 5

層は褐色上で,ローム粒子を多量に含み,暗

褐色土・黒褐色土を含んでいる。第 6層 は褐

色上で,ロ ーム粒子を多量に含んでいる。第

7層 は褐色のソフトロームで,24～ 54cmの厚

さを有し,締まりが強く粘性がある。本層の

上面が「遺構確認面」にあたる。第 8層はハー

ドロームで,締まりが強く粘性がある。第 9

m
109.8-一

1090-

108.O――

107.0-―

106.0-―

第 2図 基本土層図

層は責褐色を呈し,締まり。粘性とも強い。第10層は鹿沼浮石の層で,締まりが強いが粘性は弱

く,上位には第 9層の上を含んでいる。第11層は褐色を呈し,粘性が極めて強く,暗色帯と思わ

れる。第12・ 13層はハードロームで,締まりが強い。第13層には花蘭岩の風化した小礫を少量含

んでいる。第14層は風化した花蘭岩の層で,灰白色を呈し,硬 く締まりが強い。

3 遺構確認

当遺跡の遺構確認は次のような方法で実施した。まず,調査区全域にグリッドを設定し,調査
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面積の16分の 1,次いで 8分の 1の割合で試掘を行った。その結果,住居跡や土坑と思われる落

ち込みが確認されるとともに,縄文式上器の破片と石鏃・石斧。磨石等の石器類が多数出上した。

そこで,発掘調査が速やかに進められるよう,重機を導入して調査区域の表土を除去することに

した。重機 (バ ックホー)に よる表土除去を行い,次いで,遺構確認作業を進めた。確認した遺

構は,住居跡 5軒,土坑555基である。

4 遺構 調査

竪穴住居跡の調査は,平面プラン確認後,遺構の中央部で直交するように土層観察用のベル ト

2本を設定して四分割し,それぞれを掘り込む四分割法で実施した。それぞれの地区の名称は,

北から時計回りに 1～ 4区 とした。

上坑の調査は,長径方向で三分割して掘り込む三分割法で実施した。(大規模な土坑は,四分割

法で実施)炉穴の調査は,遺構確認面で他の上坑と区別するのが困難であったため,土坑の調査

法に準じて実施した。

濤の調査は,長さに応じて数か所の上層観察用ベル トを設けて掘り込みを実施した。

上層については,色調,含有物の多少・大小,粘性,硬度,締まり具合,吸水性等を観察して

分類の基準とした。なお,色調については,『新版標準土色帳』 (小山正忠・竹原秀雄編著,日本

色研事業株式会社)を使用して観察記録した。

遺物は,現位置を保つて遺構を掘り下げた後,住居跡,上坑,溝等の名称と出土地区の名称 ,

取り上げ番号,レベル等を記録して収納した。

平面実測については,小調査区設定の基準線をもとにした水糸方眼地張測量で行った。また,

土層断面,遺構断面の実測は,標高を用いて水糸を水平にセットし,水糸を基準として実測した。

調査の記録は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出上位置図

作成→遺構平面 (完掘)写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行った。

なお,遺構番号は,調査順に付していった。

第 3節 調査経過

石山神遺跡の発掘調査は,平成元年 4月 1日 から同年 9月 30日 までの 6か月にわたって実施 し

た。以下,調査の経過について,その概要を記述する。

4月 前半  5日 に現地踏査を行い,10日 より発掘調査を開始するための諸準備を行う。

4月 後半  発掘調査に必要な現場事務所 。倉庫の設置,調査器材の搬入に次いで,調査区域内
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5月 前半

5月 後半

6月 前半

6月後半

7月前半

7月後半

8月前半

8月後半

9月前半

9月後半

の伐開・除草・焼却・清掃等の作業を開始した。27日 に,発掘調査の円滑な推進と作

業の安全を祈って,鍬入れ式を挙行,終了後,遺跡北側より試掘を開始した。

遺跡北側より西側に向かって試掘を進めながら, 4月 に引き続き焼却 。清掃作業を

並行して行う。

テストピットにより上層の観察を行うとともに,遺構が確認されたグリッドについ

ては拡張して試掘を続けた。17日 より,業者による西側山林部分の伐開 。清掃・焼却

作業を始めた。

重機による表土除去,遺構確認作業を実施し, 8日 より,溝・土坑の調査に入った。

表土除去,遺構確認作業,遺構調査を継続して行う。26日～29日 ,基準杭打ち (茨城

県建設技術公社)を実施した。

調査区域中央部より北方に向かって,土坑・溝の調査を進めていった。

多数の上坑の存在が確認され,期間内での調査終了が困難であると予想されたので,

期間内での終了を期し,作業員を増員して調査を進めることにした。第166号土坑まで

の,調査を終了した。

土坑を中心に調査を継続し,■ 日より住居跡の調査を開始した。

第403号土坑まで調査を終了し,全測図の作成を開始した。

住居跡・土坑の調査はほぼ終了に向かい,航空写真撮影のための清掃を行った。

16日 に現地説明会を開催し,遺構 。遺物を一般公開した。18日 より,先土器時代の

調査区の掘り下げ作業を始める。25日 に航空写真を撮影した後,補足調査 。資料整理

を行い,27日 に作業員による作業を終了した。28日 に協力員報告会を行い,30日 には

すべての作業を終了した。
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

石山神遺跡は,西茨城郡友部町大字平町字山ノ神1404ほ かに所在する。当遺跡の所在する友部

町は,茨城県のほば中央に位置し,県都・水戸市から町の中心部までは南西へ約15.5kmである。

町域は,東西約1lkm,南北約■ .2kmあ り,面積は82,73MI人 口は30,812人 (平成 2年 4月現在 )

である。町の東は内原町に,北 と西は笠間市に南は岩間町に,南東の一部は茨城町に接している。

友部町には,JR常磐線と水戸線の分岐点である友部駅があり,駅を中心に市街地が形成されて

いる。また,常磐自動車道が南東端を通過し,北部を国道50号線,西部を国道355号線が走ってお

り,交通の便がよいことから宅地造成が進みつつある。現在,北関東横断自動車道の整備計画が

進められているが,当町を通過することが決定され,国道355号線の宍戸地区にインターチェンジ

の建設が予定されている。

町内の地形を見ると,北部・西部は鶏足山塊から南西へ延びる丘陵地 (友部丘陵と呼ばれる)

で,南西部は山地,中央部から南東部には台地が広がっており,ほば 3つの地域に分けられる。

丘陵地は鶏足山塊の南縁に発達しており,標高50～100mで ,広い平坦面を残しており,更新世の

海成砂礫層からなり,上層には関東ローム層をのせていると丘陵を構成する砂礫は友部層と呼ば

れ,厚さは10～30mで,均質な細粒の砂層である1北部には,北部丘陵を水源とした涸沼前川が北

西から南東へ流れ,流域には水田が拓かれている。南西部の山地は,筑波山塊の最東端に位置し,

古生代の粘板岩・砂岩によって構成されている。南西部の山地と友部丘陵とのあいだを,涸沼川

が東流し,その沖積低地は水田となっている。中央部から南東部の台地は,東茨城台地の一部を

なしており,基盤となる第二紀層は見和層上層部と呼ばれ,砂・砂礫・粘土層によって構成され

ていると本台地には畑が広がり,栗・梨・ぶどうなどの果樹類の栽培や,菊を中心とする花斉栽

培が盛んであると町の中央部から台地を南東に流れる枝折川の流域には水田が拓かれている。

今回調査した石山神遺跡は,友部町の北東部,JR水戸線宍戸駅から北方へ約3.5kmの距離にある。

鶏足山塊から南東に延びた標高112mほ どの丘陵地の尾根に立地しており,東や南側は眺望が開け

ている。周囲は涸沼川の支流によって開析された深い谷となっている。北側にある新池との比高

は約50mである。調査面積は7,321m2,現況は,畑・山林である。

注

(り 友部町役場  『友部町の統計・昭和62年版』 1987年

12た (4)～(0 友部町史編さん委員会  『友部町史』 1990年
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偲)尾留川正平・青野壽郎  『日本地誌』 5 二宮書店 1975年

7)友部町教育委員会  『社会教育概報』 1989年

第 2節 歴史的環境

『茨城県遺跡地図とによれば,石山神遺跡の所在する友部町には55の遺跡が認められる。その

後,町等による分布調査が行われ,現在では,先土器時代から江戸時代までの遺跡が計74か所確

認されている。

先土器時代の遺跡は,今まで確認されていなかったが,石山神遺跡の発掘調査においてナイフ

形石器等の遺物が出上し,その存在が明らかになった。

縄文時代の遺跡は,早期から晩期にかけて42遺跡が確認されている。遺跡は,涸沼川流域をは

じめ涸沼前川,涸沼川の支流枝折川の沿岸及びこれらの河川に注ぎこむ小河川の沿岸の洪積台地
に多く分布している。本格的な発掘調査は行われておらず分布調査のみであるが,土器片の散布

状況等から複合遺跡が多いものと思われる。前期の遺跡としては寺山遺跡があり,関山式上器系

の上器片が採集されている。また,山の内・金山遺跡,北山不動遺跡等がある。中期の遺跡は最

も多く,柏井遺跡からは,縄文中期の阿玉台式上器やカロ曾利EH式上器の破片が採集されたほか,
石斧,石棒,定角石斧,上版等が発見されている。小原遺跡からは加曾利EI式・ EE式・阿玉

台式土器の破片が採集されている。橋爪遺跡からは,カロ曾利 EH式上器の破片のほか,定角石斧,
石鏃等が採集されている。松崎台遺跡からは,カロ曾利 E式,阿玉台式上器の破片が採集されてい

る。住吉遺跡からは,カロ曾利EI式,阿玉台式,勝坂式上器等の破片が採集されている。後期の

遺跡には善九郎遺跡があり,堀之内式上器の破片が採集されている。上郷遺跡からは,安行H式

上器の破片が採集されている。また,前述の柏井遺跡からは,加曾利B式土器や安行 H式上器の

破片が採集されている。そのほか,後期の遺跡として家前遺跡がある。晩期の遺跡としては,前

述の柏井遺跡があり,安行Ⅲ a式上器の破片等が採集されている。

弥生時代の遺跡は, 2遺跡 (山の内・金山遺跡,随分附遺跡)あるが,そのほか, 8か所の弥

生式土器の出土地が確認されている。これらの遺跡は,縄文・古墳時代の遺跡と複合して,涸沼

川及び涸沼前川流域に点在している。土器片は,弥生時代後期に位置づけられるものが大半を占
(10)

めている。

古墳時代の遺跡は,多数の古墳が確認されている。このうち,現在までに発掘調査が行われた

のは諏訪山古墳 !嵩等第二号古墳?馨鋲望古墳である。諏訪山古墳は直径20m,高 さ3.2mの上円

下方墳で,内部施設は粘土椰で,鉄剣一振が出上している。町内では最も古い古墳と考えられて

いる。高寺第 2号墳は直径 8m,高さ5.6mの 円墳で,埋葬施設は花蘭岩の割石を用いた片袖式の
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横穴式石室で, 7世紀前半の古墳であろうと考えられている。

奈良・平安時代の遺跡としては,端上遺跡の窯跡;)三汁斃の古道などがあり,小原字高寺から

は瓦が発見されている:)ま た,友部町平町にある第一保育所の改築工事中に,地表下0.9mの地点

で,古代末か中世初頭のものと思われる蔵骨器が出上している:)

中世の城館跡として,長兎路城詠:)共芦城詠:)蕩喬樫普城訴:)ふ廣城訴等がある。

以上のように,友部町には原始 。古代から中世にかけての多くの遺跡が存在しているが,調査

例は比較的少なく,今回の石山神遺跡の調査は,町の原始・古代の歴史を解明するために貴重な

資料のひとつとなるものと思われる。

注

(D 茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』 1987年

121～10 10～10 友部町史編さん委員会『友部町史』 1990年

10 諏訪山古墳発掘調査会『諏訪山古墳』 1980年

1か 友部町教育委員会『高寺 2号墳』 1976年

10～OD 茨城県教育委員会『重要遺跡調査報告書Ⅱ (城館跡)』  1985年
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第 3図 石山神遺跡周辺遺跡位置図
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表 1 友部町造跡一覧表

図中

番号
遺 跡 名

遺 跡 の 時 代 中
　
号

図
　
番
遺 跡 名

遺 跡 の 時 代

先生器 縄 文 弥  生 古  墳 その他 先生器 縄 文 弥  生 古  墳 その他

1 柏 井 還 跡 ○ 芝 沼 古 墳 群 ○

2 慈 求 堂 古 墳 ○ 柳 沢 古 墳 ○

3 一 本 松 古 墳 ○ 原 古 墳 ○

4 和 尚 塚 古 墳 ○ 東 原 製 鉄 跡 ○

5 釈 迦 堂 遺 跡 ○ 端 上 遺 跡 ○ ○

達中坪古墳群 ○ 小 原 香 取 遺 跡 ○

7 佐藤林古墳群 ○ 坂 場 遺 跡 ○

善九郎古墳群 ○ 北 平 遺 跡 ○ ○

掃部塚古墳群 ○ 大 啄 時 期 不 明

内 田 遺 跡 ○ 大古山本内遺跡 ○ ○

入 場 塚 古 墳 ○ 万 部 塚 時 期 不 明

二 つ 塚 古 墳 運 滅 千 部 塚 時 期 不 明

北山不動遺跡 ○ 剖 塚 古 墳 時 期 不 明

橋 爪 遺 跡 ○ 五 万 堀 遺 跡 ○

田 端 内 遺 跡 ○ 花 咲 遺 跡 ○

山の内。金山遺跡 ○ ○ 柳 沢 富 士 塚 ○

下 宿 遺 跡 ○ 四 十 八 塚 時 期 不 明

大 古 山 遺 跡 ○ ○ ○ 宍 戸 新 城 跡 ○

光 照 院 遺 跡 O 新 善 光 寺 跡 ○

小 原 城 跡 ○ 石 山 神 遺 跡 ○ ○

長 兎 路 遺 跡 ○ 西仁古田遺跡 ○

家 前 遺 跡 ○ 寺 山 遺 跡 ○

善 九 郎 遺 跡 ○ 川郷地池西倒遺跡 ○

仁 古 田 遺 跡 ○ 上 郷 遺 跡 ○

小 原 遺 跡 ○ 撰 子 池 遺 跡 ○

南 小 泉 遺 跡 ○ 柏 原 遺 跡 ○

随 分 附 遺 跡 ○ ○ 御 城 遺 跡 ○

住 吉 遺 跡 ○ 松 崎 台 遺 跡 ○

高 寺 古 墳 群 ○ 宮前本郷遺跡 ○

湯崎住吉城跡 ○ 久 保 遺 跡 ○

長 兎 路 城 跡 ○ 五平内郷遺跡 ○

住 吉 城 跡 ○ 本 郷 遺 跡 ○

宍 戸 城 跡 ○ 稲荷神社北狽I遺跡 ○

古 館 ○ 完 全 寺 遺 跡 ○

諏 訪 山 古 墳 ○ 八 幡 台 遺 跡 ○

市 原 城 跡 ○ 城 の 内 遺 跡 ○

猪丸塚古墳群 ○ 星 山 遺 跡 ○
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第 3章 遺構 。遺物の記載方法

第 1節 遺構の記載方法

本書では,遺構等の記載に関して,下記の要領で統一した。

1 使用記号

竪穴住居跡―SI 土元―SK 炉穴―FP 陥し穴―TP 溝―SD 性格不明遺

構―SX  炉一F  ピットーP  土器―P  土製品―DP  石器・石製品―Q

2 遺構等の実測図中の表示

鰯
=焼上  国霊藝 =炉   ・土器  O土製品

□石器 。石製品

3 遺構番号

遺構番号については,遺構の種類毎に調査順に付したが,後に遺構でないと判断したものは欠

番とした。

4 土層の分類

土層の観察は,『新版標準土色帳』 (小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式会社)を使用

し,整理の段階で上層を次のように分類化し,図中にその記号を付した。

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

明  褐  色
にぶ い褐 色

にぶい責褐色

褐    色

暗  褐  色

極 暗 褐 色

黒  褐  色
明 赤 褐 色

にぶい赤褐色

Hue  7.5YR
Hue  7.5YR
Hue 10 YR
Hue  7.5YR
Hue 10 YR
Hue  7.5YR
Hue 10 YR
Hue 7.5YR
Hue  7.5YR
Hue  5 YR
Hue   2.5YR

Hue  5 YR
Hue 5 YR
Hue 7.5YR
Hue   7.5YR

5 YR

ローム粒子

ロームブロック

ローム土

焼土粒子

焼土ブロック

災化粒子

炭化物

暗褐色土

黒褐色土

褐色土

黒色土

粘土ブロック

鹿沼土

%
蒻

蒻

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

a

b

C

d

e

f

g

h

i

J

1

m
n

%

%
%%
%
%
%

%

%色

色

色

褐

醐

赤

極

橙

-10-



色

色

　

色

色

色

熱橙　褐］潮

明

黄

　

責

極

暗

Hue 10 YR %
Hue 7.5YR %
Hue 10 YR %
Hue 10 YR %
Hue 5 YR %
Hue 2.5YR %
Hue 5 YR %
Hue 7.5YR %

なお,含有物の量については少量 (10%以下)検出されたものを基準とし,中量 (11～ 30%)

検出されたものについては「'」,多量 (31%以上)検出されたものについては「"」 をアルファ

ベットの右上に付加して表示した。

(例 a',a")

5 遣構実測図の作成方法と記載方法

<実測図例>

① 各遺構の実涙1図は,縮尺20分の1の原図をトレースして版組し,それをさらに3分の1に縮

小して記載することを原則とした。

② 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。

③ 遺構からの出土遺物は,遺構平面図及び断面図中にその位置をドットで表示した。

④ 出土遺物に付した数字は,遺物実測図及び拓影図の番号と一致する。

6 遺構の解説について

① 遺構番号は,調査の過程で種類毎・調査順に付したものである。

② 位置は,小調査区名で記載した。複数の調査区にまたがる場合は,遺構の占める面積の割合

が最も大きい調査区名を記載した。

③ 重複関係は,重複する遺構名と,本跡とを比較して新旧の別を記載した。

④ 平面形は,現存している形状の上端面で判断し,円形。楕円形の場合は下記の分類基準を設

撹乱を受けている土層
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け,そ のいずれかを明記した。

・円形  (短径 :長径=1:1.1未満のもの)
。楕円形 (短径 :長径=1:1。 1以上のもの)

⑤ 規模は,平面図の上端で計測した。長径 (軸),短径 (軸 )の値である。( )で表示してあ
るものは,重複あるいはエリア外へ遺構がのびる場合の計測可能な範囲での値である。

③ 長径 (軸)方向は,長径 (軸)が座標北から見てどの方向にどれだけ傾いているかを,角度
で表示した。

例「N-12°一W」 座標北から西へ12°傾く

⑦ 壁は,壁高とその傾きを記載した。傾きは,床面からの立ち上がりの角度が81°～90°を直角,
65°～80°を外傾,65°未満を緩斜,さ らに,90°以上を内傾とした。

③ 覆土は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」,撹乱を受けて
いる場合は「撹乱」と記した。

③ 遺物は,そ の種類と出上した破片の数を記載した。

⑩ 所見・備考の項目には,遺構の特記事項について記載した。
7 表の見方

〈住居跡一覧表〉

① 各項目の記載については,遺構解説の内容に準じた。
② 覆上には,人為堆積,自然堆積の区別を記載した。
③ 備考には,時期等を記載した。
<土坑一覧表 >

① 各項目の記載については,遺構解説の内容,住居跡一覧表の記載方法に準じた。
② 底面は,平坦,凹凸,皿状に区分した。

第 2節 遺物の記載方法

遺跡から出土した遺物については,実測図・拓影図 。写真等により記載した。

跡
号
居住
番

位置 長軸(長径)方向 平 面 形
規   模

床面 覆土 ツ
数

ピ

ト 炉 出 土 遺 物 備   考
(畳饗受短程)(m) 壁高 (cm)

坑
号
土
番 位置

長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模 (Cm)

壁面 底面 覆土 出土遺 物 備   考
長径 (軸 ) 豆径 (軸 ) 深 さ
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遣物実測図の作成方法と記載方法

① 土器の実測図は,原則として中心線の左側に外面,右側に内面と断面を図示した。遺物の法

量については,次のように計測した。

<実測図例>

卜幅引

円

Ａ
ＩＩ
イー
∨

下
―
　
長
さ
　
―
上

A 口 径
B 器 高
C 底 径
←○→磨 りの範囲
←回→敲きの ″

出
朴
―‐――
キー・ィ‐〕

下
‐
　
長
さ
　
―
土

ロ

ハ
側
Ｈ
Ｖ

下

ξ

上

卜 幅引

② 土器拓影図は,右側に断面を図示した。

③ 胎土に繊維が含まれる土器については,断面中にドットを落として示した。

④ 遺物は,原則として実測図を原寸トレースしたものを3分の1に縮小して記載した。

しかし,遺物の大きさにより,それ以外の縮尺を使用した場合もある。

2 表の見方

<土製品観察表>

重量 (g)

<石器観察表 >

番号 図版番号 器  種 石   買
法 量 (cln)

重量 (g) 出上位置 考備
長 さ 幅 厚 さ

① 図版番号は,実測図中の番号である。
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② 長さ,幅,厚さは,それぞれ最大長,最大幅,最大厚の計測値である。法量,重量の欄で,
( )を付した数値は,一部を欠損しているものの現存値である。

③ 備考は,遺物の特記すべき内容について記載した。

―-14-





第 退 構 と遺物
｀日に■

第 1節 遺跡の概要

石山神遺跡は,鶏足山塊から南東に延びた標高112mほ どの丘陵地の尾根に立地する縄文時代早・

前期の遺跡である。

調査の結果,縄文時代の竪穴住居跡 5軒,土坑523基 (陥 し穴28基),炉穴32基,屋外炉 2基,性

格不明遺構 1基,近代の濤 3条を検出している。

竪穴住居跡は,調査区の中央部と北東部から,縄文時代早期後葉のものが 5軒検出された。平面

形状は不整楕円形・方形ないし隅丸長方形である。

土坑は,遺跡の全域にわたって523基検出されている。そのうち陥し穴の形状を呈するものは,

調査区域の中央部分に北東から南西へほぼ直線上に28基検出されている。墓墳は34基検出され,平

面形状は楕円形。円形ないし長方形である。そのほか,大形の深い土坑で,風倒木痕と考えられる

ものが27基検出されている。形状が不整形で,使用目的が不明確な土坑も多数検出されている。

炉穴は,32基検出され,平面形状が楕円形・円形あるいは不整形で,深さは14～70cm程度で,中

央部あるいは端部に焼上が検出されている。

清は,3条検出されたが,幅0.40～ 1.60m,深さ0。 10～0.50mほ どの細長く浅いもので,近代の

根切 り溝と思われる。

遺物は,遺物収納コンテナ (54× 34× 20cm)に 82箱ほど出上している。先土器時代の遺物は,ナ

イフ形石器が 3点,尖頭器が 2点出土している。縄文時代の遺物は,土器片,土製品,石器,石製

品等である。上器片は,縄文時代早期の無文土器及び三戸式。田戸下層式・田戸上層式・常世式・

子母口式・茅山式土器,縄文時代前期の関山式・黒浜式。浮島式。粟島台式。大木 5～ 6式上器な

どが多く出土している。石器類は石鏃,掻器,石斧,磨石,石皿,敲石,凹石,砥石,石匙などが

出上している。石製品として狭状耳飾 り,琥珀製の垂飾 りなどが出上している。

第 2節 竪穴住居跡

第 1号住居跡 (第 5図 )

位置 調査区中央部のC6b2区を中心に位置している。

規模と平面形 4.14× 3.29mの 隅丸長方形を呈している。

長軸方向 N-40° 一W。

壁 壁高は 6～ 14cmを測り,外傾して立ち上がっている。

垂早4
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床 ロームで凹凸があり,北西から南東に緩 く傾斜している。中央部から北西部にかけては硬いが,

南東部は柔らかい。

ピット ■か所検出され,径18～96cm,深 さ14～48cm,Pl,P4,P9は 主柱穴と考えられる。

炉 無。

覆上 下層は自然堆積で,褐色土。暗褐色上が堆積している。中層・上層は撹乱されており,ロー

ム粒子を少量含む暗褐色土・褐色上である。

遺物 縄文式上器片 (尖底部,胴部,口縁部片等)648点。石器 (石皿 2,石斧 3,礫器 1,磨石

2,掻器 1,石鏃 2)11点。遺物は,主に南西部と東部の覆上下層から集中して出上している。第

6図 14の上器片 (尖底部)は,南部の覆土上層から,15の上器片 (尖底部)は,北部の覆上下層か

ら出土している。第 6図 18の石鏃は,北西壁中央付近の覆土中層から,19の石鏃は,中央部の床面

から出上している。

所見 本跡は,遺構 。遺物から判断して縄文時代早期後葉の住居跡と考えられる。

る

Ｌ

③

Ｌ

①

④
亀

◎
。

Ｏ

十⑤
01 bl

②

Ｒ

Ｅ
Ｑ
．０
０ＰＩ
劇
「0キ

全二1。。.。m  17

o              2血

第 5図 第 1号住居謝実測図
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第 6図 第 1号住居跡出土遣物実測・ 拓影図 -1
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第 8図 第 1号住居跡出土遺物実測図-3

第 1号住居跡出土土器 (第 6図 )

1は ,日縁部片で,外面は無文,内面に貝殻条痕文が施されている。2は,日縁部に絡条体圧痕

文,内面に只殻条痕文が施されている。 3は,縦位・斜位に条痕文が施されている。 4は,3本の

平行沈線によって渦巻きを描いており,胎上に繊維が含まれる。5は,斜位に条痕文が施されてい

る。6は,口縁部に貝殻条痕文が施されている。7は,棒状工具による斜位押圧がなされ,方向が

口唇部・ 口縁部と逆になり,矢羽状にみせている。斜位押圧と斜位押圧の間に一条の沈線が施さ

第 1号住居Ltl出土石器観察表

図版番号 器  種 石  質
法 量 (cm)

重量 (g) 備 考
長 さ 幅 厚 さ

第 6図 16 石    鏃 流 紋  岩 無茎                PL 36-1

石    鏃 頁    岩 30  21  05 無茎                       PL 36-2

石     鏃 チ ャ ー ト ( 19) 無茎                PL 36-3

石    鏃 流  紋  岩 (13) 無茎                PL 36-4

掻    器 チ ャ ー ト PL 36-5

第 7図 21 打 製 石 斧 ボルンフェルス 105  61  30 撥形 刃部一部欠損 片刃      PL 36-6

打 製 石 斧 粘  板  岩 (1154) 頭部のみ              PL 36-7

磨 製 石 斧 砂    岩 刃部のみ              PL 36-8

礫    器 硬 砂  岩 スタンプ形石器            PL 36-9

石    皿 砂    岩 (3834) 破片                PL 36-10

石    皿 砂    岩 27 破片                PL 36-■

第 8図 磨    石 花 蘭 岩 %を欠損 両面使用 敲石としても使用 PL 36-12

磨    石 安  山 岩 (55) (2212) %を欠損 側面も使用 敲石としても使用 PL 36-13
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れている。 8は,口唇部にキザミロ,口縁部に刺突文が施されている。 9は,口唇部・口縁部に刺

突文が横位に施されている。10は,胴部片で外面は無文である。11は,貝殻条痕文が斜位に外面に

施されている。12は,外面に条痕文が縦位に施されている。13は,条痕文が外面は縦位に,内面は

斜位に施されている。

14は ,尖底土器の底部片で,先端は鋭角で丸みを帯び,先端の器厚は厚い。外面はヘラナデ整形

が施されている。胎上には砂粒・小礫を多く含み,色調はにぶい貴橙色を呈している。現存高は4.1

cmである。

15は,尖底土器の底部片で,先端は丸みを帯びている。外面はヘラナデ整形が施されている。胎

土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は1.7cmで ある。

第 2号住居跡 (第 9図 )

位置 調査区北東部のB6a5区を中心に位置している。

規模と平面形 4.80× 4.12mの不整楕円形を呈している。

長径方向 N-71°一W。

壁 壁高は6～ 16cmを測り,外傾して立ち上がっている。

床 硬く,凹凸がある。

ビット 7か所検出され,径24～96cm,深さ10～83cm,P2～P5,P6,P7は 主柱穴と考えられる。

炉 Flは,住居跡の南東部に検出され,上端径100× 96cm,深 さ12cmの精円形の地床炉と思われる。

覆土には焼土が混じり,炉床は弱く焼けている。

覆上 自然堆積。暗褐色土・黒褐色上が堆積し,壁際に明褐色土が堆積している。

遺物 縄文式土器片60点。石器 (掻器 1)1点。床面からの出土は少なく,ほ とんどが覆土下層か

らの出上で,北部と南東部に集中している。第10図 6の掻器は,西壁付近の床面から出土している。

所見 本跡は,遺構・遺物から判断して縄文時代早期後葉の住居跡と考えられる。

第 2号住居跡出土上器 (第10図 )

1は ,国縁部片で,日唇部に絡条体圧痕文,口縁部に波状沈線が施されている。2は,口唇部に

キザミロが施されている。3～ 5は胴部片である。3は,縦位の隆帯を主な文様とし,隆帯にはキ

ザミロが施されている。また,内面には貝殻条痕文が施されている。4は,貝殻条痕文が内外面に

施されている。 5は,横位と斜位の沈線が施されている。
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第 9図 第 2号住居跡実測図
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第 2号住居跡出土石器観察表

図版番号 器   種 石   質
法 量 (cm)

重量 (g) 考備

長 さ 幅 厚 さ

第10図  6 掻    器 チ ャ ー ト PL 36-14
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第10図 第 2号住居跡出土遺物実測・拓影図

第 3号住居跡 (第11図 )

位置 調査区北東部のB6a7区を中心に位置している。

規模と平面形 4.20× 3.10mの 隅丸長方形を呈している。

長軸方向 N-38° 一E。

壁 壁高は6～ 12clnを 測り,緩い傾斜で立ち上がっている。

床 緩い傾斜で凹凸がある。

ピット 14か所検出され,径28～ 150cm,深さ 9～31cm,P3,P4,P7は主柱穴と考えられる。

炉 無。

覆上 自然堆積。ローム粒子を含む暗褐色上が堆積している。
遺物 縄文式上器片153点。石器 (掻器 1,石鏃 1)2点。遺物は,南西部と東部の床面と覆上下
層から主に出上している。第12図 5の石鏃は,北部の覆上下層から,6の掻器は,住居跡西部の覆

上下層から出上している。

所見 本跡は,遺構 。遺物から判断して縄文時代早期後葉の住居跡と考えられる。
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第 3号住居Ltt出土土器 (第12図 )

1～ 4は,胴部片である。 1と 2は,内外面に条痕文が,

4は,刺突が横位に施されている。

0              2m

3は,斜位に条痕文が施されている。
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第 12図 第 3号住居跡出土遺物実測 。拓影図

第 4号住居跡 (第 13・ 14図 )

位置 調査区北東部のA6h4区 を中心に位置している。

重複関係 第521・ 522・ 523号土坑と重複しているが,第523号土坑よりは本跡の方が新しい。また,

南側部では第 1号屋外炉と重複しており,本跡の方が古い。

規模と平画形 5.50× 4.66mの 隅丸長方形を呈してる。

長軸方向 N-58°一W。

壁 壁高は 4～ 8 cmを測り,緩い傾斜で立ち上がっている。

床 全体的に平坦である。

0         10 cm

磯 ＼さ|>ヘ
怪 __Ⅲ

第 3号住居跡出土石器観察表

図版番号 器  種 石  質
法 量 (an)

重量 (g) 備 者
長 さ 幅 厚 さ

第12図 5 石     鏃 チ ャ ー ト 無茎                PL 36-15

6 掻    器 チ ャ ー ト PL 36-16
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ピット 7か所検出され,径24～64cm,深 さ13～36cm,Pl

～P4,P6は主柱穴と考えられる。

炉 2か所。Flは,住居跡の中央部から南西に位置し,上

端径72× 55cm,深さ20cmの楕円形の地床炉である。覆上に焼

土粒子を含むが,炉床,壁面はあまり焼けていない。F2は ,

南東壁際に位置し,上端径60× 48cm,深さ50cmの楕円形の地

床炉で,覆土に焼土を含み,炉床中央部は著しく焼けており

硬い。

覆上 自然堆積。壁面付近にロームブロックを含む褐色上が

堆積している。

遺物 縄文式上器片 (尖底部,胴部,口縁部片等)239点。

石器 (磨石 3,凹石 1,砥石 1,石斧 1,石鏃 1)7点。遺

物は,特に北部と南西部の床面と覆上下層から主に出土して

いる。第15図■の上器片 (口縁部)は,南東コーナー付近の

床面から,12の上器片 (胴部)は,南東部の覆土下層から

出上している。第15図 13の石鏃は,北東部の床面から出上し

ている。

所見 本跡は,遺構・遺物から判断して縄文時代早期後葉の住居跡と考えられる。

第 4号住居跡出土土器 (第 15図 )

1は,貝殻条痕文を地文とし,日縁部に絡条体圧痕文を羽状に施し,そ の下に,2本の沈線が施

されている。2は,回唇部にキザミロが施されている。3は,口唇部に押圧文,口縁部に刺突文が

縦位に施されている。 4は,条痕文が横位・斜位に施されている。 5は,口唇部に貝殻背圧痕文,

日縁部に刺突文が施されている。6は,粘土紐による隆帯が施されている。7は ,貝殻条痕文が施

されている。8は,沈線 4本が波状に施され,上部には有節沈線 1条が施されている。9は,絡条

体圧痕文が斜位に施されている。10は,刺突文に,横位の沈線が施されている。

11は,無文土器の口縁部で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒・小礫を含み,

色調はにぶい橙色を呈している。推定回径は10.8cm,現存高は5。 2cmである。

12は,尖底土器の胴部片で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎上には,砂粒。小礫を含み,

色調は橙色を呈している。現存高は2.2cmである。

0                1m

第14図 第 4号住居跡炉実測図
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第16図 第 4号住居ltt出土遺物実測図-2

第 4号住居跡出土石器観察表

図版番号 器  種 石  質
法 量 (cln)

重量 (g) 備 考
長 さ  幅  厚 さ

第15図 石    鏃 チ ャ ー ト (24) ( 17) 一部欠損              PL 36-17

石    鏃 チ ャ ー ト (19) ( 45) 無茎                PL 36-18

磨 製 石 斧 閃 緑  石 刃部のみ              PL 36-19

磨    石 砂    岩 (77) (2954) 一部欠損 両面使用         PL 36-20

17 磨    石 流 紋  岩 432 9 敲石としても使用          PL 36-21

第 16図 18 凹     石 安  山 岩 146 1 片面に使用痕            PL 36-22

砥     石 砂    岩 469,0 2面に使用痕             PL 36-23

第 5号住居跡 (第17図 )

位置 調査区北東部のA6g2区に位置している。

重複関係 本跡の東側部で第28号陥し穴と重複しており本跡の方が新しい。

規模と平面形 3.00× 2.88mの方形を呈している。

長軸方向 N-45°一E。

壁 壁高は10～18cmを測り,外傾して立ち上がっている。

床 全体的に平坦である。ロームで,特に中央部は凹凸があり硬い。F3の まわりは柔らかい。
ビット 6か所検出され,径16～36cm,深 さ17～54cm,Pl,P3～ P5が主柱穴と考えられる。

炉 3か所。Flは住居跡中央から北西に位置し,上端径72× 46cm,深 さ20cmの楕円形の地床炉で,

ミ~~30-―
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第 18図 第 5号住居跡出土遺物実測・ 拓影図

9

0              10Cm

覆上に焼土粒子を多量に含み,壁面がよく焼けている。F2は住居跡中央から西に位置し,上端径

65× 51cm,深さ10cmの不整長方形の地床炉で,覆上に焼土粒子を多量に含み,床面がよく焼けてい

る。F3は住居跡中央から南に位置し,上端径146× 39cmの楕円形の地床炉で,南側部分の覆上に焼

土粒子が堆積し,こ の部分が炉床に相当する。F3は,Fl,F2と 比較して炉床の焼けが弱く,使用

期間が短いと思われる。

覆土 自然堆積。炭化粒子,焼土粒子を含む褐色上が堆積し,締まりが強い。壁面付近に明褐色土

が堆積している。

遺物 縄文式上器片 (尖底部,胴部,口縁部片等)86点。石器 (磨石 1,石鏃 1)2点。特に,西
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部と南東部の床面と覆上下層からの出土が多い。第18図 7の上器片 (尖底部)は,南西壁付近の覆

上下層から出上している。

所見 本跡は,遺構・遺物から判断して縄文時代早期後葉の住居動と考えられる。

第 5号住居LII出土土器 (第18図 )

1と 3は,回唇部に押引文,口縁部内外面に条痕文が施されている。2は,外面は無文で,内面

に条痕文が施されている。4は,絡条体圧痕文が羽状に施されている。5は,貝殻条痕文が斜位に

施されている。 6は,条痕文が内外面に縦位・斜位に施されている。

7は,尖底土器の底部片で,先端は丸みを帯びており,先端の器厚は厚い。外面はヘラ削り整形

が施されている。胎上には砂粒を含み,色調は明褐色を呈している。現存高は2.8cmである。

第 5号住居跡出土石器観察表

図版番号 器  種 石  質
法 量 (cm)

重量 (g) 備 考

長 さ 幅 厚 さ

第18図 石    鏃 チ ャ ー ト 21  14  03 無茎                PL 36-24

9 磨    石 花  蘭 岩 (67) (2603) 半分欠損 両面使用         PL 36-25
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第 3節 土  坑

当遺跡では,523基の土坑が検出されている。上坑の時期や形状・使用目的等に特徴のみられる

ものは文章で記述し,その他のものは一覧表に掲載した。

1 陥し穴

当遺跡では,28基の陥し穴を検出している。

第 1号陥し穴 (SK-2)(第 19図 )

位置 調査区南西部D3b7区に位置している。

重複関係 第19号土坑と重複しているが,本跡の方が新しい。

長軸方向 N-0°。

平面形 190X68c14の 長方形を呈し,深さは134cmを測る。

壁面 西壁。南壁。北壁は垂直,東壁は下位で垂直,中位で内彎し,上位で外傾して立ち上がって
いる。

底面 皿状を呈している。鹿沼上で, 2か所の不整形の落ち込みがある。

覆土 全体にローム粒子 。炭化粒子を含む褐色上が自然堆積し,締まりも粘性も弱い。
遺物 縄文式上器片 (早期 。前期)17点が,覆土上層 。中層から出上している。
所見 早期。前期の土器片が出土しているが,流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確にすること

はできなかった。

第 1号陥し穴出土土器 (第24図 )

1は,細い粘土紐による隆帯上に半我竹管による連続の爪形文が施されている。2は,単節RL

を,方向を変えて回転させ,羽状を呈するように施文している。

第 2号陥し穴 (SK-22)(第19図 )

位置 調査区南西部のD3c8区に位置している。

長径方向 N-14°一E。

規模と平面形 206× 180cmの不整形を呈し,深さは214cmを 測る。

壁面 東壁は下位でオーバーハングし,中位で垂直,上位で外傾,西壁は下位で垂直,中位から上

位にかけて外傾,南壁は下位で垂直,中位で内鸞,上位で外傾,北壁はほば垂直に立ち上がってい

る。

底面 皿状を呈している。
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覆土 ローム粒子・鹿沼土を含む褐色上が自然堆積している。締まり。粘性とも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期。前期)46点 と石器 (石皿 1)1点 と石製品 1点が,覆土上層・中層か

ら出上している。

所見 早期。前期の上器片が出土しているが,流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確にすること

はできなかった。

第 2号陥し穴出土土器 (第24図 )

3は,日唇部に指頭による押圧がみられる。頚部は単節RLの横回転,胴部は単節RLの縦回転に

よる縄文である。4は,細い粘土紐による隆帯の平行線上に,半我竹管によって連続の爪形文が施

されている。内面にも同様の施文がみられる。5は,口唇部が棒状のもので押圧されている。外面

は,上位は単節LR,下位は単節RLを回転させ,羽状を呈するように施文している。6は,ループ

文が施されている。

第 3号陥し穴 (SK-53)(第19図 )

位置 調査区南西部のD3e。区に位置している。

長軸方向 N-80°一W。

規模と平面形 260× 90硼の長方形を呈し,深さは150cmを測る。

壁面 東壁・西壁は下位で垂直,中位から上位にかけて内傾,上端部で外傾して立ち上がっている。

北壁・南壁は外傾して立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,中央部がやや盛り上がっている。

覆土 人為堆積。褐色上で,全体にロームブロック・ローム粒子を含む。締まり・粘性は弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)73点が,覆土上層・ 中層から出上している。

所見 形状・ 出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第 3号陥し穴出土土器 (第24図 )

7は,横位 と斜格子目状の沈線文を施している。

第 4号陥し穴 (SK-61)(第 19図 )

位置 調査区南西部のD3b6区に位置している。

重複関係 第 8。 9号土坑と重複しているが,本跡は第8号土坑より古 く,第 9号土坑より新しい。

長径方向 N-5° 一E。

規模と平面形 170× 74cmの精円形を呈し,深さは148cmを測る。

壁面 東壁は下位で垂直,中位から上位にかけて外傾,そ の他の壁は垂直に立ち上がり,上端部付

近で外傾している。
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底面 皿状を呈している。

覆上 自然堆積。褐色土で,ローム粒子 。鹿沼土を含む。締まり・粘性とも弱い。

遣物 縄文式上器片 (早期 。前期)3点が,覆土上層 。中層から出土している。

所見 早期・前期の上器片が出上しているが,こ れらは流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確に

することはできなかった。

第 4号陥し穴出土土器 (第24図 )

8は,単節LRの回転による縄文である。

第 5号陥し穴 (SK-62)(第20図 )

位置 調査区南西部のD4d2区に位置している。

重複関係 第 1号溝と重複するが,本跡のほうが古い。

長径方向 N-47°一E。

規模と平面形 266× 150cmの精円形を呈し,深さは220cmを 測る。

壁面 下位から中位にかけて垂直,上位で外傾して立ち上がっている。

底面 不整長方形の皿状を呈している。

覆土 人為堆積。ローム粒子・鹿沼上を含む褐色上が堆積している。締まり粘性ともに弱い。

遺物 縄文式上器片56点 (早期)が,覆土上層。中層から出土している。第24図 12の上器片 (尖底

部)が北東壁付近の覆土上層から出上している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第 5号陥し穴出土土器 (第24図 )

9は,回唇部が棒状工具によって押圧され,鋸歯状を呈する。半我竹管による押圧が 2段 と,櫛

状工具による 5本 1条の横位の沈線文が施されている。10は ,刺突文が斜位に施され,L無節の縄

が押圧されている。11は,沈線文が施され,内面には擦痕が施されている。12は,尖底土器の底部

片でヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒を含み,色調は明黄褐色を呈している。現存高は

4.Oclnで ある。

第 G号陥し穴 (SK-76)(第 20図 )

位置 調査区南西部のD3bl区に位置している。

長軸方向 N-9° 一E。

規模と平面形 154× 80cmの長方形を呈し,深さは160cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,平坦である。
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覆上 自然堆積。鹿沼土 。ローム粒子を含む褐色土。締まり。粘性とも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)15点が,覆土上層 。中層から出土している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第 8号陥し穴出土土器 (第24図 )

13は ,条痕文が斜位・横位に施されている。

第 7号陥し穴 (SK-86)(第20図 )

位置 調査区南西部のD3b4区に位置している。

長軸方向 N-5° 一W。

規模と平面形 236× 126cmの長方形を呈し,深さは174cmを 測る。

壁面 下位から中位は垂直,上位で外傾して立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,平坦である。

覆上 自然堆積。ローム粒子を含む褐色上が堆積している。

遺物 縄文式上器片 (早期)6点 と石器 (石匙 1)1点が,覆土上層 。中層から出上している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第 7号陥し穴出土土器 (第24図 )

14は ,条痕文が斜位に施されている。

第 8号陥し穴 (SK-88)(第20図 )

位置 調査区南西部のD2b。区に位置している。

重複関係 第73号土坑と重複しているが本跡のほうが新しい。

長軸方向 N-5° 一W。

規模と平面形  (150)× 52clnの長方形を呈し,深さは120clnを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,平坦である。

覆上 自然堆積。上層から中層に炭化物・焼土粒子を少量含む暗褐色上が堆積し,下層に褐色上が

堆積している。全体的に粘性があるが,締まりが弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期 。前期)9点が,覆土上層 。中層から出上している。

所見 早期。前期の上器片が出上しているが,こ れらは流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確に

することはできなかった。

第 8号陥し穴出土土器 (第24図 )

15は,単節LRの横回転による縄文である。16は,単節LRを横位に回転させて施文している。
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第 9号陥し穴 (SK-92)(第 20図 )

位置 調査区南西部のD4al区に位置している。

長軸方向 N-30°一W。

規模と平画形 170× 80cmの長方形を呈し,深さは114cmを測る。

壁面 北西壁は下位で垂直,中位で内傾,上位で垂直に立ち上がっている。 その他の壁は垂直に

立ち上がっている。

底面 鹿沼上で,皿状を呈している。

覆土 人為堆積。 ローム粒子少量・鹿沼土少量を含む褐色上が堆積し,締まり。粘性とも弱い。
遺物 縄文式上器片 (早期 。前期)8点が,覆土上層・中層から出土している。
所見 早期・前期の上器片が出上しているが,こ れらは流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確に

することはできなかった。

第 9号陥し穴出土土器 (第24図 )

17は,無節 Lの押圧が施されている。18は,単節LRの回転により施文している。

第10号陥し穴 (SK-94)(第20図 )

位置 調査区南西部のD4a2区に位置している。

重複関係 第93号土坑と重複しているが,本跡のほうが古い。
長軸方向 N-29°一W。

規模と平面形 196X80cmの長方形を呈し,深さは130c14を測る。

壁面 南東壁は下位が垂直,中位から上位にかけては第93号土坑に切られている。その他の壁はほ
ぼ垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,平坦である。

覆土 人為堆積。鹿沼土を少量含む褐色上で,締まり。粘性とも弱い。
遺物 縄文式上器片 (早期 。前期)24点が,覆土上層 。中層から出土している。
所見 早期・前期の上器片が出上しているが,こ れらは流れ込みと考えられ,′ 本坑の時期を明確に

することはできなかった。

第10号陥し穴出土土器 (第24図 )

19は,単節LRを横位に押圧して施文している。20は ,結節のある単節LRを回転させて施文して

ヤゝる。

第11号陥し穴 (SK-95)(第21図 )

位置 調査区南西部のD4b3区に位置している。
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重複関係 第96号土坑と重複しているが,本跡のほうが新しい。

長軸方向 N-12°一W。

規模と平面形 200× 64cmの長方形を呈し,深さは150cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 ほば平坦であるが,細長 く狭い。

覆土 人為堆積。6層に区分され,ローム粒子中量・鹿沼土少量を含む褐色上が堆積している。締

まり・粘性とも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期 。前期)15点が,覆土上層 。中層から出上している。

所見 早期。前期の上器片が出上しているが,こ れらは流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確に

することはできなかった。

第11号陥し穴出土土器 (第24図 )

21は,羽状縄文が横位に施されている。

第12号陥し穴 (SK-171)(第 21図 )

位置 調査区南西部のC4f7区 に位置している。

童複関係 第173号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-13°一W。

規模と平面形 134× 60c14の楕円形を呈し,深さは154cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

覆上 自然堆積。ローム粒子中量・ローム小ブロック少量。鹿沼土少量を含む褐色土が堆積してい

る。締まり。粘性 とも弱い。

遺物 縄文式土器片 (早期)2点 と石器 (石斧 1)1点が,覆土上層 。中層から出土している。

所見 形状 。出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第13号陥し穴 (SK-172)(第 21図 )

位置 調査区南西部のC4f7区 に位置している。

重複関係 第181号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

長軸方向 N-36°一W。

規模と平面形 190× 74cmの長方形を呈し,深さ160cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,平坦である。
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覆土 自然堆積。鹿沼土を含む褐色上が堆積している。上層には,ローム粒子・炭化物が少量含ま
才tる。1帝まりがヨ尋ヤゝ。

遣物 縄文式上器片 (早期)18点が,覆土上層・中層から出上している。
所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。
第13号陥し穴出土土器 (第24図 )

22は,口唇部にキザミロが,口縁部の内外面に条痕文が施されている。

第14号陥し穴 (SK-218)(第 21図 )

位置 調査区中央部のC5di区 に位置している。
重複関係 第217号土坑と重複しているが,本跡のほうが古い。
長軸方向 N-19°一W。

規模と平面形 192× 94cmの長方形を呈し,深さは130cmを測る。

壁面 北壁は下位で垂直,中位で外傾,上位で垂直に立ち上がっている。南壁は下位で垂直,中位
から上位にかけて外傾して立ち上がっている。東壁・西壁はほば垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,ほぼ平坦である。中央部がやや盛 り上がっている。
覆上 自然堆積。 8層に区分され,ローム粒子・炭化粒子・鹿沼土を含む褐色上が堆積している。
締まり。粘性は弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)45点 と石器 (敲石 1)1点が,覆土上層 。中層から出上している。
所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第15号陥し穴 (SK-220)(第 21図 )

位置 調査区南西部のC418区に位置している。
長軸方向 N-74°一W。

規模と平面形 180× 80cmの長方形を呈し,深さは152cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 不整長方形で皿状を呈している。

覆土 人為堆積。上層と下層に褐色土,中層に暗褐色上が堆積している。全体に鹿沼土粒子・ロー
ム粒子・炭化粒子を少量含むが,締まり。粘性は弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)35点 と石器 (円形掻器 1)1点が,覆土上層・中層から出上している。
所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。
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第18号陥し穴 (SK-253)(第 21図 )

位置 調査区中央部のC5cl区 に位置している。

長軸方向 N-26° 一W。

規模と平面形 172× 68cmの長方形を呈し,深さは148cmを測る。

壁面 ほば垂直に立ち上がっている。南西壁と北西壁は,底面に近づくにしたがい壁と壁の間隔が

狭 くなる。

底面 ほぼ平坦で,細長い長方形を呈している。

覆± 5層からなり,褐色上が自然堆積している。全体に,ローム粒子・炭化粒子・鹿沼上を少量

含み,締まり・粘性とも弱い。

遣物 縄文式上器片 (早期)33点 と石器 (掻器 1)1点が,覆土上層 。中層から出上している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第16号陥し穴出土土器 (第24図 )

23は,胴部片で,擦痕文が施されている。

第17号陥し穴 (SK-260)(第 22図 )

位置 調査区中央部のC5b2区に位置している。

長軸方向 N-46° 一W。

規模と平面形 164× 70cmの長方形を呈し,深さは106cmを測る。

壁面 北東壁・北西壁・南西壁は垂直に立ち上がっている。南東壁はやや外傾して立ち上がってい

る。

底面 鹿沼土でほば平坦である。中央やや南東よりに浅い円形状の落ち込みがある。

覆土 人為堆積。5層からなり,ロ ーム粒子・炭化粒子・鹿沼上を少量含む褐色上が堆積している。

全体に粘性 。締まりがある。

遺物 縄文式上器片 (早期)24点が,覆土上層 。中層から出上している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第18号陥し穴 (SK-297)(第 22図 )

位置 調査区中央部のC5a4区に位置している。

長軸方向 N-10°一W。

規模と平面形 220× 70cmの長方形を呈し,深さは136cmを測る。

壁面 北壁は下位から中位にかけて内傾し,上位で外傾して立ち上がっている。その他の壁は垂直

に立ち上がっている。
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底面 長方形を呈し,鹿沼土で平坦である。

覆土 人為堆積。 7層に区分され,ローム粒子・災化粒子・鹿沼上を少量含む褐色上が堆積してい

る。全体に締まり・粘性が弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)40点 と石器 (磨石 1)1点が,覆土上層・中層から出上している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第18号陥し穴出土土器 (第24図 )

24は,櫛状工具による弧状の細い集合沈線が施されている。

第19号陥し穴 (SK-320)(第 22図 )

位置 調査区中央部のB5'7区 に位置している。

長軸方向 N-30°一W。

規模と平面形 180× 70cmの長方形を呈し,深さは130cmを測る。

壁面 南東壁は下位で外傾,中位から上位にかけて内傾して立ち上がっている。その他の壁はほぼ

垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,平坦である。

覆上 自然堆積。 4層に区分され,ロ ーム粒子・炭化粒子を少量含む褐色土が堆積している。締ま

り・粘性とも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)■点が,覆土上層・中層から出土している。

所見 形状 。出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第19号陥し穴出土土器 (第24図 )

25は,日唇直下に押圧文が,その下に沈線が施されている。

第20号陥し穴 (SK-323)(第 22図 )

位置 調査区中央部のB5h5区に位置している。

長径方向 N-23°一W。

規模と平面形 176X96cmの 精円形を呈し,深さは146c14を測る。

壁面 ほぽ垂直に立ち上がっている。

底画 長方形を呈し,鹿沼上で平坦である。

覆土 人為堆積。11層に区分され,ローム粒子を中量,ローム小ブロックを少量,戊化粒子を少量

含む褐色上が堆積している。締まり粘性とも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)39点 と石器 (凹石 1,磨石 1,掻器 2)4点が,覆土上層・中層から

出上している。
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所見 形状 。出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第20号陥し穴出土土器 (第24図 )

26は,条痕文が外面は縦位に,内面は斜位に施されている。

第21号陥し穴 (SK-355)(第 22図 )

位置 調査区中央部のB5f。区に位置している。

重複関係 第358号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-34° 一W。

規模と平面形 164× 66clnの精円形を呈し,深さは126cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底画 全体的に平垣で,楕円形を呈している。                1

覆土 人為堆積。7層に区分され,褐色上が堆積している。全体に,鹿沼土を中量,炭化粒子を少

量含み,締まりはあるが,粘性は弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期 。前期)29点が,覆土上層 。中層から出土している。

所見 早期。前期の上器片が出土しているが,こ れらは混在しており本坑の時期を明確にすること

はできなかった。

第21号陥し穴出土土器 (第24・ 25図 )

27は,日縁部片で,外反して立ち上がる。変形爪形文が 2段に,その下に平行沈線文が横位・斜

位に施されている。28は,斜位・横位に沈線が施されている。

第22号陥し穴 (SK-374)(第 22図 )

位置 調査区中央部のB5d。区に位置している。

長軸方向 N-51° 一W。

規模と平画形 202× 70cmの長方形を呈し,深さは120cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底画 全体的に平坦で,長方形を呈している。

覆土 人為堆積。上層に暗褐色土,中層から下層に褐色上が堆積している。全体に,鹿沼上を少量 ,

黒褐色上を少量含み,粘性はあるが,締まりは弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)41点 と石器 (掻器 1)1点が,覆土上層 。中層から出上している。

所見 形状 。出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第22号陥し穴出土土器 (第25図 )

29は,条痕文が斜位に施され,胎土に繊維を含む。
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第23号陥し穴 (SK-380)(第 23図 )

位置 調査区中央部のB5b9区に位置している。

長径方向 N-41°一W。

規模と平面形 174× 82cmの楕円形を呈し,深さは108crnを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 全体的に平坦で,長方形を呈している。

覆土 人為堆積。6層に区分され,鹿沼上を含む褐色上が堆積している。粘性はあるが,締まりは
弱い。

遺物 縄文式土器片 (早期)10点が,覆土上層 。中層から出上している。
所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。
第23号陥し穴出土土器 (第25図 )

30は,条痕文が横位に施されている。

第24号陥し穴 (SK-382)(第 23図 )

位置 調査区中央部のB5e7区 に位置している。

重複関係 第371号土坑と重複しているが本跡の方が新しい。
長径方向 N-36° 一W。

規模と平面形 254× 126cmの不整形を呈し,深さは122cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底画 全体的に平坦である。不整形で,狭 く細長い形状を呈している。
覆土 人為堆積。 7層に区分され,ローム粒子中量・炭化粒子少量を含む褐色上が堆積している。
全体に粘性があり,締まりが強い。

遺物 縄文式上器片 (早期)30点 と石器 (石鏃 1)1点が,覆土上層・中層から出上している。
所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第25号陥し穴 (SK-400)(第 23図 )

位置 調査区北東部のA働 1区に位置している。

長軸方向 N-77° 一W。

規模と平面形 174× 96c14の長方形を呈し,深さは■Ocmを測る。

壁面 東壁はやや外傾して立ち上がっている。その他の壁は垂直に立ち上がっている。
底面 全体的に平坦で,長方形を呈している。
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覆土 自然堆積。 5層に区分され,炭化粒子少量・ 鹿沼土少量を含む褐色上が堆積 している。全

体に粘サl■はある力S,締まりは弱い。

遣物 縄文式上器片 (早期)18点 と石器 (掻器 1)1点が,覆土上層・中層から出上している。

所見 形状・出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第25号陥し穴出土土器 (第25図 )

31は,横位の隆帯上に刺突文が,隆帯の上下には沈線が施されている。

第26号陥し穴 (SK-419)(第 23図 )

位置 調査区北東部のA613区に位置している。

長径方向 N-36°一W。

規模と平面形 174× 106clnの楕円形を呈し,深さは150cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっているが,南西壁・北東壁は中位でやや外傾している。

底面 全体的に平坦である。

覆土 人為堆積。 7層に区分され,炭化粒子と鹿沼上を少量含む褐色上が堆積している。全体に,

粘性・締まりとも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)11点 と石器 (石斧 1)1点が,覆土上層 。中層から出土している。

所見 形状 。出土遺物から,縄文時代早期に構築されたと考えられる。

第26号陥し穴出土土器 (第25図 )

32は,条痕文が横位に施されており,胎上に繊維を含む。33は,条痕文が外面は斜位に,内面は

縦位に施されている。34は,条痕文が横位に施されている。

第27号陥し穴 (SK-437)(第 23図 )

位置 調査区北東部のA6es区に位置している。

長軸方向 N-26°一W。

規模と平面形 214× 80cmの長方形を呈し,深さは160cmを測る。

壁面 北西壁は下位で垂直,上位で外傾,そ の他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 鹿沼上で,平坦であり,長方形を呈している。

覆土 人為堆積。6層に区分され,鹿沼上を少量含む褐色土が堆積している。上層にはローム粒子

が多量に含まれる。全体に締まりが弱いが,粘性はある。

遺物 縄文式上器片 (早期。前期)24点 と石器 (石斧 1)1点が,覆土上層。中層から出上してい

る。

所見 早期。前期の上器片が出土しているが,こ れらは流れ込みと考えられ,本坑の時期を明確に
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することはできなかった。

第27号陥し穴出土土器 (第25図 )

35は,単節RLの横位回転により施文している。36は,単節RLの回転により施文 している。

第28号陥し穴 (SK-520)(第 23図 )

位置 調査区北東部のA6g2区 に位置している。

重複関係 第 5号住居跡と重複しているが,本跡の方が古い。

長軸方向 N-85°一E。

規模と平面形 220× 96cmの長方形を呈し,深さは132cmを測る。

壁面 西壁は外傾,その他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 全体的に平坦で,長方形を呈している。

覆上 自然堆積。6層に区分され,全体に鹿沼土を少量含む褐色上が自然堆積している。中層から

下層にかけてローム粒子を中量含む。全体に,粘性・締まりとも弱い。

遺物 縄文式上器片 (早期)19点 と石器 (磨石 2)2点が,覆土上層・中層から出土している。

所見 第 5号住居跡との重複関係と出土遺物から,縄文時代早期後葉,あ るいは早期後葉より古い

時期に構築されたと考えられる。
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表 2 石山神遺跡陥し穴一覧表

穴

号

陥

番 位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形

規 模 (cm)
壁面 底面 覆土 出土 遺物 備 考 図版番号

民径(軸 ) 豆径 (軸 ) 深 さ

1 D3b7 N-0° 長 方 形 垂直 皿状 自然 縄文式上器片17点
(SK-2)
本跡>SK-19 第 19図

2 D3c8 N-14° 一E 不 整 形 180 垂直 皿状 自然
縄文式上器片46点 ,
石製品1点 ,石皿1点

(SK-22)

3 D3e。 N-80°一Ⅵ「 長 方 形 紳 平 埋 人為 縄文式上器片73点 (SK-53)

4 D3b6 N-5° 一E 楕 円 形 垂直 皿状 自然 縄文式上器片 3点
(SK-61)
SK-8>本跡>SK-9

5 D4d2 N-47°一E 精 円 形 垂直 皿状 人為 縄文式上器片56点
(SK-62)
本跡<SD-1 第20図

6 D3bI N-9° ―E 長 方 形 垂 直 平坦 自然 縄文式上器片15点 (SK-76)

7 D3b4 N-5° 一部I 長 方 形 垂直 平坦 自然
縄文式上器片 6点 ,
石匙 1点

(SK-86)

8 D2be N-5° 一W 長 方 形 垂直 平坦 自然 縄文式上器片9点
(SK-88)
本跡>SK-73

9 D4al N-30° 一W 長 方 形 垂直 lll状 人為 縄文式上器片 8点 (SK-92)

D4a2 N-29° 一W 長 方 形 垂直 平坦 人為 縄文式上器片24点
(SK-94)
本跡<SK-93

D4b8 N-12° 一�V 長 方 形 垂直 平坦 人為 縄文式上器片15点
(SK-95)
本跡>SK-96

第 21図

C4f, N-13°一W 楕  円 形 垂直 皿 伏 自然
縄文式上器片 2点,石
斧 1点

(SK-171)
SK-173と重複

13 C4f7 N-36°一耶ア 長 方 形 垂直 平坦 自然 縄文式上器片18点
(SK-172)
SK181と 重複

14 C5dl N-19° 一部「 長 方 形 垂直 平坦 自然
縄文式上器片45点,敲
石 1点

(SK-218)
本跡<SK-217

15 C4i8 N-74° 一M「 長 方 形 垂直 皿状 人為
縄文式上器片35点 ,
円形掻器 1点

(SK-220)

16 C5cl N-26°一W 長 方 形 垂直 平 坦 自然
縄文式上器片38点,掻
器 1点

(SK-253)

17 C5b2 N-46°―耶「 長 方 形 垂直 平 坦 人為 縄文式上器片24点 (SK-260) 第22図

C5a4 N-10° 一ヽ V 長 方 形 220 垂直 平坦 人魚
縄文式上器片 40点,磨

石 1点
(SK-297)

N-30°一MI 長  方 形 180 垂直 平坦 自然 縄文式上器片■点 (SK-320)

N-23°一MI 楕 円 形 垂直 平坦 人為 量琴套連著こ資'壇 (SK-323)

B5fe N-34°―W 楕 円 形 垂直 平坦 人為 縄文式上器片29点
(SK-355)
SK-358と重複

B5dO N-51° 一ヽ V 長 方 形 垂直 平坦 人為
縄文式上器片41点,掻

器 1点
(SK-374)

B5b。 N-41°一W 楕 円 形 垂直 平坦 人為 縄文式上器片10点 (SK-380) 第23図

B5e7 N-36° 一部/ 不 整 形 垂直 平坦 人為
縄文式上器片30点,石

鏃 1点
(SK-382)
本跡>SK-371

A6jl N-77° ―W 長 方 形 垂直 平坦 自然
縄文式上器片18点,掻
器 1点

(SK-400)

A6i3 N-36°一W 楕  円 形 垂直 平坦 人為
縄文式上器片■点,石
斧 1点

(SK-419)

A6e3 N-26°一M「 長  方 形 垂直 平坦 人 為
縄文式上器片24点,石
斧 1点

(SK-437)

A6g2 N-85° 一E 長 方 形 垂直 平坦 自然
縄文式土器片19点,磨
石 2点

(SK-520)
本跡<SI-5
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2墓 壌

第97号土坑 (第33図 )

位置 調査区南西部のD4c2区に位置している。

長径方向 N-40°一E。

規模と平面形 140× 100cmの楕円形を呈し,深さは60cmを測る。

壁面 北東壁。南西壁は外傾して立ち上がっている。北西壁。南東壁の下位は垂直,上端部付近で

外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈し,ロームであまり硬 くない。中央からやや東よりに落ち込みがある。

覆土 人為堆積。ロームブロック・炭化粒子を含む,締まりのよい暗褐色土・褐色土が堆積してい

る。

遺物 覆± 2層から,花蘭岩の平石が出上している。石の下方,底面から琥珀製の玉 (垂飾り)2

点が重なった状態で出土している。その他,縄文式上器片15点が,覆土から出上している。

所見 花蘭岩は,墓標としての役割を有し,遺体の消滅により埋没したものと考えられる。形状や

出土遺物,ま た,覆土が人為的に埋め戻された様相を呈していること等から墓墳と思われ,構築さ

れた時期は,縄文時代前期と考えられる。

第97号土坑出土土器 (第72図 )

33は ,口縁部片で,単節LRの横位回転により施文されている。34は ,単節LRの横位回転により

施文されている。
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第123号土坑 (第34図 )

位置 調査区南西部のD3a。区に位置している。

重複関係 第122号土坑と重複しているが,本跡の方が古い。

長径方向 N-0°

規模と平面形 224× 160cmの楕円形を呈し,深さは92cmを測る。

壁面 西壁は,下位で垂直,中位で段状,上位で外傾して立ち上がっている。東壁は外傾している

が,上位となるにしたがい傾斜が緩やかになっている。北壁・南壁は,下位から上位にかけて垂直,

上位で外傾して立ち上がっている。南壁は,第 122号土坑によって上位が壊されている。

底面 鹿沼上で,ほぼ平坦である。

覆土 人為堆積。上層にロームブロック・ローム粒子。炭化粒子を含む黒褐色土,下層に褐色土が

堆積している。上下層とも締まりが強 く,粘性がある。

遺物 縄文式上器片33点が,覆土中層から出土している。第72図41の上器片 (底部)は前期に比定

される。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われ,構築された時期は,

縄文時代前期と考えられる。

第123号土坑出土土器 (第72図 )

40は,単節LRの押圧により施文されている。41は,鉢形土器の底部片で,平底を呈し,底部中

央が厚 くなっている。内外面にヘラナデ整形が施されており,色調はにぶい橙色を呈 している。胎

土には砂粒 。雲母 。小礫を含む。推定底径は15.2cmである。

第135号土坑 (第35図 )

位置 調査区南西部のC4g4区に位置している。

長径方向 N-29° 一E。

規模と平面形 290× 164cmの楕円形を呈し,深さは96clnを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。 ゴヒ壁は上端部付近で緩やかに傾斜している。

底面 全体的に平坦で,不整長方形を呈している。鹿沼土で硬い。中央部西壁付近に,径20cmの落

ち込みが 2か所ある。

覆土 人為堆積。 8層 に分けられ,ローム粒子・炭化物を含む締まりの強い暗褐色土・褐色上が堆

積している。

遺物 縄文式土器片 (前期)32点が,覆土中層から出上している。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われ,構築された時期は,

縄文時代前期と考えられる。
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第135号土坑出土土器 (第72図 )

43は,胴部片で,縄文が施されている。

第140号土坑 (第35図 )

位置 調査区南西部のC芍 5区に位置している。

長径方向 N-59°一E。

規模と平面形 128×■2cmの楕円形を呈し,深さは40cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 楕円形を呈し,平坦である。

覆土 人為堆積。4層に分けられ,ロ ーム粒子を多量,炭化粒子を微量含む暗褐色土・褐色上が交
互に堆積している。

遺物 縄文式上器片 (前期)9点が,覆土中層から出土している。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われ,構築された時期は,

縄文時代前期と考えられる。

第140号土坑出土土器 (第72図 )

44は,口唇部力朝巴厚している。日縁部に細い粘土紐を貼り付けて鋸歯状をつくっている。45は ,

無節 Lの押圧がなされ,そ の下に羽状縄文が施されている。46は,単節LRに結節を施し,横回転

させて施文している。

第201号土坑 (第38図 )

位置 調査区南西部のC4e7区 に位置している。

長径方向 N-72°一W。

規模と平面形 ■6× 88cmの楕円形を呈し,深さは78cmを測る。

壁面 南東壁は中・下位は垂直,上位で外傾,その他は垂直に立ち上がっている。

底面 全体的に平坦である。

覆土 人為堆積。上層に暗褐色土・黒褐色土,中層に極暗褐色土・暗褐色土,下層に褐色上が堆積
している。全体に,ロ ーム粒子を中量,ロームブロックを少量,焼土粒子を微量含む。

遺物 縄文式土器片 9点 と石器 (掻器 1)1点が,覆土中層から出上している。

所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。
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第203号土坑 (第38図 )

位置 調査区南西部のC4d7区 に位置している。

長径方向 N-32°一W。

規模と平面形 196× 100cmの楕円形を呈し,深さは100cmを測る。

壁面 南東壁は垂直,その他の壁は,下位から中位は垂直,上位は外傾して立ち上がっている。

底面 隅丸長方形を呈し,鹿沼土で平坦である。

覆土 人為堆積。上層。中層は黒褐色土。褐色土,下層は褐色土が堆積している。全体にローム粒

子を含み,締まり。粘性がある。

遺物 縄文式上器片40点 と石器 (石斧 1,磨石 1,メ ノウ剣片 1)3点が,覆土上層。中層から出

上している。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した遺物は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第204号土坑 (第38図 )

位置 調査区南西部のC4c7区に位置している。

重複関係 第 2号溝と重複しているが,本跡のほうが古い。

長軸方向 N-24°一W。

規模と平面形 184× 100cmの長方形を呈し,深さは76cmを測る。

壁面 垂直。上端部付近で緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底画 全体的に平坦であるが,北東から南西に向かって綬やかに傾斜している。

覆土 人為堆積。上・中層にローム粒子・炭化粒子を含む黒褐色土。暗褐色土,下層にローム粒子

を含む褐色上が堆積しており,全体に締まりがある。

遺物 縄文式上器片63点 と石器 (石斧頭部 1,磨石 2,掻器 1)4点が,覆土上層。中層から出土

している。

所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓損と思われる。出上した土器は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第221号土坑 (第40図 )

位置 調査区南西部のD3a6区に位置している。

長径方向 N-12° 一E。

規模と平面形 206× 120cmの楕円形を呈し,深さは94cmを測る。

壁面 垂直に立ち上がっている。
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底面 隅丸長方形を呈し,鹿沼上で全体的に平坦である。

覆土 人為堆積。上・中層に黒褐色土・暗褐色土,下層に褐色土が堆積している。全体にローム粒
子・炭化粒子・焼土粒子を含み,締まりがある。

遺物 縄文式土器片 (前期)18点 と石器 (敲石 1)1点が,覆土中層から出上している。
所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓損と思われ,構築された時期は,
縄文時代前期と考えられる。

第221号土坑出土土器 (第73図 )

51は,上位にループ文が施され,下位に単節LRと RLを縦に回転させて羽状にしている。

第228号土坑 (第41図 )

位置 調査区中央部のC5hl区 に位置している。

重複関係 第237号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。
長径方向 N-77°一E。

規模と平面形 210× 110cmの楕円形を呈し,深さは76cmを測る。

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 隅丸長方形を呈し,全体的に平坦である。

覆土 人為堆積。上層は黒褐色土,中層と下層は暗褐色土。褐色上が堆積している。全体にローム
ブロック・焼土粒子・炭化物を含み,締まり。粘性がある。

遺物 縄文式上器片67点 と石器 (敲石 1,掻器 1,削器 1)3点が,覆土中層から出上している。
その他,礫 (花闘岩)が覆土中層から出上している。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第251号土坑 (第42図 )

位置 調査区中央部のC5el区に位置している。

長径方向 N-15°一E。

規模と平面形 94× 58cmの楕円形を呈し,深さは90cmを測る。

壁面 下位・中位で垂直,上位で外傾して立ち上がっている。
底画 皿状を呈し,鹿沼上で,中央部に落ち込みがある。

覆土 人為堆積。上・下層に黒褐色土,中層に暗褐色上が堆積している。全体にローム粒子・炭化
物を含み,締まり・粘性がある。

遺物 縄文式上器片 8点が,覆土中層から出上している。

―-58-―



所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第254号土坑 (第42図 )

位置 調査区中央部のC5bl区 に位置している。

長径方向 N-43°一W。

規模と平面形 180× 96clnの楕円形を呈し,深さは94cmを測る。

壁面 ほば,垂直に立ち上がっている。

底画 全体的に平坦で,隅丸長方形を呈している。長軸上に 2つ の落ち込みがある。

覆土 人為堆積。上層と下層は黒褐色土,中層は黒褐色土と暗褐色上が堆積している。全体にロー

ム粒子と炭化物を含み,締まりがある。

遺物 縄文式土器片48点が,覆土中層から出上している。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は

細片で,本比の時期を確定することはできなかった。

第264号土坑 (第42図 )

位置 調査区中央部のB5,1区に位置している。

長径方向 N-55°一W。

規模と平面形 106× 80clnの精円形を呈し,深さは88cmを測る。

壁面 東壁。西壁は外傾,南壁下位は垂直,中位から上位にかけてオーバーハング,北壁はほぼ垂

直に立ち上がっている。

底面 橋円形を呈し,鹿沼上で,全体的に平坦である。

覆土 人為堆積。上層から中層に,焼土粒子を微量含む黒褐色土,下層に褐色土。暗褐色上が堆積

している。全体にローム粒子,ロ ーム小プロックが含まれる。

遺物 縄文式上器片35点が,覆土中層から出土している。

所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した上器は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第265号土坑 (第42図 )

位置 調査区中央部のB5jェ区に位置している。

長径方向 N-82°一W。

規模と平面形 122× 80cmの楕円形を呈し,深さは70cmを測る。
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壁面 東壁・西壁は垂直,南壁・北壁は下位から中位で垂直,上位で外傾して立ち上がっている。
底面 隅丸長方形を呈し,全体的に平坦である。西側長軸上に径12cmの落ち込みがある。
覆土 人為堆積。上層から中層に黒色土,下層と壁面付近に暗褐色上が堆積する。全体に,ロ ーム
粒子を多量ぅ炭化物を少量含み,締まり。粘性がある。

遺物 縄文式上器片29点 と石器 (石斧 1)1点が,覆土中層から出上している。
所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は
細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第274号土坑 (第43図 )

位置 調査区中央部のC5d3区 に位置している。

長径方向 N-8° 一E。

規模と平面形 174× 106cmの精円形を呈し,深さは104cmを測る。

壁面 底面から60cm程度まで垂直,上端部付近は外傾して立ち上がっている。
底面 全体に平坦である。 2段に掘り込まれている。

覆土 人為堆積。多量のローム粒子・炭化粒子を含む黒褐色土・暗褐色上が堆積している。
遺物 縄文式上器片40点が,覆土中層から出上している。
所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は
細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第305号土坑 (第46図 )

位置 調査区中央部のC5d6区 に位置している。

長径方向 N-26°一W。

規模と平面形 122× 120cmの不整形を呈し,深さは122cmを測る。

壁画 北壁と南壁は垂直,西壁と東壁は下位で垂直,上端部付近は外傾して立ち上がっている。
底面 長方形を呈し,全体的に平坦である。鹿沼上で硬い。径18硼,深さ22cmの落ち込みが中央部
にある。

覆土 人為堆積。ローム粒子を多量に含む黒褐色土 。暗褐色上が堆積している。
遺物 縄文式上器片22点 と石器 (石鏃 1)1点が,覆土中層から出上している。
所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は
細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。
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第333号土坑 (第48図 )

位置 調査区中央部のC5b7区に位置している。

長径方向 N-30°一E。

規模と平面形 166×■6cmの楕円形を呈し,深さは86cmを 測る。

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,鹿沼上で平坦である。

覆土 人為堆積。上層は焼土粒子を含む黒褐色土,中層は褐色土,下層は黒褐色土が堆積している。

全体にローム粒子・炭化粒子を含み,締まりが強く,粘性がある。

遺物 縄文式上器片 (前期)20点 と石器 (掻器 1)1点が,覆土中層から出上している。

所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓境と思われ,構築された時期は,

縄文時代前期と考えられる。

第333号土坑出上土器 (第74図 )

73は ,単節LRと RLの縄をとなり合わせに回転させて羽状にしている。内面に条痕文が施されて

いる。

第335号土坑 (第48図 )

位置 調査区中央部のC5b9区に位置している。

長径方向 N-38°一W。

規模と平面形 118× 96cmの楕円形を呈し,深さは96cmを測る。

壁面 下位で垂直,中位で内傾,上位で外傾して立ち上がっている。

底面 長方形を呈し,鹿沼上で凹凸がある。中央部に円形状の落ち込みがある。

覆土 人為堆積。上層に黒褐色土,中層から下層に暗褐色土・褐色上が堆積している。全体にロー

ム粒子を多量に含み,締まり。粘性がある。

遺物 縄文式上器片26点が,覆土中層から出土している。

所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は

細片で,本比の時期を確定することはできなかった。

第393号土坑 (第52図 )

位置 調査区東部のB6h3区に位置している。

長径方向 N-6° 一W。

規模と平面形 110× 74cmの楕円形を呈し,深さ78cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。
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底面 平坦であるが,東から西に緩く傾斜している。中央部に径24cm,深 さ16cmの落ち込みがある。
覆土 人為堆積。ローム粒子・炭化物を含む暗褐色土・褐色上が堆積している。
遺物 縄文式上器片12点が,覆土中層から出上している。

所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓墳と思われる。出上した土器は

細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第420号土坑 (第54図 )

位置 調査区北東部のA6hl区 に位置している。

長軸方向 N-17° 一E。

規模と平面形 212× 80cmの長方形を呈し,深さは82cmを 測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。中位より下位は鹿沼上の壁である。
底面 長方形を呈し,鹿沼上で平坦である。

覆土 人為堆積。暗褐色土・褐色土を主体に,ロ ーム粒子を中量,炭化粒子を少量含み,締まり。

粘性とも強い。

遺物 縄文式上器片 (前期)77点が,覆土中層から出上している。
所見 形状や覆上が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓壊と思われ,構築された時期は,
縄文時代前期と考えられる。

第420号土坑出上土器 (第 74図 )

91は,上位は単節RLの横位回転,下位は単節LRの横位回転により施文されている。92は ,単節

RLと LRを回転させて羽状にしている。

第512号土坑 (第66図 )

位置 調査区の北東部B6hl区に位置している。

重複関係 第527号土坑と重複しているが,本跡の方が新しい。
長軸方向 N-35°一W。

規模と平面形 190× 74cmの長方形を呈し,深さは80cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 不整長方形を呈し,鹿沼上で平坦である。

覆土 人為堆積。上層に黒色土,中層に暗褐色土・褐色土,下層に暗褐色上が堆積している。全体
にローム粒子を多量,炭化粒子を少量含み,締まり・粘性がある。

遺物 縄文式上器片 (前期)8点 と石器 (磨石 1)1点が,覆土中層から出土している。
所見 形状や覆土が人為的に埋め戻された様相を呈することから墓損と思われ,構築された時期は,
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縄文時代前期と考えられる。

第512号土坑出土土器 (第76図 )

122は ,単節RLの向きを変えて,施文されている。

◎その他の墓墳出土土器

第281号土坑 (第73図 )

55は,日縁部片で,日唇部に棒状工具による押圧が施されている。

第288号土坑 (第73図 )

59は,日唇部に絡条体圧痕文,外面に条痕文が施されている。また,左側に穿孔がみられる。60

は,2条の平行沈線の間に刺突文が施されている。61は ,口唇部から回縁部に,刺突文が横位に施

されている。62は,刺突文が横位に施されている胴部片である。63は,隆帯上に絡条体圧痕文が施

されている。

第289号土坑 (第73図 )

64は,日唇部に刺突文,日縁部に沈線文が施されている。65は,日唇部に絡条体圧痕文,日縁部

に竹管による刺突文が施されている。内面には条痕文が施されている。66は ,日唇直下に絡条体圧

痕文が施されている。

第336号土坑  (第74図 )

74は,擦痕文が斜位に施されている。

第389号土坑  (第74図 )

84は ,日唇部に絡条体圧痕文が,外面に刺突文と条痕文が,内面に条痕文が施されている。85は ,

粗い条痕文が斜位に施され,胎土に繊維を含む。86は,斜位に条痕文が施されている。

第415号土坑  (第74図 )

89は,貝殻条痕文を地文とし,日唇部と口唇直下に棒状工具による押引文が施されている。

第435号土坑 (第74図 )

93は, 2本 1組の平行沈線内に刺突文が施されている。

第464-B号土坑 (第75図 )

100は ,口唇部にキザミロがみられ,内外面に条痕文が施されている。101は ,外面に条痕文が施

されている。1021ま ,外面は横位・斜位に,内面は横位に条痕文が施されている。103は ,条痕文が

施されている。104は ,内外面に縦位・斜位に条痕文が施されている。105は ,内外面に横位・斜位

の貝殻条痕文が施されている。
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第474号土坑 (第75図 )

109は,条痕文が縦位・斜位に施されている。

第478号土坑 (第76図 )

113は,斜位に条痕文が施されている。

第479号土坑 (第76図 )

114は,口唇部に刺突文,口縁部に縦位に擦痕文が施されている。

その他の上坑

第 1号土坑 (第26図 )

位置 調査区南西部のC417区を中心に位置している。

重複関係 第167号土坑と重複しているが,本跡のほうが新しい。
長径方向 N-12°一E。

規模と平面形 774× 580cmの不整形を呈し,深さは148cmを測る。

壁面 緩い傾斜で立ち上がっている。

底面 鹿沼上で凹凸が著しい。

覆上 自然堆積。上層から中層は褐色土。暗褐色土,下層は褐色土が堆積している。各層にローム

粒子・ロームブロックを含み,締まりが弱い。

遺物 縄文式土器片440点。石器 (石鏃 6,磨製石斧 1,磨石 1,掻器 2,ナイフ形石器 1)11点。
石製品 1点。土器片は,覆上の上層・中層から主に出土している。磨製石斧は,南西部の覆土中層

から出上している。

所見 平面形,規模,底面,覆土等の状況により,風倒木痕と考えられる。
第 1号土坑出土土器 (第71図 )

1は,外面は無文で,内面は条痕文が施されている。2は,無文の上器である。3は,口唇部に

押圧がなされ,内外面に粗い条痕文が施されている。4は ,口唇部にキザミロがみられ,回唇直下

に刺突文が施されている。5は,ヘラ状工具による刺突文が 3段に施されている。6は,粗い条痕

文が内外面に斜位に施されている。 7は ,縄文地文上に縦位・横位に縄を押圧している。8は,隆

帯上に縄文の押圧がみられる。隆帯の上下には縄文が施されている。9は,単節RLの縄文が施さ

れている。10は,三角刺突文が横位に施されている。11は ,単節LRの縄文が施されている。12は ,

無節Lの縄を横回転により施文している。13は,縄の回転方向を変えて,羽状を呈するように施文

している。14は,羽状縄文が横位に 2段施されている。15は ,単節LRを横位に施しており,結節

がみられる。16は,羽状縄文が施され,末端処理による結節がみられる。17は,無節の羽状縄文が
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横位に施されている。18は,単節RLに よる曲線的圧痕文がみられる。19は,羽状縄文が施されて

いる。20は,羽状縄文を縦位に施し,末端処理による結節の間を無文にしている。

第 5号土坑 (第27図 )

位置 調査区南西部のD3d6区に位置している。

規模と平面形 202× 176cmの ほぼ円形を呈し,深さは30cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

覆上 自然堆積で,3層に分けられる。褐色土からなり,ロ ーム粒子・炭化粒子を含み,締まりが

強く,粘性がある。第 1層には,焼土粒子が少量含まれる。

遺物 縄文式上器片 (早期)21点が,覆土中層。下層から出上している。第71図21の上器片 (口縁
部,早期後棄に比定される)が南部の覆上下層から出土している。

所見 出土遺物より,縄文時代早期後棄に構築されたと考えられる。

第 5号土坑出土土器 (第71図 )

21は,深鉢形土器の口縁部片で,器厚は極めて薄く,ヘラナデ整形が施されている。胎上には砂

粒・小礫を含み,色調はにぶい橙色を呈する。推定回径は,20.2cmで,現存高は7.4cmである。

第 8号土坑 (第27図 )

位置 調査区南西部のD3b6区に位置している。

重複関係 第 9号土坑,第 4号陥し穴と重複しているが,陥 し穴よりは新しく,土坑よりは古い。
長径方向 N-43°一W。

規模と平面形 248× 184cmの精円形を呈し,深さは40cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

覆土 自然堆積。 2層からなる。第 1層 は褐色土,第 2層は明褐色土,両層ともローム粒子・ロー
ムブロックを含み,締まり。粘性がある。

遺物 縄文式上器片 (前期)4点が,覆土中。下層から出上している。土器片 (尖底部,前期に比

定される)1点が北東部の覆上下層から出土している。

所見 出土遺物より,縄文時代前期に構築されたと考えられる。

第 8号土坑出土土器 (第71図 )

22は,胴部片で,単節RLの回転により施文されている。23は,鉢形土器の底部片である。平底

で,底部中央が厚 くなっている。単節RLを横回転して施文し,ま た,末端処理による結節がみら
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れる。胎上には砂粒。小礫を多く含み,色調はにぶい褐色を呈している。現存高は3.8cmで,推定

底径は16.2cmあ る。

第15号土坑 (第28図 )

位置 調査区南西部のD3d7区 に位置している。

長径方向 N-9° 一W。

規模と平面形 220X170cmの楕円形を呈し,深さは52cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

覆土 自然堆積。褐色土からなり,上層に炭化粒子。焼土粒子を含む。北側壁付近は明褐色上で,
締まり・粘性が強い。

遺物 縄文式上器片 (早期・前期)17点 と石器 (石皿 1)1点が,覆土上層。中層から出上してい

る。

所見 掘り込み上端部は,東西で10clnの高低差がある。前期の上器片が出上しているが,早期の上

器片 (細片)も 出上しており,本坑の時期を確定することはできなかった。

第15号土坑出土土器 (第71図 )

24は,胴部片で,単節LRの縦回転により施文されている。

第48号土坑 (第30図 )

位置 調査区南西部のD3e。区に位置している。

規模と平面形 190× 168clnの ほぼ円形を呈し,深さは66clnを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 中央部やや北側に,径40× 28cm,深 さ64cmの落ち込みがある。

覆上 自然堆積。 2層からなり,ローム粒子・炭化粒子を含む褐色土が堆積している。第 1層 は,
締まりがあり,粘性はやや弱い。第 2層は,締まりが強 く,粘性がある。

遺物 縄文式上器片10点が,南部覆土上層から出土している。

所見 出土遺物は細片で,本坑の時期を確定することはできなかった。

第80号土坑 (第32図 )

位置 調査区南西部のD3a2区 に位置している。

長径方向 N-66°一W。

規模と平面形 216× 176cmの楕円形を呈し,深さは56cmを測る。
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壁面 北東壁はほば垂直,他は外傾して立ち上がる。

底面 中央部付近にやや凹凸がある。

覆土 撹乱。締まり。粘性がある暗褐色土と褐色上が堆積している。上層に,炭化粒子・焼土粒子

を含む。

遺物 縄文式上器片39点が,覆土から出土している。第22図の29の上器片 (底部,前期に比定され

る)が西壁付近の底面から出上している。

所見 出土遺物より,縄文時代前期に構築されたと考えられる。

第80号土坑出土土器 (第72図 )

28は,Lr無節の結節縄文が施されている胴部片である。29は,深鉢形土器の底部片で,平底で

ある。無節羽状縄文が施され,末端処理の結節がみられる。胎土には砂粒・雲母・小礫を含み,色

調は橙色を呈している。現存高は9。 3cmで ,底径は12.4cmである。

第90号土坑 (第32図 )

位置 調査区南西部のD4d5区に位置している。

重複関係 第91号土坑,第 5号炉穴と重複しているが,第91号土坑より本跡が新しい。

長径方向 N-0°

規模と平面形 230× (170)cmの楕円形を呈し,深さは86cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸があり,南から北に傾斜している。

覆土 撹乱。上。中層はローム粒子・炭化粒子を含む褐色土で,締まりがあるが,粘性は弱い。下

層は,明褐色土 。責褐色上で,鹿沼土 。ローム土を含む。

遺物 縄文式上器片 (早期・前期)66点が,覆土上層・ 中層から出土している。

所見 早期。前期の上器片が出上しているが,覆上が撹乱されており,本坑の時期を確定すること

ができなかった。

第90号土坑出土土器 (第72図 )

30は,口唇部が肥厚している。口縁部に細い粘土紐を貼 り付けて鋸歯状をつくっている。31は ,

横位・斜位に沈線が施されている胴部片である。32は,刺突文が横位に 3段に施されている

第108号土坑 (第33図 )

位置 調査区南西部のD4c2区に位置している。

規模と平面形 154× 146帥のほぼ円形を呈し,深さは50硼を測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。
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底面 皿状を呈する。中央部からやや南東よりに,深さ51cmの落ち込みがある。

覆上 自然堆積。上層に焼土粒子・炭化粒子。ローム粒子を含む暗褐色土・褐色上が堆積している。

壁付近には,炭化物を含む明褐色上が堆積している。

遺物 縄文式上器片70点が,覆土から出上している。本坑の時期決定の資料になる粟島台式上器の

破片が北部底面から出上している。

所見 出上した遺物より構築された時期は,縄文時代前期と考えられる。

第108号土坑出土土器 (第72図 )

36は,日縁を折り返し,単節LRを横位に回転させて施文している。末端処理による結節縄文が

みられる。粟島台式に比定されるものと思われる。37は,単節LRに結節を施し,横回転させてい

る。38は , 単節LRに より施文されている。

第375号土坑 (第50図 )

位置 調査区東部のB6cl区 に位置している。

長径方向 N-35° 一W。

規模と平面形 152X104cmの橋円形を呈し,深さは80clnを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 不整長方形を呈し,鹿沼上で平坦である。

覆土 自然堆積。上層から中層は災化物を含む黒褐色土。暗褐色土,下層は褐色土が堆積している。

全体にローム粒子が含まれ,締まりが強く,粘性がある。

遺物 縄文式土器片6点 と石器 (石斧1)1点が,覆土中層から出上している。

所見 出土遺物は細片で,本坑の時期を確定することができなかった。

第386号土坑 (第51図 )

位置 調査区東部のB6f3区に位置している。

長径方向 N-38°一W。

規模と平面形 160× 90cmの楕円形を呈し,深さは72cmを測る。

壁面 垂直に立ち上がっている。

底面 全体的に平坦である。

覆上 自然堆積。上層から中層に暗褐色土と黒褐色上が堆積している。下層に褐色土が堆積してい

る。全体にローム粒子を多量,炭化物を中量含み,締まりと粘性がある。

遺物 縄文式上器片28点が,覆土中層から出上している。

所見 遺物は流れ込みによるものと思われ,構築された時期は不明である。
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◎その他の上坑出土土器

第34号土坑 (第71図 )

25は,貝殻条痕文を地文とし,外面の上部に貝殻腹縁文が施されている。

第69号土坑 (第72図 )

26は,単節LRと RLに よって施文されている。粟島台式に比定されるものと思われる。

第72号土坑 (第72図 )

27は,単節LRに より施文されている。粟島台式に比定されるものと思われる。

第101号土坑 (第72図 )

35は,縄文式上器の尖底部片で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒
。小礫を含

み,色調は灰黄色を呈している。現存高は3.Ocmである。

第122号土坑 (第72図 )

39は,単節RLが横位に施されている。粟島台式に比定されるものと思われる。

第134号土坑 (第72図 )

42は,無節 Lに より施文されている。粟島台式に比定されるものと思われる。

第142号土坑 (第72図 )

47は,単節RLに より縦位の羽状に施文されている。

第157号土坑 (第72図 )

48は,尖底土器の底部片で,先端はやや丸みを帯びている。外面は雑な仕上げである。胎土には

砂粒を含み,色調はにぶい責橙色を呈している。現存高は2.9cmである。

第173号土坑 (第72図 )

49は,鉢形土器の底部片で,平底を呈し,外面はヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒・

小礫。雲母を含み,色調は灰黄褐色を呈している。現存高は2.7cmで,推定底径は14.6cmである。

第184号土坑 (第73図 )

50は,単節RLが横位に施されている。粟島台式に比定されるものと思われる。

第222号土坑 (第73図 )

52は ,口唇部に絡条体圧痕文が施され,日縁部はヘラ削りがなされ,下位に口唇部とは逆向きに

絡条体圧痕文が施されている。

第241号土坑 (第73図 )

53は,鉢形土器の底部片で,平底を呈し,外面はヘラナデ整形が施されている。胎土には砂粒・

小礫を多く含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は4。 3cmであり,推定底径は5.5cmである。
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第243号土坑 (第73図 )

54は,口唇部内外に棒状工具による押圧が施されている。胎上に繊維が含まれる。

第270号土坑 (第 73図 )

58は,環付末端がなされ,ループ文が施されている。関山式に比定されるものと思われる。

第295号土坑 (第73図 )

67は,口唇部に絡条体圧痕文が施され,下位に,日唇部とは逆向きに絡条体圧痕文が施されてい

る。

第309号土坑 (第73図 )

68は,羽状縄文が横位に施されている。末端処理が施され,結節がみられる。

第310号土坑 (第73図 )

69は,竹管による円形刺突文が施されている。

第321号土坑 (第73図 )

70は,口唇部から口唇直下に絡条体圧痕文が,日縁部に条痕文が施されている。

第331号土坑 (第 74図 )

71は,口唇部から回唇直下に絡条体圧痕文,日縁部に条痕文が縦位に施されている。72は ,尖底

土器の底部片で,鋭い砲弾形を呈する。内面に貝殻条痕文が施されている。胎上には砂粒・小礫を

含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は7.3cmで ある。

第341号土坑 (第74図 )

75は,外面は単節RLと LRに より,菱形状縄文が施されている。内面は貝殻条痕文が施されてい

る。

第345号土坑 (第74図 )

76は,縄文式上器の尖底部片で,先端は非常に丸みが強い。胎土には砂粒を含み,色調はにぶい

橙色を呈している。現存高は4.Ocmである。

第352号土坑 (第74図 )

77は,単節RLに より施文されている。胎上に繊維を含む。

第302号土坑 (第74図 )

78は,変形爪形文に,半載竹管による横位。斜位の沈線が施されている。浮島式に比定されるも

のと思われる。79は,縄文式上器の尖底部片で,先端は丸みを帯びている。胎上には砂粒。小礫を

含み,色調は橙色を呈している。現存高は3.6cmである。

第388号土坑 (第74図 )

80は ,縄文式上器の尖底部片で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎土には砂粒・小礫を含

み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は2.9cmで ある。
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第369号土坑 (第74図 )

81は,櫛状工具による波状文が 2段に,そ の下に,沈線が鋸歯状に横走している。内面には条痕

文が施されている。

第373号土坑 (第74図 )

82は,日縁部に変形爪形文が施されている。浮島式に比定されるものと思われる。

第388号土坑 (第74図 )

83は,撚糸地文上に半我竹管による沈線文・木葉状文・刺突文が施されている。浮島式に比定さ

れるものと思われる。

第397号土坑 (第74図 )

87は,尖底土器の底部片で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒。小礫を含み,

色調はにぶい橙色を呈している。現右 fは 2.7cmである。

第414号土坑 (第74図 )

88は,単節RLを地文とし,浅い蛇行沈線が垂下している。縄文時代中期中葉に比定される土器

と考えられる。

第417号土坑 (第74図 )

90は,櫛状工具による波状文が施されている。

第436号土坑 (第75図 )

94は,日唇部に絡条体圧痕文が施され,口縁部には,条痕文を地文とし,竹管によって斜位に沈

線が施されている。

第438号土坑 (第75図 )

95は,波状口縁を呈し,大 きな突起がつけられている。96は,橋状把手で,外面は隆帯と沈線に

より加飾されている。胎上には砂粒。小礫が含まれ,色調はにぶい赤褐色を呈している。長さ6.7

clnで,幅5.5clnで ある。

第439号土坑 (第75図 )

97は,刺突文が施され,胎上に繊維を含む。

第440号土坑 (第75図 )

98は,日縁部が無文の上器である。

第442号土坑 (第75図 )

99は,橋状把手で,96に類似する小片である。胎上には砂粒。小礫を含み,色調はにぶい赤褐色

を呈している。長さ5.3cm,幅 3.lcm,厚 さ2.9cmである。

第465号土坑 (第75図 )

106は,内外面に斜位の条痕文が施されている。
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第471号土坑 (第75図 )

107は,尖底土器の底部片で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎土には砂粒。小礫を多く

含み,色調は浅黄橙色を呈している。現存高は2.6cmである。

第472号土坑 (第75図 )

108は,口唇部に押圧文が,国唇直下に刺突文が施されている。

第475号土坑 (第75図 )

110は,4条 1組の平行沈線が斜位に施されている。内面には,条痕文が斜位に施されている。

第476号上坑 (第 75図 )

1■ は,上位に沈線が,下位に単軸絡条体第 5類による格子文が施されている。

第477号土坑 (第75図 )

112は,2条の平行沈線の中に円形刺突文が施されている。内面は条痕文を地文とし,2条の平

行沈線が施されている。

第490号土坑 (第76図 )

115は,口唇直下が肥厚しており,連弧状の沈線が施されている。内面には条痕文が施され,胎

上に繊維を含む。■6は,尖底土器の底部片で先端は丸みを帯びている。胎上には砂粒・小礫を含

み,色調は淡赤橙色を呈している。現存高は3.7cmである。117は,太い隆帯上に絡条体圧痕文が,

方向を変えて羽状に施されている。

第507号土坑 (第76図 )

118は ,口唇部に絡条体圧痕文が,口縁部に刺突文が施されている。■9は,内外面に条痕文が施

され,外面には粘土紐による隆帯があり,隆帯には半我竹管による刺突文が施されている。120は ,

刺突文が連続して二段に施されている。

第508-A・ B号土坑 (第76図 )

121は,尖底土器の底部片で,外面はヘラナデ整形が施されている。胎土には砂粒・小礫を含み,

色調はにぶい赤褐色を呈している。現存高は2.2cmである。

第522号土坑 (第 76図 )

123は ,日唇部から口唇直下に絡条体圧痕文が施され,下位に沈線が一条横走する。124は,頚部

が外反して立ち上がり,日唇部に棒状工具による押圧が施され,外面は無文となっている。

第530号土坑 (第76図 )

125は ,外面は単節LRが施され,内面は条痕文が施されている。

第532号土坑 (第76図 )

126は,鉢形土器の底部片で平底を呈し,底部中央部が厚くなっている。胎上には砂粒を含み,

色調はにぶい橙色を呈している。現存高は3.4cmで,底径は9.6cmである。
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第546号上坑 (第73図 )

56は,口唇部にキザミロがみられ,口縁部内外面に条痕文が施されている。57は ,鉢形土器の底

部片で平底を呈し,外面はヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒・小礫を含み,色調はにぶ

い橙色を呈している。現存高は4.4cmで,底径は6.6cmである。

表 3 石山神遺跡土坑一覧表

番号
位 置

長径方向
(長軸方向)

平 面 形

規 模 (cm)
壁面 底面 覆土 出土 遺 物 備 考 図版番号

長径 (軸 ) 豆径 (軸 ) 深 さ

1 C4i7 N-12°一E 不 整 形 緩斜 凹 凸 自然 稼髯あ:「七七昆if″を」常岳言,ナイ
フ形石器1点,磨製石斧1点,磨石1点

lal停」不 lR

本跡>SK-167 第
26図

3 D3ds N-30°一部r 不 整  形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 1点 第 27図

4 D3d5 N-5° 一E 不 整 形 外傾 平坦 自然 縄文式上器片 1点

5 D3d6 円    形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片21点

D3cc N-35°一E 楕  円 形 外傾 lll状 自然 縄文式上器片2点

7 D3cc 円   形 外傾 凹凸 自然

D3b6 N-43°一M「 僑 円 形 外 傾 llll状 自然 縄文式上器片 5点 TP-1く本跡<SK-9

D3b6 N-90。 不 整  形 緩 斜 凹 凸 自然
縄文式上器 片 11点 ,
剣片 2点

本跡>SK-8・ TP-4

D3c? 円 形 緩斜 凹凸 自然

11 D3b6 N-22° 一W 楕 円 形 136 外lrs 凹ぬ 自然
縄文式上器 片 5点 ,
制片 2点

D3a6 N-78° 一E 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 2点

D3a7 N-55° 一E 精 円 形 外傾 凹凸 自然 第28図

15 N-9° ―W 楕 円 形 220 外傾 耐 伏 自然
縄文式上器片 17点 ,
石皿 1点

D3d, N-90° 楕  円 形 外傾 平坦 自然 縄文式上器片 1点

17 D3c6 N-52°一W 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 3点 第27図

D3b? N-33°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 3点 第 28図

19 D3b7 (N-0' (楕 円 形) 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点 本跡 <TP-1

D3a7 N-53°一覇「 不 整 形 外傾 凹 凸 自然

D3ds N-81°一WV 楕 円 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器片 3点 ,
石鏃 2点

D3b3 N-2°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器 片 5点 ,
掻器 1点

D3b8 N-43° 一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然

D3b7 N-28°一E 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 3点

D3dB N-76°一W 楕 円 形 10 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 2点

D3d。 N-6° ―W 情 円 形 綬 斜 凹凸 自然 縄文式上器片 5点 SK-49と 重複

D3b8 N-39°―E 僑 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 2点 第 29図

D3b8 N-0° 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然

D3b8 円   形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点
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坑
号
土
番

位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規  模 (cm)

壁面 底面 覆土 出土 遺物 備 考 図版番号
長径 (軸 ) 豆径 (軸 , 深 さ

D3b8 N-16°一W 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点 第29図

D3a8 円 形 綬斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 6点

D3a8 円 形 緩斜 凹凸 自然

D3de 円 形 14 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 30点

D3ce N-19°一E 不 整 形 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器片 4点 SK-40と重複

D3c9 N-74°一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 5点

D3c9 N-52°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

D3eO N-57°一M/ 楕 円 形 緩斜 凹 凸 自然 縄文式土器片 5点

D3c。 N-83°一W 不 整 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器片 26点,石
鏃 2点

D3cO N-74°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 2点 SK-35と 重複

D3b0 N-59° 一ヽ V 楕 円 形 外傾 皿状 自然

D3b9 N-32°一W 不 整 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 8点

D3b9 円   形 外傾 llll状 自然
縄文式上器片 3点,掻
器 1点

D3aっ N-34°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

D3a9 N-63°一覇「 不 整 形 夕順 凹凸 自然 第 30図

D3a8 N-8° 一覇/ 橋 円 形 外傾 凹 凸 自然

47 D3e7 N-75°一W 精  円 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器 片 10点,石
鏃 1点

SK-60と 重複

D3eO 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 10点

D3dO N-63° 一部「 不 整 形 勅 凹凸 自然 SK-27と重複 第28図

D4dと 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 2点 第30図

D3de N-0° 不 整 形 緩斜 凹凸 自然

D4cI 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式土器片 8点

D4e2 円 形 細 凹凸 自然 縄文式上器片 2点

D3d7 N-0° 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

D3dB N-10° 一ヽ V 不 整 形 360 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片14点

D3dB N-8° 一E 精  円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

D3de N-0° 楕 円 形 14 緩斜 凹凸 自然

D3e6 N-75°―W 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 SK-47と重複

D3eO N-78° 一部′ 楕 円 形 (88) 外傾 皿状 自然 縄文式上器片10点

D4f4 N-38°―W 楕 円 形 舶 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

D4e4 円   形 外 傾 皿状 自然 縄文式上器片 2点 第 31図

D4e4 N-68°一E 楕 円 形 外傾 皿状 人為
縄文式上器 片 142点 ,
石鏃 2点 風倒木痕

D2c9 円    形 外傾 凹凸 境乱 縄文式上器片 1点

D2cO N-80°一部r 惰 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点
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土坑
番号

位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形

視 模 (cm)
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考 図版番号

見径 (軸 ) 短径 (軸 ) 深 さ

D2ce N―■°一E 不 整 形 106 外傾 凹 凸 自然
縄文式上器片 3点 ,石
鏃 2点

第 31図

D2e。 (N-40°―E) 不 整 形 (220) (150) 外傾 平 IIEI 自然 縄文式上器片42点 本跡<TP-8

D2cO N-62°一部「 楕  円 形 外傾 凹凸 自然

D3cl 円 形 緩斜 凹 凸 自然

D3al N-74° 一E 楕 円 形 外傾 阻状 自然

D3bl N-43°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

79 D3b, N-74°一E 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片2点

D3a2 N-66° 一部r 情 円 形 外傾 平坦 撹乱 縄文式土器片39点 第 32図

D3be N-0° 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 3点

D3be 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式土器片1点

D3b3 N-0 楕 円 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器片 4点 ,磨
石 1点

D3a4 N-53°一W 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 3点

D4e5 円 形 外傾 凹凸 人 為
縄文式上器片 23点 ,掻
器 2点,石斧 1点

FP-5,SK-184
と重複

D4c5 N-33°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 23点

D4d6 N-0 橋 円 形 (170) 外傾 凹凸 撹乱 縄文式土器片66点
FP-5と 重複
本跡 >SK-91

D4d4 N-18°一E 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片59点
風倒木痕

本跡 <SK-90

D4a2 N-77°一E 楕 円 形 夕順 皿状 人為 縄文式上器片 3点 本跡 >TP-10 第33図

D4b3 円 形 緩斜 凹 凸 自然 本跡 <TP― ■

D4c2 N-40°―E 楕 円 形 外傾 皿状 人為
縄文式上器片 15点 ,琥弟
製 の玉 (垂飾 り)2点

墓墳

D3c3 N-30°一E 楕  円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

D3c4 N-48°一W 不 整 形 期 凹 凸 自然

D3c4 N-90° 楕  円 形 垂直 皿状 自然

D3de N-80°一W 構 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

D3d4 円 形 ク順 凹 凸 自然

D3d4 N-44°一部「 楕 円 形 夕服 皿状 自然

D3c2 N-50°―W 楕 円 形 卿 買 皿状 自然 〃

D4b3 N-90° 精 円 形 紳 凹 凸 自然 縄文式上器片1点

D4c2 円 形 146 緩斜 皿1犬 自然 縄文式上器片70点

D4b3 N-19°―E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 9点

D4c8 N-28°一W 楕 円 形 卿 頂 峨 撹乱 縄文式上器片27点 風倒木痕

D4d2 円 形 68 外傾 皿状 自然

D4c4 N-66°一W 不 整  形 112 夕|れ買 叫 自然
縄文式上器片 12点,円
形掻器 1点

SK-113と 重複

D4c4 N-61°一E 精 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片2点 SK-112と 重複

D4b4 N-0・ 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 第34図
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土
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D4a N-0° 不 整 形 外傾 凹凸 自然 第34図

D3c4 N-15°一W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然

C4i2 N-67°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 15点

D4b4 N-44° 一W 橋 円 形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片 4点

D4a4 N-50° 一W 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然

D4c4 円   形 緩斜 平坦 自然 縄文式上器片 9点

D3a。 N-30°一W 楕 円 形 外傾 平坦 人為
縄文式上器片 32点 ,磨
石 1点

風倒木痕

本跡 >SK-123

D3a0 N-0° 楕  円 形 外傾 平 坦 人為 縄文式上器片33点
墓墳

本跡 <SK-122

C4,2 N-90° 楕 円 形 緩斜 四凸 自然 縄文式上器片 9点

C4ia N-47° 一E 橋  円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 12点

C4ie N-50°一E 楕  円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

C41e N-87° 一ヽ V 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

C4j4 N-63°一W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 12点

C4J5 N-37°一MI 楕 円 形 外傾 平坦 人為
縄文式上器片 134点 ,
掻器 1点

D4a N-40°一E 不 整 形 外 lta 皿状 自然 縄文式上器片28点

C310 N-60°一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 1点 第35図

C4h4 N-24° 一M「 惰 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片15点

C4h4 N-69° ―W 楕 円 形 垂直 平坦 自然 縄文式上器片 5点

C4i4 N-54°一M「 楕  円 形 232 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 5点

C4g4 N-29°一E 楕 円 形 外傾 平 坦 人為 縄文式上器片32点 星壊

C4i4 N-48°一覇「 楕 円 形 外傾 平坦 自然
縄 文式上器片 29点,掻
器 1点

SK-137・ 138と 重
複

C414 円 形 外傾 凹凸 自然 SK-136と 重複

C4i、 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 3点 SK-136と 重複

C4i5 N-42°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 2点

C4」 5 N-59°一E 楕 円 形 外傾 平坦 入為 縄文式上器片 9点 墓壌

C4is N-81°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然

C415 N-65°一W 楕  円 形 勅 皿 伏 自然 縄文式上器片 2点

C4JG N-77°一W 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 2点

D4a6 N-47°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 1点 第 36図

D4be N-50° 一ヽ V 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式土器片 1点

D4d7 N-12°一w 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

D4a7 N-7° 一W 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片10点

D4c6 N-77°一W 橋 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 5点

D4aG N-29°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 12点 SK-152と 重複
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D4a6 N-22° 一部「 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然
ile文式上器片 3点 ,石
鏃 1点

SK-151と重複 第 36図

C4,6 N-90° 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然

C416 円   形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片1点

D4c, N-27° 一ヽ V 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然

D4b8 N-44° 一W 不 整 形 外傾 llll状 自然

D4b6 N-25°一W 楕 円 形 緩 斜 皿状 自然 縄文式上器片21点

D4bク N-0° 精 円 形 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器片 2点

D4b9 N-70°―E 楕  円 形 緩 斜 凹凸 自然 縄文式上器片 5点

D4b7 N-90° 楕 円 形 10 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片2点

D4a, N-46° ―Ⅵ「 楕 円 形 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器片 7点

D4a7 N-52°一部「 精 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

D4a8 円 形 緩斜 凹凸 自然

C4j8 N-62° 一覇「 不 整  形 緩斜 凹 凸 自然
縄文式上器片 10点 ,剣

片 1点

C芍 8 N-8°一W 惰 円 形 緩斜 llll状 自然 縄文式上器片13点 第 37図

C418 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片6点

C4h7 N-64`― E 長 方 形 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器 片 7点 本跡<SK-1 第 26図

D4c7 N-35°一E 権  円 形 緩斜 皿状 自然 第37図

C4f5 N-52°一E 精 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器片 23点,掻
器 1点

C4f6 円 形 垂直 皿状 自然 縄文式上器片 3点

C4g7 N-90° 精 円 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片59点
風倒木痕

TP-12と 重複

C4g5 N-0 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 4点 本跡>SK-175

C4g6 N-20° ―E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点 本跡<SK-174

C4gs N-58° 一E 精 円 形 15 緩 斜 凹凸 自然

C4g6 N-56°一E 精 円 形 卿 買 皿状 人為 縄文式上器片16点 SK-178と重複

C4ge N-38°一W 楕 円 形 外傾 llll状 自然 縄文式上器片46点 SK-177と 重複

C4ge N-76°一E 楕  円 形 10 緩斜 皿状 自然

C4e7 N-61°一E 楕 円 形 緩 斜 平坦 自然 縄文式上器片 2点 第 38図

C4f7 N-48°一E 楕  円 形 緩斜 皿 伏 自然 縄文式上器片8点 TP-13と 重複

C4f7 N-25°一Ⅵ「 楕 円 形 外傾 皿状 自然

C4f7 N-28°一M「 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然

D4e5 N-72° 一部r (精 円 形 ) 外傾 皿状 人 為 縄文式上器片16点 SK-87と 重複 第32図

D4a8 N-51° 一W 精 円 形 15 緩 斜 凹凸 自然 縄文式上器片8点 第38図

C419 N-48° 一E 長 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 FP-17と 重複

C5hi 円   形 垂直 皿状 自然 縄文式上器片13点
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番 位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模 (cm)

壁 面 底 面 覆土 出土遺 物 備 考 図版番号
三径 (軸 ) C径 (軸 ) 深 さ

C4f8 N-62°一E 楕  円 形 緩斜 阻状 撹乱 縄文式土器片 8点 第 38図

196 C4f8 N-65°一E 不整楕円形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片2点

C4e7 N-23° 一W 楕 円 形 綬斜 皿状 自然 縄文式上器片 8点

C4e7 N-26°一E 楕  円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 2点

C4e7 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 1点

C4e7 N-72°一Ⅵ′ 楕 円 形 垂直 平坦 人為
縄文式上器片 9点,掻
器 1点 墓墳

C4d7 N-21° 一W 惰 円 形 垂 直 lll状 人為
縄文 式上器片 17点 ,石
鏃 1点

C4d7 N-32° 一ヽ V 楕 円 形 垂直 平坦 人為 鸞碁熱場静 墓壌
C4c7 N-24° 一ヽ V 長 方 形 垂直 平担 人 為

&筆芦  (頭
甥争i奪奪 墓壊

本跡 <SD-2

C4d8 N-72°一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器片 6点,掻
器 1点

C4c。 N-17°一W 不整楕円形 緩斜 凹凸 自然 第 39図

C4bO N-26°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

C4de N-42°一W 楕 円 形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片15点 SK-213と重複

C4c9 N-2° 一ヽ V 楕 円 形 外傾 凹凸 撹乱 軍部�点,を穿轟臣宛

C4e3 N-41°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 撹乱

C4es N-32°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

C4de N-16°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 25点,小
敲石 1点

C4de 円   形 10 外 傾 平坦 自然 縄文式上器片 1点 SK-208と 重複

C4c9 N-20°一E 不 整  形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片28点

C4b9 N-64° 一E 橋  円 形 緩斜 凹凸 人 為
縄文式上器片 131点 ,
礫器 1点 ,敲石 1点 SK-276と重複

C4be N-13°一W 楕 円 形 垂直 平坦 人 為 縄文式上器片31点 SK-276と重複

C5dI N-15°一Mた (楕 円 形) 緩斜 平坦 自然 本跡>TP-14 第 40図

219 C4c。 N-45°一E 楕 円 形 緩斜 llll状 自然 畿舟雷器1点阜婆席穆

D3a6 N-12°一E 橋 円 形 垂直 平坦 人為
縄文式上器片 18点,敲
石 1点 墓墳

C5fl N-60°一Mr (橋 円 形 ) 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 34点,磨
石 1,ミ

SK-223・ 241と 重
複

223 C5el N-16° 一E 橋  円 形 220 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片32点 SK-222と重複

C5el N-42°一E 楕 円 形 垂 直 凹 凸 人為 縄文式上器片 7点

C5dI 不 整 円 形 外傾 凹凸 人為 縄文式上器片25点

C4i9 N-77°一W 橋 円 形 緩斜 四凸 自然
縄文式上器片 9点,石
鏃 1点 ,削器 1点

C4fO N-18°一W (楕 円 形 ) 垂直 皿状 人 為 縄文式上器片14点 SK-241と 重複

C5hl N-77° 一E 楕 円 形 垂直 平 坦 人 為
:套
,鳶諮♀【苺節華 墓蠣SK-237と 重複 第 41図

C5g2 円    形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片32点

C5g2 N-62°―E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片■点

C5gI N-11°一W 不 整 形 外傾 四凸 人為 縄文式上器片5点
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坑
号
土
番

位 置
長径方向

(長軸方向 )
平 面 形

規 模 (Cm)
壁面 底 面 覆土 出 土 遺 物 備 考 号

長径 (軸 ) 短径 (軸 ) 深 さ

D5g2 N-55° 一部「 楕 円 形 緩斜 四 凸 人為
縄文式上器片 12点,磨
石 1点

第 41図

C5g8 N-43° 一E 楕  円 形 垂直 阻状 撹乱 縄文式上器片17点

C5i3 N-57° ―W 不 整 形 垂直 平坦 人為
縄文 式上器 片 33点 ,磨
石 1点

C5i2 N-30° 一ヽ V 楕 円 形 外傾 凹 凸 撹乱 縄文式上器片14点

C4i0 円    形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 8点

C5hュ N-47° 一E 惰 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 9点 SK-228と 重複

D3a5 N-79° 一E (楕 円 形 ) 綬斜 凹 凸 自然

C4ge N-65°―W (楕 円 形) 綬斜 凹凸 人為 縄文式上器片16点

C5g3 N-23°一M「 楕  円 形 外傾 Ell状 人為 縄文式上器片 6点

C5f! N-41°一E 楕 円 形 (446) 外傾 皿状 撹乱
縄文式上器 片 106点 ,
小敲石 1点

風倒木痕

SK-222・ 227と 重複
第40図

C4h9 N-71°―W 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 4点 第41図

C4ge 円   形 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器片 3点

C4f9 N-24°―W 橋  円 形 緩斜 凹凸 自然

C5e2 N-67°一W 楕 円 形 外傾 凹凸 撹乱
縄文式上器片 27点,石
鏃 1点

第 42図

C5ee N-28°一W 楕  円 形 外傾 四 凸 撹乱 縄文式上器片 7点

C5f3 N-82°一E 不 整 形 外傾 四 凸 人為
縄文式上器片 42点 ,磨
石 1点

C4dO N-33°一W 不 整 形 外傾 凹 凸 境乱

C5el N-15°一E 楕 円 形 垂直 Ell状 人為 縄文式上器片 8点 墓城

C5bl N-43°一W 楕 円 形 垂直 平坦 人為 縄文式上器片48点 墓墳

C5cl N-0 楕 円 形 綬斜 皿 状 人為
縄文 式上器 片 23点,石
鏃 1,煮

C5ca 円 形 148 外傾 凹 凸 人為 縄文式上器片36点

C5c3 N-44°一E 楕 円 形 綬斜 凹凸 人為 縄文式上器片 3点

C5c2 N-61°一E 楕  円 形 外傾 皿 状 自然 縄文式上器片28点

C5bl N-0 不整楕円形 緩斜 凹凸 人為
縄文式上器片 16点,磨
石 1点 ,掻器 1点

B4J0 N-37°一W 楕 円 形 垂直 平坦 人為 〒虫毎責曇萄井寄拒群
筆 墓墳

C4a。 N-43°一部I 楕 円 形 緩斜 凹 凸 境乱 縄文式上器片 5点

B5J二 N-55°―W 楕 円 形 垂直 平坦 人為 縄文式上器片35点 墓墳

B5il N-82°一覇I 楕 円 形 垂直 平坦 人為
縄文 式上器 片 29点 ,石
斧 1点 墓嫉

C5c2 円 形 緩斜 凹 凸 人為
縄文式上器片 3点,石
鏃 2点

第 43図

C5d2 N-54°一MI 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

C5b9 円   形 垂直 平 坦 人為
縄文式上器 片 158点 ,
磨石 1点 ,接器 3点 墓壌

269 C5a3 N-71°一覇F 精 円 形 緩斜 皿 状 人為
縄文式上器片 29点,磨
石 2点,掻器 1点

B5J3 N-60°一E 楕 円 形 緩斜 皿状 撹乱
縄文式上器片 25点 ,石
鏃 1点

C4aO N-14°一E 楕  円 形 緩斜 皿状 撹乱 縄文式上器片 6点
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土坑
番号

位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模 (cm)

壁面 底 面 覆土 出 土 遺 物 備 考 図版番号
長径 (軸 ) 短径 (軸 ) 深 さ

B5,I N-25°一覇′ 不 整 形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 8点 第43図

C5d3 N-8° 一E 楕 円 形 垂直 平坦 人為 縄文式土器片40点 墓嫉

C5c4 N-22°一E 楕 円 形 外傾 平 坦 人為 縄文式上器片18点

C4b9 N-90° 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱
縄文式上器 片 16点,石
匙 1点

風倒木痕

SK-215,216と 重複
第39図

B衛 9 N-55° 一ヽ V 楕 円 形 外傾 凹凸 人為
縄文式上器片 20点,石
斧 1点 本跡 <SD-2 第43図

N-39°一E (精 円 形 ) 緩斜 凹 凸 自然 縄文式上器片17点 本跡 <SD-2

C5cl N-74°一E (楕 円 形) 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 5点

B5il N-13°一E 楕 円 形 緩 斜 凹凸 自然 縄文式土器片18点 第 44図

B410 N-19°一w 楕  円 形 緩斜 四凸 自然 縄文式上器片■点 本跡<SD-2

B5■2 N-65°一W 長  方 形 外傾 平坦 人為
縄文式上器片 91点,石
斧 1点

墓墳

本跡 <SD-2

B4J。 N-14°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片12点

B5g3 N-2° 一W 楕 円 形 外傾 平坦 人為 管農|,石
斧で 抵客 墓墳

B5f3 N-51° 一ヽ A/ 楕 円 形 外傾 平坦 人為 縄文式上器片46点
本跡 <SD-2
SK-286・ 292と 重複

286 円    形 外傾 峨 人為 縄文式上器片61点 SK-285と 重複

B5f4 N-25° 一E 福  円 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器 片 59点 ,磨
石 1点

B5he N-57° 一E 楕  円 形 垂直 平坦 人為
7ヱ
点,石鉱:掲F抵審 墓境

N-45° 一E 楕 円 形 垂直 皿状 人為
縄文式上器片 178点 ,
磨 石 1点 墓壊

B5h3 N-23°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 人為 縄文式上器片15点 第45図

B5g4 N-90° 楕 円 形 外傾 四凸 自然
縄文式上器片 4点,凹
石 1点

B5f3 N-60°一E 精 円 形 夕順 凹凸 人為 縄文式上器片 50点
本跡<SD-2
SK-285と重複 第 44図

B5J4 不 整 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 17点 第45図

B5,3 N-67°一E 楕 円 形 夕顧 皿状 自然
縄文式上器片 50点,楔
形石器 1点 風何木痕

C5a5 N-36°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 人為 縄文式上器片15点

C5b5 円    形 緩斜 皿状 自然
縄文式上器片 12点,磨
石 1点

298 C5d4 N-44° 一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片26点

C5e4 N-53° 一E 楕 円 形 緩斜 皿状 人為 縄文式上器片 6点

C5ec N-21°一E 楕 円 形 外傾 峨 自然 縄文式上器片17点

C5fG N-43°―W 楕 円 形 夕眼 阻状 自然
縄文式上器片54点 ,石
鏃 4点

C512 N-63°一W 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片1点

C5f4 N-16°―E 楕 円 形 17 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片22点

C5e6 N-46・一MI 楕 円 形 外傾 血 伏 撹乱

C5dG N-26°一W 不 整 形 垂直 平 坦 人為
縄文 式上器片 22点,石
鏃 1点 墓壊 第46図

C5g5 N-59°一E 楕  円 形 外傾 皿状 人為 縄文式上器片 4点

C5ge N-22° 一E 楕 円 形 外傾 凹凸 人為 縄文式上器片 7点
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土坑
番号

位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形

規 模 (cm)
壁 面 底面 覆 土 出土 遺物 備 考 図版番号

長径 (軸 ) C径 (軸 ) 深 さ

C5c5 N-15° 一E 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片 8点 第46図

C5c4 N-22° 一E 不 整  形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式土器片 70点

C5d7 N-41° 一E 情 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片12点

C5e7 N-49° 一E 楕 円 形 192 外傾 平 坦 撹乱
縄文式上器 片 29点,掻
器 1点

C5d8 N-33° 一W 橋  円 形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 1点

C6c6 N-18° 一部「 楕  円 形 外傾 平坦 自然
縄文式上器片 49点,掻
器 1点,石 鉄 2点

C5cc 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 6点

C5a6 N-0° 楕  円 形 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片19点 SK-316と重複

C5a″ N-27° 一E 楕  円 形 緩斜 平坦 自然
縄文式上器 片 45点,石
鏃 1点

SK-315と 重複

B5,7 N-80° 一E 不 整  形 外傾 皿状 撹乱
縄文 式上器片 21点 ,台
石 1点

B5,6 N-49° 一耶〆 楕  円 形 緩斜 凹凸 人 為
縄文 式上器 片 37点 ,掻
器 1点 ,石鏃 1点 第 47図

B5i5 N-90° 不 整 形 緩斜 四凸 自然 縄文式上器片 8点

B5hs N-56° 一E 楕 円 形 緩 斜 皿状 自然 縄文式上器片20点 SK-326と重複

B5h4 N-30° 一W 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片9点

B5h` N-41° 一W 不整楕円形 緩斜 llll状 自然 縄文式上器片10点

B5h6 N-71° 一E 楕 円 形 222 緩斜 四凸 自然 縄文式上器片48点 SK-321と 重複

B5g4 N-51° 一E 楕 円 形 緩斜 凹 凸 撹乱
縄文式上器片42点 ,磨
石 1点

B5g5 N-54°一E 不整精円形 緩斜 凹凸 自然 虫点蝉 ↑督芦愁籍
T

B5,7 N-73°―W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 4点

B5ge N-80°一E 不整楕円形 緩斜 四 凸 撹乱 縄文式上器片 9点

B5g6 N-71°一W 橋 円 形 外傾 平埋 人為 縄文式上器片79点

B5g6 N-63°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 撹乱
縄文式上器 片 17点,磨
石 1点

C5b7 N-30°一E 楕 円 形 垂直 平 坦 人為
縄文式上器片 20点,掻
器 1点

墓娠 第48図

C5b9 N-38°一M「 楕 円 形 垂直 凹凸 人為 縄文式上器片26点 墓墳

C5c9 N-29°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 人 為
縄文式上器 片 69点,掻
器 1点 ,石鏃 1点

墓壌

SK-532と 重複

B5Js N-46°一W 情 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器片 5点,石
鏃 1点,砥 石 1点 SK-338と重複

B5i8 N-46°一M/ 楕 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器 片 30点 ,軽
石 1点,砥 石 1点

SK-337と重複

B5h6 円 形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 5点

B5h6 N-82° 一Mr 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片10点

B5h7 N-50° 一E 惰 円 形 綬斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 18点

B5h7 N-59° 一W 不整精円形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器 片 12点,磨
石 1点

B5h7 N-14° 一E 不整楕円形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片62点

B5g8 N-36°一覇「 楕 円 形 綬斜 凹凸 自然
縄文式上器 片 1点 ,礫
器 1点

345
-A B6jl N-14°―E 不 整 形 外傾 皿状 自然

縄 東 式 上 器 片 86点
磨 石 1点 SK345-Bと 重複
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長径方向

(長軸方向 )
平 面 形

規 模 (cm)
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345
-B B6,1 N-37° ―W 長 方 形 外傾 平坦 人為 SK345-Aと 重複 第48図

B6j8 N-60° 一M「 橋  円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 5点 第 49図

B6j2 N-35° 一E 不整楕円形 外傾 凹 凸 撹乱 縄文式上器片 6点

C6al N-78°一E 楕 円 形 226 外傾 皿状 自然 縄文式上器片17点
SK-349。 350と 重
複

C6al 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 10点 SK-348と 重複

C6al N-36° 一M「 楕  円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 9点 SK-348と重複

B5hっ N-14° 一W 楕 円 形 外傾 平坦 自然
縄 文式上器片 17点,石
鏃 1点

B510 N-60° 一M「 不 整  形 緩斜 皿状 自然
縄 文式上器片 28点,石
斧 1点

C6ae 円 形 緩斜 凹 凸 自然
縄文式上器片 14点,楔
形石器 2点

B5■8 不 整 円 形 外傾 凹凸 自然
縄文 式上器 片 8点,石
鏃 1点

B5g8 N-39° 一E 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片■点

B5e9 N-59° 一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 2点 TP-21と 重複

B5fa N-67°一W 楕  円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 1点

B5f8 N-0° 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片■点

361 B5g8 N-30°一M「 不 整 形 112 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

B5g9 N-50°一E 不 整 形 緩斜 平坦 撹乱 縄文式上器片12点

B5f9 N-31° 一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片2点 第50図

B5ge N-14°一E 楕 円 形 綬斜 llll状 自然 縄文式上器片4点 ″

B6gi N-16°一E 不 整  形 152 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 7点

B5f。 N-58°一E 楕  円 形 外傾 凹 凸 撹乱 縄文式上器片 2点

B6el N-49°一W 楕 円 形 外傾 Ill状 人為

B6f2 N-22° 一E 楕 円 形 夕順 峨 自然 縄文式上器片 2点

B6i】 N-72° ―E 楕  円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 7点

B5ee 不 整 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 6点,掻
器 1点

B5e? N-88° 一E 楕 円 形 外傾 平 坦 撹乱 縄文式土器片 14点 本跡<TP-24

B5d9 N-0° 楕 円 形 外傾 皿状 撹乱 縄文式上器片145点 風例木痕

B6cl N-35° 一W 楕 円 形 外傾 平 坦 自然
縄文式上器 片 6点,石
宥=1点

B6bJ N-76° 一E 楕  円 形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片25点 第51図

B6cl N-90° 楕  円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 1点

B6d2 N-41°一E 楕 円 形 緩斜 皿状 撹舌し 縄文式上器片 15点

B5c9 N-46°一W 楕  円 形 外傾 凹凸 覚乱
縄文 式上器 片 17点,石
鏃 1点

B5a8 N-40°一E 不整楕円形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 10点

B5e7 N-32°一E 不整楕円形 緩斜 皿状 自然
縄文式上器片38点,磨
石 1点

C4b8 N-69°―E 不 整 形 外傾 皿状 自然
縄 文式上器片 23点,石
鏃 1点 本跡 <SD-2
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番号
位置

長径方向
(長軸方向)

平 面 形
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N-42°―E 楕  円 形 外傾 llll状 自然 第51図

N-38° 一ヽ V 楕  円 形 垂直 平坦 自然 縄文式上器片28点

N-54° 一W 楕 円 形 外傾 llll状 自然

B6e4 N-45°一E 楕 円 形 緩斜 皿 状 自然
縄文 式上器片 32点 ,石
鏃 2点,凹石 1点

N-57・―W 長 方 形 轍 平坦 人為 暑歩斎1君議丑驚;若籠 墓墳

B6g4 N-64° 一W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 2点

B6g4 N-62°一E 不整楕円形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 10点

B6g8 N-38°一E 不整糟円形 緩斜 皿状 自然 縄文式土器片 12点 第52図

B6h3 N-6° ―W 楕 円 形 垂直 平 堰 人為 縄文式上器片12点 墓壊

N-76° 一ヽ V 楕 円 形 緩斜 皿状 自然

B6es N-87°一W 楕  円 形 綬斜 凹 凸 自然 縄文式上器片 3点

B6d4 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器片 39点,接
器 1点

N-49°一W 不 整 形 外傾 皿状 人 為 縄文式上器片 35点

円 形 細 皿状 自然 縄文式上器片 7点

B6a2 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 6点

N-23°一W 不 整 形 外傾 平 坦 人 為 縄文式上器片26点

N-75°一WV 不 整 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片19点

B5ce N-76°一W 不整楕円形 外傾 皿状 撹乱 縄文式上器片13点

A6il N-72°一部F 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱
縄文式上器 片 43点,石
皿 1点,須 恵器 2点 風倒木痕

第53図

B6d4 N-57°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片42点 ,磨
石 3点

B6c2 N-56° 一E 精 円 形 ク販 凹凸 自然 縄文式上器片 7点 第52図

B6a2 N-8° 一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器片 16点,石
斧 1点

B6c6 N-41° 一E 精 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 18点

N-64° 一E 楕 円 形 綬斜 凹凸 自然 縄文式土器片5点

B6b6 N-48° 一W 不整楕円形 緩斜 llll状 撹乱 縄文式上器片20点 第53図

B6a8 N-26° 一E 楕 円 形 緩斜 皿状 撹乱 縄文式上器片 2点

B5d8 N-19° 一E 不 整 形 外傾 平坦 撹乱 縄文式上器片 19点

B6a4 N-58° 一ヽ V 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式土器片28点

A619 N-50° ―E 長 方 形 外傾 四凸 自然
縄文式上器片34点,石斧
1点,陶器 (底部)2点

本跡>SK-415 第 54図

A6ie N-51° 一E 長 方 形 垂直 凹 凸 人為
縄文式上器 片 86点,石
斧 2点

墓壌

本跡 <SK-414

A618 N-50° 一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片27点

A6j7 N-6°一部r 情 円 形 夕順 凹凸 自然 縄文式上器片 16点

A6i4 N-83° 一E 楕  円 形 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片 2点

A6hl N-17° 一E 長 方 形 垂直 平 坦 人為 縄文式上器片77点 墓墳
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坑
号
土
番 位置

長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模 (cm)

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 者 図版番号
長径 (軸 ) 短径 (軸 ) 深 さ

A5'。 N-90° 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 1点 第54図

A5こ 9 N-36° 一E 不 整 形 綬斜 皿状 撹乱 縄文式上器片 10点

A6Jl N-0° 不 整  形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 2点 SK-424と 重複

A6i! N-0° 楕 円 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片4点 SK-423と 重複

A6f3 N-18° 一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然
縄 文式上器片 38点,石
鏃 1チミ

A6is N-57°一W 不 整 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器片 31点,石
斧 2点,石鏃 1点 SK-539と 重複 第55図

A6h7 N-69°一M′ 不 整  形 綬斜 凹凸 自然 ≧点升き辞こ鵜 箸て

A6f6 N-44°一W 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 6点

A6gs N-15°一W 楕  円 形 外傾 凹凸 自然
縄文式上器 片 14点,石
鏃 1点

A6i6 N-12° 一E 楕 円 形 綬斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 3点

A616 N-49° 一W 不整楕円形 舶 凹凸 自然 縄文式上器片 4点

A6is N-36° ―E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 5点

A6ic N-20° 一E 不整楕円形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

A617 N-16° 一W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 5点

A6g7 N-64° 一E 長 方 形 垂直 平坦 人為
縄 文式上器片 30点,磨
石 1点,石 斧 1点 墓渡

A6fタ N-31° 一W 不 整  形 外傾 凹 凸 撹乱 縄文式上器片100点 風倒木痕 第56図

A6e8 N-33° 一W 不整楕円形 外 傾 凹凸 自然
縄文式上器片28点 ,石
鏃 1点

SK-446と重複 第55図

A6c7 N-56° 一E (不 整 形 ) (186) 緩 斜 凹凸 自然 縄文式上器片23点 第56図

A6d8 N-21°一E (不 整 形 ) 獅 凹 凸 自然 縄文式上器片13点 SK-441と重複

A6d8 (N-81'一 E) (不 整 形 ) (180) (110) 外傾 皿 状 撹乱 縄文式上器片 7点
SK-440。 442・ 462
と重複

A6d8 N-84°一M「 精 円 形 外傾 皿状 人 為
縄文式上器 片 34点,石
鏃 1点 ,敲石 1点

SK-441・ 462と 重
複

A6e9 N-0° (不 整 形 ) (166) 獅 凹凸 自然 縄文式上器片10点

A6ea N-60° 一ヽ V 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 第57図

A6fe N-39° 一W (不 整 形 ) (146) 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片11点

A6e7 N-47° 一E 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 6点 SK-438と 重複

A6g9 N-16° 一E 情 円 形 外傾 凹凸 自然 磨石 1点

A6gO N-22° 一E 不 整  形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 10点

A6g。 N-30° 一W 橋  円 形 外IIS 四凸 自然 縄文式上器片 6点

A7il N-90° 楕 円 形 緩斜 凹凸 撹舌し 縄文式上器片 9点

A712 (N-24°―Wう (橋 円 形) (120) 垂直 凹 凸 撹乱 縄文式上器片 4点

B7a! N-90° 不整楕円形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 3点

B7b2 N-24°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片2点

N-19°―W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 3点

B7b2 N-90° 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 7点 FP-28と 重複
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坑

号

土

番 位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形

規  模 (cm)
壁 面 厘 面 覆土 出 土 遺 物 備 考 番号

長径 (軸 ) 豆径 (軸 ) 深 さ

B5c2 N-66° 一覇F 精 円 形 外傾 凹凸 人為 縄文式上器片10点 SK-457と重複 第 58図

N-20° 一E 不 整 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 9点 SK-456と重複

A6i。 N-0° 楕 円 形 188 緩斜 凹凸 自然

A6he N-90° 精 円 形 外傾 凹凸 自然

A6h。 N-90° 楕  円 形 緩斜 皿 状 自然

A6,。 N-0° 精 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片 1点

A6d3 N-7°一E (不 整 形 ) 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 5点
SK-441・ 442と 重
複

B5J8 N-25° 一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然
縄文 式上器 片 118点 ,
磨石 1点 ,掻器 1点

SK-469・ 470と 重
複

464
-A N-33° 一E 不 整 形 綬斜 凹凸 自然 笏るか

SK=ζそ甚S生懸
風例木痕

467.SX-1と重複
第 59図

464

-B B6a9 N-41° 一W 不整長方形 垂直 平坦 人為
墓墳

SK-464Aと 重複

B6a。 N-41° 一E 不 整 形 外傾 凹凸 境乱
縄 文式上器片 94点 ,磨
石 2点,石 斧 1点

SK-464Aと 重複

N-90° 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 8点 第 58図

B6ae N-52° 一W 楕  円 形 緩斜 凹凸 自然
縄 文式上器 片 26点 ,石
斧 1点

SK-464Aと 重複 第59図

B7al N-41° 一E 楕 円 形 緩斜 平坦 自然 縄文式上器片23点 SX-1と 重複 第58図

A6J8 N-9°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片40点,石
鏃 2点,石斧 1点

SK-463と重複 第59図

N-58° 一E 長 楕 円 形 外傾 凹 凸 自然
縄文式上器片83点 ,磨石
1点,掻器 1点

SK-463と重複

A6hc N-12° 一W 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片89点,磨石
2点 ,楔形石器 1点

B6dO N-90° 不 整 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式 上器片 50点,磨石

長
点,石製品(垂飾り)ユ

N-20° 一M「 不 整 形 外傾 皿状 人為 縄文式上器片9点
風倒木痕
SX-1の中 第60図

N-14° 一E 楕 円 形 外傾 平坦 人為
縄文式上器片 12点,石
斧 (頭部 )1点

墓墳

SX-1の 中

86e9 N-0° 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 奪畠声山尾宅留`
若舗 SK-476・ 478
と重複

第 61図

B6fB N-46° 一ヽ A/ 不 整 形 綬斜 凹凸 自然
縄文式上器片70点 ,石
斧 (刃部 )2点 SK-475と重複

B7el N-45° 一W 不 整 形 外傾 凹凸 自然 著AI抵庭露亀IF藩
讐 SK-479,480・ 533
と重複

第 60図

B6ee N-27° 一WV 橋 円 形 垂直 平坦 人為
縄文式上器片28点 ,掻器
1点,上製円板 1点

墓墳

SK-475と 重複 第61回

B6d。 N-24° 一W 楕  円 形 垂直 平坦 人為 表点F淳毒むく業磨〒
墓墳
SK-477と 重複

B6e。 円    形 垂直 平坦 自然 SK-477と 重複

B6f7 N-81° 一W 楕  円 形 綬斜 皿状 自然
縄文式上器片■点 ,
掻器 1点

第 62図

B6f7 N-45° 一覇「 不 整 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 53点 ,
掻器 1点

B6gs N-50° 一E 不 整  形 夕販 凹凸 自然
縄 文式上器 片 210点 ,
磨 石 1点,石 斧 1点

B6ge N-43° 一ヽ V 不 整 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片 5点

B6g。 N-45° 一E (ラ子く整 形 ) 緩斜 凹凸 自然 芸点群
こ塩 層T

B6f。 N-40°一E (精 円 形 ) 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 19点

B6e0 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 14点,石
鏃 2点

B6es N-84°一M「 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 10点
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番号
位置

長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模 (cm)

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考 図版番号
ミ径 (軸 ) 短径 (軸 ) 深 さ

B6f。 N-78°―E 不 整  形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片48点 第62図

490
― A
B6gs N-31° 一ヽ V 楕  円 形 緩斜 凹 凸 自然 雲落誓冒屋整島尾饗 風倒木痕SK-490B・ Cと 重複 第63図

490
-B B6h6 N-29°一W 楕 円 形 外傾 凹凸 自然

風倒木痕

SK-490A・ Cと重複
490

-C N-42° 一E (不 整 形 ) (220) 緩 斜 凹凸 自然
SK-490A・ Bと 重
複

B6c8 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点 第62図

B6c2 N-82° 一E 楕 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片15点

B6ce N-0° 楕 円 形 垂直 皿状 自然 縄文式上器片 1点

B6c8 N-20° 一E 精 円 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式土器片 2点 第63図

B6dl N-32°一W 橋  円 形 外傾 凹凸 人為 縄文式上器片 8点

B6d2 N-0° 楕  円 形 外傾 llll状 自然

N-56°一W 楕 円 形 46 外傾 皿状 撹舌し

N-0 楕  円 形 外傾 皿状 自然 第 64図

N-76° 一E 楕  円 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片 3点

86gl N-21° ―E 楕 円 形 外傾 皿状 自然

B6hi N-64° 一E 情 円 形 外傾 凹凸 自然

B5g9 N-14° 一ヽ A「 楕 円 形 外傾 皿状 撹乱 縄文式上器片 2点

B6el N-56° 一W 橋  円 形 外傾 llll状 自然 SK-504と重複

B6fl N-46°一E 楕 円 形 緩斜 皿状 人為 縄文式上器片14点
風倒木痕
SK-503と 重複

N-90° 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 1点 第65図

B6g4 N-16° 一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 5点

B6h4 N-39° 一Mr 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱 奮翻 岩鎮風倒木痕 第64図

508

-A B6i3 N-25° 一E 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱 ち整編手だ予5i吾
風倒木痕

SK-508Bと 重複 第65図

508
-B B61a N-20° 一E 不 整 形 外傾 凹凸 撹乱

風倒木痕

SK-508Aと 重複

B5,9 N-38° 一ヽ V 不 整  形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式土器片42点 風倒木痕 第 66図

B5h。 N-6° ―W 楕 円 形 外傾 皿状 自然 第65図

B6hi N-35°一覇′ 長 方 形 垂直 平坦 人為
縄 文 式土器 片 28点,磨
石 1点

墓墳
SK-527と重複 第66図

B5g9 N-19° 一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然 第65図

B5cs N-43° 一覇/ 楕 円 形 74 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 4点 第 66図

B5c8 N-52°一W 楕 円 形 外傾 阻状 人為 縄文式上器片13点

516 B5d7 円 形 獅 凹 凸 自然

B5d7 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 2点

B5dタ N-74°―W 楕 円 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片 7点

B5de N-0 楕  円 形 外傾 皿状 自然
縄文 式上器 片 12点,石
斧 1点

A6h3 N-38° 一W 楕  円 形 外傾 凹凸 自然
縄文 式上器片 30点 ,掻
器 1点

SI-4,SK-522と
重複

第67図
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A6g4 N-10° 一W 楕 円 形 緩斜 凹凸 境乱
縄文式上 器 片 121点 ,
掻器 1点,土製品 1点

SI-4,SK-521と
重複

第67図

A6h8 N-31° 一E 不整楕円形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片■点
本 跡 くSI-4
第 1号屋外炉 と重複

C5ec N-47°一E 楕 円 形 知 凹凸 自然 縄文式上器片 15点

C5f6 N-47°―E 楕  円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片 5点

526 C5f7 N-27°一W 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 5点

B6hI N-63°一E 楕 円 形 外傾 皿状 自然
縄文 式上器 片 9点 ,磨
石 1点,石 皿 1点

SK-512と重複 第66図

C5fe 円 形 外傾 凹凸 自然
縄 文式上器 片 44点 ,磨
石 1点,掻 器 1点

風倒木展

SK-529と 重複 第 67図

C5fO N-0° 楕  円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片■点 SK-528と重複

C5ea N-32° 一W 不整楕円形 外傾 凹凸 自然
縄文式上 器 片 35点 ,石
斧 1点,磨 石 2点

C5b8 N-18° 一部「 楕 円 形 外傾 凹凸 院乱 縄文式上器片54点 風倒木痕 第 68図

C5de N-40° 一E (不 整 形 ) (410) 外傾 凹 凸 撹乱 等煮丼錢 こ琺 儲〒
点

風倒木痕
SK-336と 重複

B7dl N-18° 一E 橋  円 形 垂直 平IB 覧舌し 縄文式上器片 2点 SK-477と重複 第69図

B6d8 N-57° 一E 精  円 形 外傾 耐 覚乱 縄文式上器片20点 SX-1の 中

B7a2 N-90° 楕 円 形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 12点 本跡<SD-3

A6h5 N-5°一W 楕 円 形 緩斜 凹 凸 境乱
縄文 式上器 片 48点,敲
石 1点

SK-426と重複

D4ac N-2°―E (不 整 形 ) (330) 外傾 皿状 人為 縄文式上器片58点 風倒木痕

B5h9 N-38° 一W 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片 5点 SK-542と重複 第70図

B5g9 N-62°一MI 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 SK-541と 重複

B5fT N-29°一W 楕  円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片6点

B5f7 N-38° 一ヽ V 楕 円 形 外仮 m状 自然 縄文式上器片 6点

B5he N-8° ―E 不 整 形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片2点

B5」二 N-21°一W 不 整 形 外仮 凹凸 撹乱 縄文式上器片47点 風倒木痕

C4h。 円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

C5c8 N-32° 一E 楕  円 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点

C5e2 N-72° ―E 不 整 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 1点 風倒木痕

C5h3 円 形 外傾 凹 凸 自然
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第 4節 炉  穴

当遺跡で検出された炉穴は,32基である。このうち22基は単独で検出され,残る10基は2か所の

炉穴群に含まれる。第 1炉穴群は 7基,第 2炉穴群は3基の炉穴で構成されている。

第 1号炉穴 (SK-12)(第 77図 )

位置 調査区南西部のD3a6区 に位置している。

長径方向 N-55°一E。

規模と平面形 190× 94cmの精円形を呈し,深さは30cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 北東壁付近に位置している。40× 30cmの長方形状に厚さ 8 cmほ ど焼上が堆積し,焼土層下

の炉床が少し焼けている。

覆土 自然堆積の状態を示している。

遺物 無。

所見 炉床の焼けかたは弱 く,長期間使用されていた炉穴ではないと考えられる。

第 2号炉穴 (SK-55)(第 77図 )

位置 調査区南西部のD3e7区に位置している。

長径方向 N-28°一W。

規模と平面形 116X80cmの 楕円形を呈し,深さは14cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 炉穴中央部よりやや南側に位置している。焼上が40× 24clnの楕円形状に厚さ 8 cmにわたっ

て堆積し,焼土層下の炉床が焼けている。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式土器片 (早期)7点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の焼けた状態等から,長期間使用

されていたと考えられる。

第 2号炉穴出土土器 (第82図 )

1は,刺突文が横位に施されている胴部片であると
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第 3号炉穴 (SK-64)(第 77図 )

位置 調査区南西部のD4d3区 に位置している。

長径方向 N-21°一W。

規模と平面形 150X100cmの楕円形を呈し,深さは70cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 北側に位置している。焼上が径44cmの不整円形状に厚さ10～15clnにわたって堆積し,焼土

層下の炉床と北側壁面下位が極めて硬 く焼けている。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)18点が,覆土中層 。下層から出土している。
所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の焼けた状態等から,長期間使用
されていたと考えられる。

第 4号炉穴 (SK-66)(第 77図 )

位置 調査区南西部のD4f4区 に位置している。

長径方向 N-72°一E。

規模と平面形 250× 200cmの不整形を呈し,深さは32clnを測る。

壁面 緩やかに傾斜している。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 炉穴中央部からやや北よりに位置している。この部分に焼土が60× 40cmの楕円形状に堆積
している。

覆土 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)42点が,覆土中層・下層から出上している。第82図 2の上器片 (子母
口式にとヒ定される)が,南部の覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床はあまり焼けておらず,長期間使
用されていた炉穴ではないと考えられる。

第 4号炉穴出土土器  (第82図 )

2は,深鉢形土器の回縁部片と胴部片である。日唇部にキザミロがみられ,日縁部には,縦位と

横位の条痕文とその間に棒状工具による刺突文が施されているb内面にも条痕文が施されている。

胎土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい黄橙色を呈している。現存高は,日縁部片が,14.7cm,

胴部片が22.Ocmである。3は,外面は横位に,内面は斜位に条痕文が施されている。4は,横位に

条痕文が施されている。
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第 5号炉穴 (SK-68)(第 77図 )

位置 調査区南西部のD4d5区に位置している。

重複関係 第87・ 90号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-9° 一W。

規模と平面形 452× 426clnの不整形を呈し,深さは26cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 炉穴中央部よりやや南側に,底面より10cmの深さに皿状に掘り込まれ,炉床はよく焼けて

いる。36× 32cmの長方形状に厚さ10cmにわたって焼上が堆積している。

覆土 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)130点 と石器 (凹石 1,砥石 1,石斧 2)4点が,覆土中層・下層か

ら出土している。凹石は,半分に割れた状態で北東壁付近から出上している。石斧は,北壁付近の

覆土と炉床の東側の覆土中層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の焼けた状態等から,長期間使用

されていたと考えられる。

第 5号炉穴出土土器 (第82図 )

5は,口唇部にキザミロがみられ,内外面に条痕文が施されている。6は,細隆線が十字形に施

されている。

第 G号炉穴 (SK-84)(第 78図 )

位置 調査区南西部のD3b3区 に位置している。

長径方向 N-20°一W。

規模と平面形 210X160cmの不整形を呈し,深さは18cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 炉穴中央部より北西側に位置している。焼土が,40× 34cmの楕円形状に厚さ10cmほ ど堆積

している。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遣物 縄文式上器片 (早期)3点が覆土中層・下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床はあまり焼けておらず,長期間使

用したとは考えられない。
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第 7号炉穴 (SK-102)(第 78図 )

位置 調査区南西部のD3c4区に位置している。

長径方向 N-5° 一W。

規模と平面形 60× 52cmの楕円形を呈し,深さは12cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 炉穴中央部よりやや南側に位置している。30× 20cmの楕円形状に焼土が堆積している。
覆上 自然堆積の状態を示している。上層に焼土粒子中量。焼けたローム小ブロック少量を含む明
褐色土が堆積している。

遺物 無。

所見 炉床はあまり焼けておらず,長期間使用したとは考えられない。

第 8号炉穴 (SK-106)(第 78図 )

位置 調査区南西部のD3b3区 に位置している。

長径方向 N-90°。

規模と平面形 124× 86cmの不整形を呈し,深さは26cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 炉穴中央部よりやや西側の部分に位置している。確認面から底面にかけて,28× 24c14の精
円形状に厚さ10cmほ ど焼上が堆積している。

覆土 撹乱。

遺物 無。

所見 炉床はあまり焼けておらず,長期間使用したとは考えられない。

第 9号炉穴 (SK―■7)(第 78図 )

位置 調査区南西部のD4c5区に位置している。

長径方向 N-90°。

規模と平面形 142× 106clnの楕円形を呈し,深さは12cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 中央部よりやや西側部分に位置している。36× 30cmの楕円形状に厚さ6 cmほ ど焼上が堆積
している。
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覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)4点が,覆土下層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床はほとんど焼けておらず,使われ

た期間は短かったと推定される。

第10号炉穴 (SK-147)(第 78図 )

位置 調査区南西部のD4b8区に位置している。

規模と平面形 120×■Ocmの ほぼ円形を呈し,深さは52cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 東側壁付近に位置している。東側壁付近の覆上下層に32X16cmの楕円形状に焼上が検出さ

れ,壁面と底面が赤色硬化している。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)24点 と石器 (石鏃 1,掻器 1)2点が,覆土中層・下層から出上して

いる。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床。壁面の焼けた状態等から,長期

間使用されていたと考えられる。

第11号炉穴 (SK-149)(第 78図 )

位置 調査区南西部のD4b7区に位置している。

長径方向 N-8°一E。

規模と平面形 266× 180cmの不整形を呈し,深さは30cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 全体的に平坦である。

炉床部 炉穴北東部に位置している。44× 32clnの楕円形状に焼上が堆積している。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遣物 縄文式土器片 (早期)13点 と石器 (石鏃 2)2点が,覆土中層・下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床はほとんど焼けておらず,使用さ

れた期間は短かったものと推定される。

第11号炉穴出土土器 (第82図 )

7は,無文の胴部片である。
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第 1炉穴群 (第 12号炉穴～第18号炉穴)

第12号炉穴 (SK-186)(第 79図 )

位置 調査区南西部のD4a8区 に位置している。

重複関係 第13号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と平面形 100× 90cmの ほぼ円形を呈し,深さは16cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸で硬い。

炉床部 炉穴中央部より南西側に位置している。径22cmの円形状に厚さ8 cmほど焼土が検出された。

覆土 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)32点 と石器 (磨石 1)1点が,覆上下層から出上している。
所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,掘 り込みが浅 く,炉床もあまり焼けて

おらず,使用期間は短かったと考えられる。

第12号炉穴出土土器 (第82図 )

8は,外面は横位・斜位に,内面は斜位に条痕文が施されている胴部片である。

第13号炉穴 (SK-187)(第 79図 )

位置 調査区南西部のD4a8区に位置している。

重複関係 第12・ 14号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-32° 一E。

規模と平面形 170× 160cmの不整形を呈し,深さは34cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴中央部のやや東よりに位置している。径30cmの 円形状に焼上が検出された。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)52点 と石器 (磨石 1)1点が,覆土中層・下層から出上している。
所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,掘 り込みが浅 く,炉床もあまり焼けて

おらず,焼上の量も少ないことから,使用期間は短かったと考えられる。

第13号炉穴出土土器 (第82図 )

9は,横位に条痕文が施されている。10は,縦位に条痕文が施されている。

第14号炉穴 (SK-188)(第 79図 )

位置 調査区南西部のD4a9区に位置している。
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重複関係 第13・ 15号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-90°。

規模と平面形 220× 190cmの精円形を呈し,深さは26cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴中央部より南側に位置する。64× 36cmの楕円形状に焼上が検出された。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)26点 と石器 (礫器 1)1点が,覆土中層・下層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,掘 り込みが浅 く,炉床もあまり焼けて

おらず,使用期間は短かったと考えられる。

第14号炉穴出土上器 (第82図 )

11は,口唇部内外面に半載竹管による爪形文がみられ,口縁部内外面に条痕文が施されている。

第15号炉穴 (SK-189)(第 79図 )

位置 調査区南西部のC4j9区に位置している。

重複関係 第14号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-10° 一E。

規模と平面形 254× 240cmの 楕円形を呈し,深さは18cmを涙1る 。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴中央部より南側に位置している。96× 50cmの楕円形状に焼上が検出された。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片46点が,覆土下層から出土している。第82図 14の上器片 (尖底部)が,北部の

覆上下層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,掘 り込みが浅 く,炉床もあまり焼けて

おらず,使用期間は短かったと考えられる。

第15号炉穴出土土器 (第82図 )

12は,内外面に擦痕が施されている。13は,口縁部に突起があり,横位に条痕文が施されている。

14は,尖底土器の底部片で,先端は丸みを帯びている。外面はヘラナデ整形が施されている。胎土

には砂粒 。小礫を含み,色調はにぶい黄橙色を呈している。現存高は2.3cmである。
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第16号炉穴 (SK-190)(第 79図 )

位置 調査区南西部のC荀 9区に位置している。

重複関係 第17号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-47° 一E。

規模と平面形 270× 220cmの 楕円形を呈し,深さは22cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴中央部よりやや東側に位置している。この部分の52× 36cmの楕円形の範囲に焼土が検

出された。炉床は,炉穴底面より10cmほ ど掘り込まれ,炉床内部には焼上が堆積しており,炉床の

ロームもよく焼けている。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)121点が,覆上下層から出上している。第82図 17の土器片 (尖底部)

が中央部の覆上下層から,第83図 18の上器片 (尖底部)力 西ゞ部の覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床がよく焼けており,長期間使用さ

れていたと考えられる。

第16号炉穴出土土器 (第 82・ 83図 )

15は ,口唇部に細い棒状工具の押圧によるキザミロが,日縁部に半我竹管による縦位の平行沈線

が施されている。内面には,条痕文が施されている。16は,口唇部に棒状工具による押圧文があり,

削りの後に,幅広の縦の沈線が施されている。17～19は,尖底土器の底部片である。17の先端は丸

みを帯び,条痕文が施されている。胎上には砂粒。小礫を含み,色調は明褐色を呈している。現存

高は8.7cmである。18の先端は丸みを帯びており,ヘラナデ整形が施されている。胎土には砂粒を

含み,色調はにぶい褐色を呈している。現存高は4.3cmである。19の先端は丸みを帯びており,ヘ

ラナデ整形が施されている。胎上には砂粒を含み,色調はにぶい黄橙色を呈している。現存高は2.4

cmである。

第17号炉穴 (SK-191)(第 79図 )

位置 調査区南西部のC4i。区に位置している。

重複関係 第192号土坑,第 16・ 18号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-41° 一E。

規模と平面形  (260)× 210cmの 橋円形を呈し,深さは18cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

-146-



炉床部 炉穴中央部より北東側に位置している。長径■Ocm,短径56,50cmの瓢箪形に焼上が検出

された。炉床は,炉穴底面より10cmほ ど掘り込まれ,炉床内部には焼土が堆積していた。炉床は,

ロームがよく焼け,硬化していた。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)147点 と石器 (石鏃 2,磨石 1,掻器 1,礫器 1)5点が,覆上下層

から出上している。第88図24の上器片 (尖底部)が南西部の覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から長期間にわたって使用

されていたと考えられる。

第17号炉穴出土上器 (第83図 )

20・ 21は,粗い擦痕が斜位に施されている。22は ,刺突文が横位に,直下に波状文が施されてい

る。23は,粗い条痕文が内外面に斜位に施されている。24は ,尖底土器の底部片で,先端は丸みを

帯びている。胎上には砂粒。長石を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は4.3cmで ある。

第18号炉穴 (SK-193)(第 79図 )

位置 調査区南西部のC4iO区に位置している。

重複関係 第17号炉穴と重複しているが,新旧関係は不明である。

長径方向 N-41°一E。

規模と平面形 360× 230cmの楕円形を呈し,深さは22cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴中央部よりやや東側とやや南側に焼上を検出したが,東側が炉床と考えられる。36×

30cmの楕円形状に焼上が検出された。炉床は,炉穴底面より10cmの深さに掘り込まれている。炉床

内部には焼土粒子が堆積していた。炉床もよく焼けて締まっている。

覆土 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)137点 と石器 (石鏃 1,磨石 3,石斧片 1)5点が,覆上下層から出

土している。第83図 26の上器片 (尖底部)力S,中央部の覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から,長期間使用されてい

たものと考えられる。

第18号炉穴出土土器 (第83図 )

25は ,条痕文が内外面に斜位に施されている。26は ,尖底土器の底部片で,先端は丸みを帯びて

いる。胎上には砂粒 。小礫を含み,色調は橙色を呈している。現存高は4.4cmである。
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第19号炉穴 (SK-197)(第 78図 )

位置 調査区南西部のC4e8区 に位置している。

長径方向 N-29°一E。

規模と平面形 192× ■Ocmの精円形を呈し,深さは30cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴北側に位置している。径48cmの 円形状に,厚さ 5～ 7 cmほ ど焼上が堆積している。炉

床と炉床付近の壁面はよく焼けている。炉床下のロームも深さ15cm程度まで焼けている。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)45点が,覆上下層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の焼けた状態等から,長期間使用
されていたと考えられる。

第19号炉史出土土器 (第83図 )

27は,条痕文が横位に,絡条体圧痕文が斜位に施されている。

第20号炉穴 (SK-245)(第 78図 )

位置 調査区中央部のC4d。区に位置している。

長径方向 N-28°一W。

規模と平面形 188× 86cmの楕円形を呈し,深さは54c14を測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 炉穴の南東部に位置している。50× 36cmの楕円形状に,厚さ 2～ 3 cmほ ど焼上が堆積して
いる。炉床は赤色硬化している。また,炉床のロームも深さ10cm程度まで焼けている。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)15点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の焼けた状態等から,長期間使用
されていたと考えられる。

第21号炉穴 (SK-250)(第 80図 )

位置 調査区中央部のC5e3区 に位置している。

長径方向 N-17°一W。

規模と平面形 214X100cmの不整楕円形を呈し,深さは20clnを測る。
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壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 炉穴の北部に位置している。径30cmの 円形状に炉床のロームが赤色硬化しており,焼上が

10cmほ ど堆積している。

覆土 撹乱。

遺物 縄文式土器片 (早期)18点が覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から長期間使用されていた

と考えられる。

第22号炉穴 (SK-252)(第 80図 )

位置 調査区南西部のC4g8区 に位置している。

長径方向 N-48°一W。

規模と平面形 210× 106clnの不整形を呈し,深さは44clnを測る。

壁画 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 北西壁付近に位置している。50X44cmの楕円形状に焼上が検出された。北西壁の下位は,

ロームが焼けて赤色硬化が著しい。

覆土 人為堆積の状態を示している。

遺物 縄文式上器片 (早期)35点が,覆土下層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から長期間使用されていた

と考えられる。

第23号炉穴 (SK-324)(第 80図 )

位置 調査区中央部のC5b7区 に位置している。

長径方向 N-33°一W。

規模と平面形 274× 222cmの楕円形を呈し,深さは30cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 炉穴中央部よりやや南東部に位置している。径42cmの 円形状に焼上が堆積している。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式土器片 (早期)44点が,覆土下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床は少ししか焼けておらず,使用期
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間は短かったと考えられる。

第23号炉穴出土土器 (第83図 )

28は,条痕文が横位に施されている。

第24号炉穴 (SK-334)(第 80図 )

位置 調査区中央部のC5b8区に位置している。

長径方向 N-51°一E。

規模と平面形 154× 96cmの精円形を呈し,深さは36cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状を呈している。

炉床部 炉穴北東部に位置している。30× 20cmの楕円形状に焼土が堆積している。

覆土 撹乱。

遺物 縄文式上器片 (早期)34点 と石器 (石鏃 1)1点が,覆上下層から出土している。
所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床はあまり焼けておらず,使用期間
は短かったと考えられる。

第24号炉穴出土土器 (第83図 )

29は,貝殻条痕文が施され,中間に一条の沈線がみられる。

第25号炉穴 (SK-353)(第 80図 )

位置 調査区中央部のC6a3区に位置している。

長径方向 N-60°一W。

規模と平面形 240× 96cmの楕円形を呈し,深さは24c14を測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底画 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴南東部に位置している。48× 40cmの楕円形状に,厚さ3～ 5 cmほ ど焼上が堆積し,炉
床のロームも焼けて赤色硬化している。                、

覆土 撹乱。

遺物 縄文式上器片 (早期)26点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から長期間使用されていた

と考えられる。

第25号炉穴出土土器 (第83図 )

30は,日唇部にキザミロが施されており,外面は無文である。31は ,条痕文が内外面に斜位に施
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されている。

第26号炉穴 (SK-372)(第 80図 )

位置 調査区東部のB6f3区に位置している。

長径方向 N-55°一W。

規模と平面形 190× 160cmの楕円形を呈し,深さは42clnを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 全体的に平坦である。

炉床部 炉穴中央部に位置している。90× 50cmの楕円形状に,厚さ 8 cmほ ど焼上が堆積している。

炉床はほとんど焼けていない。

覆土 撹乱。

遺物 縄文式土器片 (早期)5点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,使用期間は短かったと考えられる。

第26号炉穴出土土器 (第83図 )

32は,日唇部に斜位にキザミロがみられ,内外面に条痕文が横位に施されている。

第27号炉穴 (SK-510)(第 80図 )

位置 調査区中央部のB5h9区に位置している。

長径方向 N-41°一E。

規模と平面形 200X192cmの不整形を呈し,深さは24cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴北東部に位置している。径30cmの 円形状に焼土が堆積している。炉床も焼けて,赤色

硬化している。

覆上 自然堆積の状態を示している。

遺物 縄文式土器片 (早期)36点が,覆土中層・下層から出土している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から,長期間使用されてい

たと考えられる。

第 2炉穴群 (第28号炉穴～第30号炉穴)

第28号炉穴 (SK-535)(第 81図 )

位置 調査区北東部のB7b3区に位置している。
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重複関係 第455号土坑と第 3号溝と重複しているが,第 3号溝より本跡の方が古い。
長径方向 N-46°一W。

規模と平面形 276× 220cmの不整形を呈し,深さは20cmを 測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴南西部に位置している。径36cmの 円形状に炉床が赤色硬化している。
覆土 撹乱。

遺物 縄文式上器片 (早期)8点が,覆上下層から出上している。
所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から,使用期間は長かった
と考えられる。

第28号炉穴出土土器 (第83図 )

33は,条痕文が斜位に施されている。

第29号炉穴 (SK-536)(第 81図 )

位置 調査区北東部のB7b2区に位置している。

重複関係 第 3号溝と重複しているが,本跡の方が古い。
長径方向 N-80°一E。

規模と平面形 260× 226cmの 楕円形を呈し,深さは50cmを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 中央部よりやや北側に位置している。46× 38clnの楕円形状に炉床が赤色硬化している。
覆土 撹舌L。

遺物 縄文式上器片 (早期)26点が,覆上下層から出上している。
所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から,使用期間は長かった
と考えられる。

第29号炉穴出土土器 (第83図 )

34は,条痕文が外面は縦位に,内面は斜位に施されている。

第30号炉穴 (SK-537)(第 81図 )

位置 調査区北東部のB7a2区に位置している。

重複関係 第 3号溝と重複しているが,本跡の方が古い。
長径方向 N-82°一E。
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規模と平面形 220× 154cmの精円形を呈し,深さは16clnを測る。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 炉穴中央部より北側に位置している。92× 60cmの不整形に炉床が赤色硬化している。

覆土 撹乱。

遺物 縄文式上器片 (早期)36点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から,使用期間は長かつた

と考えられる。

第31号炉穴 (SK-551)(第 81図 )

位置 調査区北東部のA6e4区に位置している。

長径方向 N-66°一E。

規模と平面形 92× 84cmの精円形を呈し,深さは46cmを測る。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 凹凸を呈している。

炉床部 底面全体に焼上が検出されたが,炉床はあまり焼けていない。

覆土 撹乱。焼土小ブロックを多量に含み,ロ ーム粒子・炭化物を少量含む赤褐色土と,焼上粒子

を少量含む褐色土が堆積している。全体に粘性・締まりとも弱い。

遺物 縄文式土器片 (早期)10点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,炉床の状態から,長期間使用されたと

は考えられない。

第32号炉穴 (SK-552)(第 81図 )

位置 調査区北東部のA6h9区 に位置している。

長径方向 N-41°一E。

規模と平面形 94× 52c14の橋円形を呈し,深さは130cmを測る。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。ロームが焼けて赤色硬化している。

底面 皿状を呈している。

炉床部 底面全体にロームが焼けて赤色硬化している。

覆土 撹乱。上層に焼上が堆積している。

遺物 縄文式上器片 (早期)4点が,覆上下層から出上している。

所見 縄文時代早期後葉に構築されたと考えられる。また,底面と壁面が極めてよく焼けており,
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長期間使用されていたと考えられる。

表 4 石山神遣跡炉穴一覧表

穴
号
炉
番

位置
長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模 (cm)

壁面 底 面 覆土 出土遺物 備 考 番号
昆径 (軸 ) 短径 (軸 ) 深 さ

1 D3aЭ N-55°一E 楕 円 形 緩斜 凹 凸 自然 (SK-12) 第77図

2 D3e7 N=28°一W 楕  円 形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片 7点 (SK-55)

3 D4d3 N-21° 一ヽ V 楕  円 形 150 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片18点 (SK-64)

4 D4f4 N-72°一E 不 整 形 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器片42点 (SK-66)

5 D4d6 N-9°一W 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 τと点芦腰落吋契弄岩鐸
(SK-68)
SK-87。 90と重複

6 D3b8 N-20° ―W 不 整 形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器片 3点 (SK-84) 第78図

7 D3c4 N-5°一W 楕  円 形 緩斜 llll状 自然 (SK-lo2)

8 D3b3 N-90° 楕  円 形 外傾 凹凸 撹乱 (SK-lo6)

9 D4c6 N-90° 楕 円 形 緩斜 Ill状 自然 縄文式上器片 4点 (SK-117)

D4b8 円 形 外傾 皿状 自然
縄文式上器片 24点 ,掻
器 1点,石鉱 1点 (SK-147)

11 D4b7 N-8° ―E 不 整 形 緩斜 平 坦 自然
縄文式上器片13点 ,石
鏃 2点 (SK-149)

D4a8 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 32点 ,磨
石 1点

第 1炉穴群(SK-186)
FP-13と 重複 第 79図

13 D4a8 N-32°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片52点 ,磨石
1点

第ユ炉穴群 (SK-187)
FP-12 14と重複

D4a9 N-90° 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然
縄文式上器片 26点 ,礫
器 1点

第 1炉穴群 (SK-188)
FP-13・ 15と 重複

15 C4J9 N-10°一E 楕 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片46点
第 1炉穴群 (SK-189)
FP-14と 重複

C4,9 N-47° 一E 情 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片121点
第 1炉穴群 (SK-19o)
FP-17と 重複

17 C4i。 N-41° 一E (オ千雪円 形 ) (260) 緩 斜 凹 凸 自然 晉琶否姦萱子と括1若寡
C4iO N-41°一E 福  円 形 緩斜 凹凸 自然 馨蒼爾ぎ奮腰ti簿指

第 1炉穴群(SK-193)
FP-17と 重複

C4es N-29° 一E 楕 円 形 榊 凹凸 自然 縄文式上器片45点 (SK-197) 第78図

C4de N-28°一W 楕  円 形 外傾 皿状 自然 縄文式上器片15点 (SK-245) 第 78図

C5e3 N-17°一W 不整楕円形 夕順 皿状 撹乱 縄文式上器片18点 (SK-250) 第80図

C4g8 N-48°一W 不 整 形 外傾 凹凸 人為 縄文式上器片35点 (SK-252)

C5b7 N-33°一W 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 縄文式上器片44点 (SK-324)

C5b8 N-51°一E 楕 円 形 外傾 皿状 撹乱
縄文式上器 片 34点 ,石
鏃 1点 (SK-334)

C6a3 N-60° 一W 楕 円 形 緩斜 凹 凸 撹乱 縄文式上器片26点 (SK-353)

N-55° 一W 橋  円 形 外懐 平坦 境乱 縄文式上器片 5点 (SK-372) 〃

B5h9 N-41°一E 不 整 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器片36点 (SK-510)

B7be N-46°一W 不 整  形 綬斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 8点
第 2炉大群 (SK-535)
SK-455と 重複 , 第81図

B7b2 N-80° 一E 楕 円 形 緩斜 四凸 撹乱 縄文式上器片26点
第 2炉穴群(SK-586)
本跡<SD-3

B7a2 N-82°―E 精 円 形 緩斜 凹凸 撹乱 縄文式上器片 4点
第 2炉穴群(SK-537)
本跡<SD-3

A6eJ N-66°一E 楕 円 形 外傾 凹凸 撹乱 縄文式上器片10点 (SK-551)

A6h9 N-41°一E 楕 円 形 垂直 阻状 境乱 縄文式上器片 4点 (SK-552)
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第 5節 溝

第 1号溝 (第85図 )

位置 調査区南西部のC3j9区～D4f4区 に位置している。

重複関係 第62号土坑と重複しているが,本跡の方が古い。

主軸方向 N-35°一W。 北西から南東に直線状に延びている。

規模 全長は約34.70m,上幅は0.44～ 1.10m,下幅は0.08m～ 0.48m,深さは0.08～ 0.50mである。

高低差 北西部は標高108.92m。 中央部は標高108.84m。 南東部は標高107.94m。 南東に向かって

緩く傾斜している。

断面形 皿状を呈している。

覆土 自然堆積。ローム粒子・ローム小ブロックを含む褐色上で,柔 らかく,締まり・粘性とも弱
セゝ。

遺物 縄文式上器片176点 と石器 (石斧 1,磨石 1)2点が出上している。覆土上層からの出上で,

すべて流れ込みによるものと思われる。

所見 昭和時代の初めにこの地を畑としたときの根切り溝と思われる。

第 1号溝出土土器 (第84図 )

1は,口唇部の内外に刺突文が施されている。口縁部の外面は磨滅している。2は,波状口縁を

呈する。口唇部の内側に鋸歯状の刺突がみられ,ま た,外面の口唇直下にも大きめの刺突がみられ

る。 1と 2は,常世式に比定されると思われる。 3は,口唇部に 1か所,単節LRの縄を押圧して

いる。外面は単節RLの横位回転による縄文である。上位に末端処理による結節縄文がみられる。

4は,無節 Lに よる押圧縄文が施されている。 5は,折 り返し口縁となっており,口唇部に縄の

緩轟讚募「Γ ≦麹」p 葵壽Ч 翻

Ⅷ
Ⅷ

一
『
5

第84図 第 1号溝出土土器実測・拓影図
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押圧が施されている。外面の肥厚した部分に縄文が施されている。6と 7は,単節RLに よる縄文

である。3～ 7は,粟島台式に比定されると思われる。8は,尖底土器の底部片で,先端は丸みを

帯びている。胎上には砂粒を含み,色調はにぶい黄橙色を呈している。現存高は2.2cmである。

第 2号溝 (第85図 )

位置 調査区南西部のC3,9区～B5d6区に位置している。

重複関係 第204・ 277・ 278・ 281・ 282・ 285・ 292・ 384号土坑と重複していが,いずれの土坑より

も本跡の方が新しい。

主軸方向 N-50°一E。 南西から北東に直線状に延びている。

規模 全長は約90.00m,上幅は0.50～ 1.56m,下幅は0.10～0.54m,深 さは0。 12～0.44mである。

高低差 南西部は標高109.00m。 中央部は標高109.44m。 北東部は標高110.26m。 南西に向かって

傾斜している。

断面形 U字状を呈している。

覆上 自然堆積。 2層に区分され,上層にローム小ブロック・ローム粒子・炭化物を含む褐色上が

堆積している。下層に締まりのある明褐色上が堆積している。

遺物 縄文式上器片100点 と石器 (石鏃 3)3点が出上している。覆土上層からの出上で,すべて

流れ込みによるものと思われる。

所見 昭和時代の初めにこの地を畑としたときの根切り溝と思われる。

第 3号溝 (第85図 )

位置 調査区北東部のA7,2区～B7c3区 に位置している。

重複関係 第535・ 536・ 537・ 538号土坑と重複しているが,いずれの上坑よりも本跡の方が新しい。

主軸方向 N-27°一W。 北西から南東に直線状に延びている。

規模 全長は約13.00m,上幅は0.46～0.72m,下幅は0.24～ 0.50m,深 さは0.12～ 0.24mである。

高低差 北西部は標高108,74m。 中央部は標高108.64m。 南東部は標高108.46m。 北西から南東に

傾斜している。

断面形 皿状を呈している。

覆上 自然堆積。上。中層にローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土,下層に褐色土が堆積

している。

遺物 縄文式上器片10点が覆土から出上しているが,すべて流れ込みによるものと思われる。

所見 昭和時代の初めにこの地を畑としたときの根切り溝と思われる。
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第 6節 その他の遺構

1 屋 外 炉

第 1号屋外炉 (第86図 )

位置 調査区北東部のA6h3区に位置している。

重複関係 第 4号住居跡,第523号土坑と重複しているが,本跡の方が,第 4号住居跡よりも新 し
ヤゝ。

長径方向 N-30°一E。

規模と平面形 70× 64cmの楕円形を呈している。

石の状況 長径48cm～ 8 cmの礫 (花蘭岩の中。小型の石)が28個,精円形状に密集している。礫は,
割れているものが多く,熱を受けてもろく, くずれやすい。

覆土 暗褐色上で,焼土粒子・ ローム粒子を含んでいる。
遺物 無。

所見 石の焼けた状態から,石囲炉として使

用されていたものと考えられる。

第 2号屋外炉 (第86図 )

位置 調査区北東部のB6bl区に位置している。

長径方向 N-50°一W。

規模と平面形 86× 58cmの楕円形を呈していると

石の状況 長径26～ 8 cmの礫 (花蘭岩)が17個 ,

楕円形状に密集している。礫は,割れているもの

が多く,熱を受けてもろく, くずれやすい。

覆土 褐色上で,炭化物が含まれている。

遺物 無。

所見 石の焼けた状態から,石囲炉として使用さ

れていたものと考えられる。

第 1号屋外炉

第 2号屋外炉

0               1m

第 86図 第 1・ 2号屋外炉実測図
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第 7節 その他の遺物

1 遺構外出土土器

(1)遺構外からも,縄文式上器片が出土している。それらのうち,こ の項では実測ができた土器

片について説明を加えた。 (第89図 )

1～ 21は,尖底土器の底部片である。1の先端は鋭角で,外面はヘラナデ整形が施されている。

胎土には砂粒を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は4.5cmである。2の先端はやや丸

みを帯びている。胎上には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は4.lcmで

ある。3の先端は非常に丸みが強い。胎上には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい黄橙色を呈してい

る。現存高は6.Ocmである。 4の先端は丸みを帯びている。胎上には砂粒を含み,色調は明赤褐色

を呈している。現存高は4.2cmである。 5の外面は条痕文が施されている。胎土には砂粒・小礫を

含み,色調は橙色を呈している。現存高は4.2cmで ある。 6の先端は器厚が厚い。外面は,条痕文

が施されている。胎上には砂粒・小礫を含み,色調は明赤褐色を呈している。現存高は6.lcmで あ

る。 7の胎土には砂粒・小礫を含み,色調は灰白色を呈している。現存高は4.5硼である。 8の先

端は丸みを帯びており,器厚が厚い。胎土には砂粒を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存

高は4.5cmで ある。 9の先端は器厚が厚い。胎土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい褐色を呈し

ている。現存高は2.3cmである。10の胎土には砂粒を含み,色調はにぶい黄橙色を呈している。現

存高は2.7cmである。11の胎土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい赤褐色を呈している。現存高

は3.5cmで ある。12の胎上には砂粒を含み,色調はにぶい黄褐色を呈している。現存高は1.9cmで あ

る。13の胎上には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は2.6cmである。14

の先端は器厚が厚い。胎上には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい褐色を呈している。現存高は3.2

cmである。15の胎土には砂粒を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は4.Ocmである。16

の先端は丸みを帯びている。胎土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい責橙色を呈している。現存

高は4.9cmである。17の先端は器厚が厚い。胎上には砂粒を含み,色調は明責褐色を呈している。

現存高は4.7cmである。18の先端は鋭角である。胎土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい褐色を

呈している。現存高は4.lcmである。19の先端は丸みを帯びている。胎土には砂粒。小礫を含み,

色調は赤褐色を呈している。現存高は3.lcmで ある。20の先端は丸みを帯びており,器厚が薄い。

胎上には砂粒を含み,色調はにぶい責褐色を呈している。現存高は2.5cmである。21の先端は丸み

を帯びている。胎上には砂粒・小礫を含み,色調は橙色を呈している。現存高は5。 4cmである。

22～36は鉢形土器の底部で,平底である。22は,底部外縁が外側に突き出ており,中央部が厚 く

なっている。胎上には砂粒を含み,色調は黒褐色を呈している。現存高は2.3cmである。推定底径
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は10.Omである。23は上げ底で,底部の器厚が厚い。胎土には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい黄

橙色を呈している。現存高は1.8cmで ある。推定底径は4.6cmである。24は底部中央が厚 くなってい

る。胎上には砂粒を含み,色調は橙色を呈している。現存高は1,7cmである。推定底径は6.5cmで あ

る。25の胎上には砂粒を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は2.3cmである。推定底径

は7.8cmで ある。26の外面は,ヘラナデ整形が施されている。胎上には砂粒・小礫を含み,色調は

にぶい橙色を呈している。現存高は2.Ocmである。推定底径は8.6cmである。27は底部の器厚が薄い。

胎土には砂粒を含み,色調は灰褐色を呈している。現存高は1.3cmである。推定底径は5.Ocmで ある。

28の胎上には砂粒を含み,色調はにぶい褐色を呈している。現存高は2.9cmである。推定底径は9.8

cmである。29は底部中央が厚 くなっている。胎上には砂粒を含み,色調はにぶい橙色を呈している。

現存高は1.4cmである。30の胎上には砂粒・小礫を含み,色調はにぶい橙色を呈しているが,底部

外面のみ黒色を呈している。現存高は1.8cmで ある。31の胎土には砂粒・小礫・雲母を含み,色調

はにぶい黄褐色を呈している。現存高は1.4cmで ある。推定底径は13.6cmである。32の底部は器厚

が厚い。胎土には砂粒。小礫を含み,色調は明黄褐色を呈している。現存高は4.2cmである。底径

は6.2cmである。33は底部外縁が外側へ突き出ており,縄文が施されている。胎上には砂粒を含み,

色調はにぶい橙色を呈している。現存高は1.6cmで ある。34の底部外縁は外側へ突き出ており,中

央部は器厚が厚い。胎土には砂粒を含み,色調はにぶい橙色を呈している。現存高は3.Ocmである。

35は底部外縁が外側へ突き出ており,ま た,上げ底を呈している。胎土には砂粒を含み,色調はに

ぶい黄橙色を呈している。現存高は3.Ocmである。推定底径は7.2cmである。36の底部外縁は外側に

突き出ている。胎土には砂粒を含み,色調はにぶい責橙色を呈している。現存高は2.3cmで ある。

推定底径は7.8cmである。

37は,尖底土器の国縁部片で,日唇部に絡条体圧痕文が施されている。胎土には砂粒・小礫を含

み,色調はにぶい責橙色を呈している。現存高は6.7cmである。
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121 拓影だけの縄文式上器片は文様等から次のように分類して掲載した。

縄文式上器の分類

I群 早期の上器 1類 中葉の上器

2類 後葉の土器

(1)ヘ ラ状工具による刺突文が施されている土器

り)ヘラ状工具以外のものによる刺突文が施されている土器

は)竹管・貝殻等による条痕文が施されている土器

に)絡条体圧痕文が施されている土器

(0 回唇部に絡条体圧痕文が施されている土器

に)口唇部にキザミロが施されている土器

(7)隆帯を主な文様とする土器

(8)無文の上器

(働 沈線が施されている土器

1類 初頭の上器

2類 前棄の上器 (1)～(3)

3類 後葉の上器 (1)～(0

H群 前期の上器

Ⅲ群 中期の上器

I群 早期の土器

1類 中葉の上器 (第90図 )

1は,断面がV字状の細い鋸歯状の沈線が施されている。2は,沈線による区画の中に半我竹管

による刺突文を曲線状に施している。 3は,沈線が斜位・横位に施されている。 4は,2本の平行

沈線と,隆帯上にキザミロが施されている。 5は,平行沈線が斜位・縦位に施されている。 6は ,

沈線が格子状に施されている。7は,竹管による円形刺突文と貝殻腹縁文が施されている。8は ,

沈線が斜位に施され,縦位の隆帯上には,キザミロが施されている。9は,口唇部の内側に刺突文

がみられる。粘上の瘤状の突起,そ の上に半載竹管による刺突とヘラ状工具による刺突があり,そ

の下に押引文が 2段 と沈線が施されている。10は,沈線と粘土紐の隆帯上に刺突文が施されている。

11は,沈線が横位・斜位に施されている。12・ 13は,貝殻腹縁文が施されている。14は,横位に沈

線が施されており,下位には刺突文が施されている。15は,半載竹管による横位。斜位の沈線と,

爪形の刺突と二点一単位の刺突が施されている。16は,横位・斜位の沈線と円形刺突文が施されて

いる。17は,横位の沈線と円形刺突文が施されている。18は,沈線内に刺突文が施されている。19

は,2本の平行沈線が施されている。20は,上位に横走する平行沈線,下位に沈線による格子目文
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が施されている。21は ,上位に格子目文,下位に平行沈線が施されている。22は,3本の平行沈線

が横走している。23は,2本の平行沈線が横走している。24は ,横走する沈線と斜格子状の沈線が

施されている。25は ,日唇部の内外端にキザミロをもち,波頂部に 1条の短沈線が施されている。

条痕文地文の上に沈線により山形を作り,中央に円形刺突文がみられる。

2類 後葉の上器

(1)ヘ ラ状工具による刺突文が施されている土器 (第 90・ 91図 )

26は ,国唇部に櫛歯状工具による押圧文がみられ,外面に刺突文が施されている。27は ,日唇部

から外面に刺突文が施されている。28は ,上位に刺突文がみられ,下位に半我竹管による平行沈線

が施されている。29は ,口唇部にキザミロがみられ,口唇直下に刺突文が施されている。30は,刺

突文が横位に2段に施されている。31～33は,刺突文が斜位に施されている。34～37は ,口唇部に

キザミロがみられ,口唇直下に刺突文が施されている。38は ,口唇部にキザミロがみられ,口唇直

下に刺突文と2本の平行沈線が施されている。39・ 40は,国縁部に刺突文が施されている。41は ,

3本の平行沈線と束J突文がみられる。42は,刺突文が横位に施されている。43は ,口唇部と外面の

口唇直下に刺突文が施され,そ の下に 2本の平行沈線がみられる。44は ,平行沈線で区画された中

に刺突文が横位に3段ずつ施されている。

(2)ヘラ状工具以外のものによる刺突文が施されている土器 (第91図 )

45は ,口唇直下と口縁部に横位に2段に刺突文が施されている。46は ,上位に刺突文が施されて

いる。47は,口唇部と口唇直下に刺突文がみられる。48は ,国唇部に絡条体圧痕文がみられ,口縁

部に竹管による円形刺突文が施されている。49は ,回唇部の内外面に刺突文が施されている。50は ,

刺突文が横位に施されている。51は,大 きさを変えて,刺突文が横位に 2段に施されている。52・

53は口唇部にキザミロがみられ,口唇直下に刺突文が横位に 2段に施されている。54は ,口唇部に

キザミロがみられ,口唇直下は横位に,口縁部は縦位に刺突文が施されている。55は,刺突文が横

位に施されている。56は ,束」突文が内外面に縦位に施されている。

は)竹管・貝殻等による条痕文が施されている土器 (第91・ 92図 )

57・ 58は,竹管による条痕文が内外面に斜位に施されている。59は,内外面に横位に条痕文が施

されている。60は ,貝殻による条痕文が外面は横位に,内面は斜位に施されている。61は,条痕文

が外面は横位に,内面は斜位に施されている。62は ,上位に右下がりの沈線文がみられ,そ の下に

条痕文が横位に施されている。63は,矢羽状沈線文がみられ,内外面に条痕文が施されている。64

は条痕文が横位に施されている。65・ 66は,条痕文が内外面に斜位に施されている。67は ,上位に

沈線文がみられ,そ の下には横位に条痕文が施されている。68は ,沈線による区画内に有節沈線文

が施されている。内面に条痕文がみられる。69は,条痕文が斜位・縦位に施されている。70は ,浅

い条痕文が内外面に施されている。
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化)絡条体圧痕文が施されている土器 (第92・ 93図 )

71は,横位の条痕文を地文とし,隆帯上に絡条体圧痕文が施されている。72・ 75。 76。 77は,口

唇部から口唇直下に絡条体圧痕文が施されている。73・ 82は ,回唇部から口唇直下に羽状に絡条体

圧痕文が施されている。74は,口唇部から肥厚した口唇直下に絡条体圧痕文が施されている。78・

80・ 84は,日唇部から回唇直下に絡条体圧痕文がみられ,国縁部に刺突文が施されている。79は ,

回唇部と縦位の隆帯上に絡条体圧痕文が施されている。81は ,口唇部から口唇直下に斜位に絡条体

圧痕文がみられ,そ の下には束J突文が施されている。83は ,口唇部が肥厚し,回唇部ら回唇直下に

縦位に絡条体圧痕文が施されている。85は ,口縁部に波状に隆帯がつけられ,口唇部と隆帯上に絡

条体圧痕文が施されている。隆帯の下には縦位の沈線がみられる。86は ,口縁部に幅広の低い隆帯

を施し,口唇部と隆帯上に絡条体圧痕文がみられる。87は ,国唇直下に絡条体圧痕文が施されてお

り,刺突文もみられる。75・ 76・ 86は同一個体であると思われる。

低)口唇部に絡条体圧痕文が施されている土器 (第93・ 94図 )

88～97は ,口唇部に絡条体圧痕文が施されている。88は ,口唇直下に刺突文が施されている。89

は,口縁部に竹管による波状沈線と曲線的沈線が施されている。90は,平行沈線が施されている。

91は,横走する沈線が 1本施され,浅い沈線による波状文がみられる。92は ,細い沈線による区画

内に刺突文を充填している。93～95は,内外面に条痕文が施されている。96は ,口縁部に幅広の沈

線が斜位に施されている。97は,口唇部が肥厚している。

(6)口唇部にキザミロが施されている土器 (第94・ 95図 )

98～■9は,口唇部にキザミロが施されている土器である。98は ,半載竹管によるキザミロが施

されている。99・ 104。 105は ,斜位にキザミロが施されている。100は ,棒状工具によるキザミロ

が施されている。101～ 103は ,口唇部と垂直方向にキザミロが施されており,103は,細かいキザ

ミロがみられる。106・ 107は ,日唇部の内外の端にキザミロが施されている。108は ,棒状工具に

よるキザミロが施されている。109は ,縦位と斜位にキザミロが施されている。■0は ,内外面に貝

殻条痕文が施されている。111は ,口縁部が無文の上器である。112・ 114は,外面に条痕文が施さ

れている。113は,内外面に擦痕文が施されている。115は ,条痕文を地文とし,口唇部から斜位の

沈線が施されている。116・ 117は ,斜位にキザミロが施されている。118は,口縁部に刺突文が施

されている。119は ,波状口縁を呈し,刺突文がみられる。

(り 隆帯を主な文様とする土器  (第95図 )

120～ 128は ,隆帯を主な文様とする文様とする土器である。120は ,隆帯が縦位に施され,下位

には刺突文がみられる。121は ,隆帯が縦位に施され,隆帯の左右には刺突文がみられる。122・ 124

は,隆帯が縦位に施されている。口唇部と隆帯上に絡条体圧痕文がみられる。123は ,口唇部の外

端と,横位の隆帯上にキザミロがみられる。125は,隆帯上にキザミロが施され,隆帯の両側には
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刺突文が施されている。126は ,縦位に隆帯が施されている。127は ,隆帯が縦位に施され,隆帯
上

には,キザミロがみられる。また,細い 2条の曲線内に刺突を施こしている。128は ,横位
の隆帯

上にキザミロが施されている。

(勧 無文の上器 (第95図 )

129～ 137は ,口縁部が無文の上器である。129～ 1361よ ,胎土に繊維を含んでおり,浅
い条痕文が

施されている。137は,条痕文が施されている。133～ 135は ,口縁部が外反している。134・ 135・

137は,日唇部が角頭状を呈する。また,129に は穿孔がみられる。

0)沈線が施されている土器 (第96図 )

138は ,口唇部に絡条体圧痕文がみられる。条痕文を地文とし,沈線が横位・斜位に施されて
い

る。左端には刺突文がみられる。139は ,日唇部に押圧文がみられ,口縁部には横走する沈線間
に

刺突文がみられる。

H群 前期の土器

1類 初頭の土器 (第 96図 )

140は ,単節LRの縄と単節RLの縄を 2段に交互に回転させ,菱形の縄文がつくられて
いる。141

は,単節RLの縄文が施されている。胎土に繊維を含み,内面は貝殻条痕文が施され
ている。142は ,

単節RLの縄により,羽状縄文がつくられている。143は ,単節LRの縄を横位に回転され
ている。

一部に無節の羽状縄文がみられる。144は ,日縁部外面に隆帯を施し,上位には横位の押圧文
と縦

位の押圧文がみられる。縦位の押圧文の左に単節LRの縦回転,右に単節LRの横回転が施
されてい

る。隆帯の下位は,左から順に単節LRの縦回転,横回転,縦回転により施文されている。

2類 前葉の上器(1)～(0

(1)(第96図 )

145・ 146・ 147・ 148は ,胎土に繊維を含み,ループ文が横位にそれぞれ 3段, 3段, 5段, 7段

に施されている。145～148は,関山式に比定されるものと思われる。

12)(第96図 )

149は ,単節LRの縄文が施されている。内面は条痕文が施されている。150・ 153は,L無節の 2

本の縄の間にR無節の縄 1本を挟んで束にして押圧している。151は ,単軸絡条体第 1類Aを反転

させたうえで,逆方向に回転させて菱形に施文している。152は ,単節LRの縄を横回転さ
せて施文

している。154は ,沈線が横位に施されている。155は ,上位に半載竹管による刺突文がみられ,そ

の下に,単節LRの縄文が施されている。149～ 155は ,黒浜式に比定されるものと思われる。

13)(第96図 )

156は ,網目状の絡条体を回転押圧している。大木 2式に比定されるものと思われる。
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3類 後葉の上器(1)～ (3)

(1)(第97図 )

157は, 2本の平行沈線内に爪形文を施している。158。 159。 171は ,同一個体と思われ,刺突文

を2段横走させ,半我竹管による波状沈線が 4段施されている。160は ,半我竹管による変形爪形

文と平行沈線を施している。161～ 163は,爪形文が施されている。164は ,斜位に平行沈線が施さ

れている。165は ,波状貝殻文が施されている。166は ,平行沈線 と半我竹管による山形文が施され

ている。167は ,平行沈線の間に半載竹管による山形文が施されている。168は ,横走する平行沈線

と斜行する沈線がみられる。169は ,沈線が施され,縦位の沈線の間には爪形文がみられる。170は ,

変形爪形文が施されている。157～ 171は,浮島式に比定されるものと思われる。

(2)(第97図 )

172は,日唇部に押圧文と刺突文,その下に沈線が横位と斜位に施されている。また,有節沈線

がみられる。173は ,縦の沈線と弧状沈線による文様が施されている。174は ,上位は弧状の沈線に

よる区画内を無文とし,三角形の刺突文を施している。下位は格子状の沈線を施している。175は ,

粘土紐による突起を施し,上面と内部に細い粘土紐による文様を施している。176は ,国唇部が内

側に肥厚する。横位の沈線と細い隆帯間に細い粘土紐による鋸歯文を施している。177は,隆帯の

間に沈線を施している。隆帯には,鋸歯文が加えられている。172～177は ,大木 5～ 6式に比定さ

れるものと思われる。

13)(第98図 )

178は ,単節LRと RLを それぞれ横回転させ,羽状をつくっている。末端処理と閉端がみられる。

179は,単節LRと RLに よる羽状を横位に何段にも施している。180は ,r4本を組み合わせて無節
L2条を反撚し,結節した原体を横位に回転して施文している。181は ,単節LR縄文を施している。
182は ,口唇部に指頭による押圧を施している。単節RL縄文が施されている。183は ,単節LR縄文

原体による押圧が施されている。184は ,無節 Lの横回転により施文している。185は ,結節を施し

た単節LRを横回転して施文している。186は,輪積痕を残し,高い部分に単節LRを横回転してい

る。187は ,上位は縄文原体の押圧により,下位は無節 Lの回転により施文している。188は,単節

LRを横位に回転させている。189は ,日唇部と口縁部上位に,無節 Lの原体を押圧している。下位

は結節を施した無節 Lの原体を横位。斜位に回転させて施文している。190は,結節を施した無節
Lの縄を横位に回転している。178～ 190は ,粟島台式に比定されるものと思われる。

Ⅲ群 中期の上器 (第98図 )

中期の上器は遺構外から1点出土した。191は,縄文地文上に隆帯を施している。
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第 95図 遺構外出土土器拓影図 -6
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2 土製品 (第99図 )

当遺跡からは,3種類,13点の上製品が出上している。種類ごとの出土数は,土製円板 8点,棒

状土製品 4点,耳飾り1点である。13点のうち 2点が土坑の覆土から出上している。それぞれの上

製品の出上位置・法量等については一覧表にして掲載した。

ｈ
日
日
日
ν
３

∩
Ｈ
日
日
υ
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一

‐③
…
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‐
俗
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縞
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岬
廼
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0              10Cm

‐⑫
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‐

∩

日

日

日

ワ

ｌ

　

ｎ

Ｈ

Ｕ

６

土製品観察表

番号 図版番号 器 種

法 量 (cn)
重量 (g) 出上位置 備 考

長 さ 幅 厚 さ

ユ 第 99図 1 土 製 円 板 SK 478 完形              PL 35-1

2 2 土 製 円 板 G(お ) 完形               PL 35-2

3 3 土 製 円 板 11 G(く ～え) 完形              PL 35-3

4 4 上 製 円 板 33  3.1  09 G(え～さ) 完形               PL 35-4

5 5 土 製 円 板 3.3  32  09 G(て～せ) 完形              PL 35-5
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6 土 製 円 板 27 74 G(1こ～ち) 完形             PL 35-6

7 7 土 製 円 板 33  31  11 G(け～き～え) 完形              PL 35-7

8 8 土 製 円 板 C(け～き～え) 完形             PL 35-8

9 9 土 製 耳 飾 り 13 1 7 表採 一部欠損            PL 35-9

棒状土製品 (3_3) 21 12 SK 522 半分欠損            PL 35-10

11 棒状土製品 21 11 G(て ) 半分欠損            PL 35-11

棒状土製品 (38) 17 12 G(せ ) 半分欠損            PL 35-12

棒状土製品 14 (297) G(て～た) 半分欠損            PL 35-13

3 石器・ 石製品

当遺跡からは,22種類,679点の石器と,4種類,9点の石製品が出土している。最も多い石器

は石鏃の241点である。他に,掻器206点 ,打製石斧83点,磨石55点などがある。また,先土器時代

の石器として,ナイフ形石器・尖頭器が出上している。石製品としては,垂飾り5点,円板 2点な

どである。なお,個々の石器・石製品の出上位置。法量。石質等については一覧表にして掲載した。
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石器観察表 (ナイフ形石器 )

図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(0 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

1 100-1 メ ノ ウ (35) 21  09 P出ター1

2 100-2 54 19 12 119 C(ま～へ) PL37-2

3 100-3 黒 曜 石 19 12 21 C(ま～へ) PL37-3

長さ  幅  厚さ

22  25  09

31  28  05

(20) 11  05

26  23  08

19  15  04

15  22  04

21  15  05

24  17  06

20  17  06

28  18  07

18  13  04

22  17  04

(25) 12  06

29  19  05

26  20  07

26  16  05

20  13  05

27  19  09

23  15  05

28  18  09

24  15  03

22  15  04

31  22  06

24  13  03

23  15  04

28  20  04

19  12  03

27  12  05

23  25  06

28  16  04

21  13  02

25  16  04

33  23  10

19  13  0整

27  14  02

17  12  03

27  16  07

31  20  03

25  14  04

24  15  03

14  12  04

23  19  09

20  17  07

17  13  03

37  26  08

23  19  04

26  14  02

22  16  06

27  16  03

27  17  03

石器観察表 (尖頭器 )

番号 図版番号 石  質
法 豊 (cm)

重畳(D 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

4 100-4 チ 45 17 10 G(う ) PL37-4

5 100-5 流 紋 岩 48 15 24 G(お～う) PL37-5

6 チャー ト (27) G(く )

7 黒 曜 石 (27) (19, 05 (18) G(え～さ)

石器観察表 (石鏃)

番号 図版番号 石  賃
法 量 (cl)

重量(g) 出上位置 備  考
幅 厚さ

8 100-6 買   岩 25  19  04 15 無茎 P出 7-6

9 100-7 チャー ト 28  15  03 13 無茎 PL37-7

10 100-8 チャー ト 30 16 20 無茎 PL37-8

11 101-9 チャート 38 17 07 34 SKl 無茎 PL37-9

12 101-10 チャート 17 28 SK23 無茎 PL37-10

13 101-■ 2 5  04 15 SK47 無茎 PL37-■

14 101-12 チャー ド 23 20 24 SK87 無茎 PL37-12

16 101-13 チャー ト 15 07 26 無茎 PL37-13

16 101-14 チャー ト 〕4 21 45 SK152 無茎 PL37-14

17 101-15 チャー ト 10 15 03 04 SK202 無茎 PL37-15

101-16 チャート 17 05 16 SK226 無茎 PL37-16

19 101-17 買   岩 31 19 07 27 SK246 無茎 PL37-17

20 101-18 買   岩 17 1] 05 SK255 無茎 PL37-18

チャー ト (19) 29  06 90 SK261 無茎 PL37-19

101-19 チャー ト 17 SK270 無茎 PL37-20

101-20 17 13 03 03 無茎 PL37-21

101-21 23 37 SK288 無茎 PL37-22

流 紋 岩 31 08 70 SK313 蕪茎 PL37-23

101-2Z 貫   岩 19  16  03 無茎 PL37-24

27 101-23 18 03 12 S聰 16 無茎 PL37-25

102-24 黒 曜 岩 15 02 05 SK318 策茎 PL37-26

流 紋 岩 08 95 SK336 無茎 P舅 7-27

102-25 03 0 SK356 無茎 PL37-28

102-26 石   英 21 15 05 1 SK379 無茎 PL37-29

チャー ト 07 18 SK388 無茎 PL37-30

33 チャー ト SK425 無茎 PL37-31

102-27 石   英 21 SK426 無茎 PL37-32

チャー ト 15 0 SK164 無茎 PL37-33

チャート SK464 無茎 PL38-34

チャート 05 SK508 無茎 PL38-35

チャー ト (20) 11  05 SK508 無茎 PL38-36

流 紋 岩 32 21 09 無茎 PL38-37

流 紋 岩 37 5  09 TP16 無茎 PL38-39
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石器観察表 (石鏃 )

16  11  03

21  12  03

19  13  03

22  15  05

21  15  06

20  14  03

26  16  04

23  16  05

23  17  05

17  13  03

22  13  04

21  15  05

28  23  11

25  18  04

17  13  03

18  14  05

29  14  05

28  17  04

15  16  03

21  18  05

18  14  05

22  18  06

15  12  03

27  12  03

19  12  05

24  21  05

36  23  10

39  20  08 G(く ～え)

16  16  16 G(た～さ)

16  14  06

21  10  03

24  16  03

22  16  03 G(で～せ)

29  15  05

C(ぬ～ぶ)28  21  07

28  17  05

24  18  05

26  17  04

23  17  04

21  15  05

16  14  03

25  12  04

25  18  08

22  14  04

(15)(15)02

(20)(14)02

(20)(16)03

20  20  05

(15,  16  03

(18)(18)03

長さ  幅  厚さ

(20,(18, 06

(15) 15  03

(16) 18  03

(16)(15)04

18 (10) 02

(13) 13  02

(23) 25  03

19  10  03

(14) 18  04

28  20  10

(18,  19  05

(20) 08  05

16  15  04

(30)(20)05

27 (16) 03

(15,(10, 04

(22) 20  07

(17)(14)04

(24)(23)07

15  19  05

12  10  04

16  13  04

19  14  04

13  05  03

(24)(14)03

(22)(15)04

(14)(10, 03

(17)(12)03

(22)(10)04

(16) 12  03

(20)(15)06

(18)(12)03

(16)(12)03

(20)(17)06

18  15  04

(15)(17)06

(18) 16  03

(15,(12)04

(22)(15)05

(17)(13)03

(30)(20)09

21  15  04

14  11  03

13  15  03

16  12  02

(15)(17)05

(18)(15)04

(20,(20, 07

15 (13,  04

(16) 18  04
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石器観察表 (石鏃 ) 石器観察表 (掻器 )

長さ  幅  厚さ

(17) 15  05

19 (15) 03

(17,  13  04

(16)(10)02

(18) 15  04

(20)(17)04

(16)(15, 02

(15)(14)05

(17)(17)04

(16)(18)04

(15) 16  04

(15)(10)02

(19) 17  04

(28) 17  06

(09)(10)02

(10)(08)02

(19)(14)03

(18)(13)02

(20)(14)06

(25)(15)05

(32)(16)05

(22)(14)03

20  15  03

(17)(15)04

(23)(15)05

(14)(13)03

(13) 22  03

20 (17) 04

13  12  02

(15) 17  04

(11) 15  04

(15)(13)04

(18)(18)04

20 (17) 04

(24)(17, 05

(24)(15)03

(14) 12  03

24  16  03

(21) 20  05

15  15  03

(16) 15  02

19 (10) 03

(15)(13)03

(13)(10)02

(22)(H, 03

(20,  18  06

(17) 15  04

22  16  04

(15) 15  02

22  20  05

重量(g)

22  26  11

18  26  07

39  30  07

43  41  12

25  21  10

47  44  07

30  18  09

27  23  05

16  32  05

23  19  07

36  29  13

27  27  09

39  25  10

30  30  09

86  32  1]

33  14  06

22  29  06

30  26  09

21  27  10

30  27  09

26  21  08

20  12  06

29  28  12

23  33  10

26  19  06

32  34  06

36  27  10

41  38  12

20  17  07

35  26  10

37  29  09

28  25  07

47  27  09

33  26  09

40  25  13

29  23  07

32  24  06

37  26  12 G(せ～て)

24  20  07

40  25  07

50  40  14

35  23  09

40  27  12

24  20  08

42  30  17

35  29  10

30  28  07

26  18  08

34  25  13
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石器観察表 (掻器 )

長さ  幅  厚さ

(35)('0)07

(25)(20, 08

33  18  08

30  23  07

(16)(13)03

41  25  14

36  20  08

19  16  05

28  22  08

28  20  04

,1  16  06

30  25  08

25  16  05

41  23  14

37  21  07

26  18  07

28  20  09

26  20  07

35  30  18

35  15  06

40  30  09

30  18  06

23  20  06

30  30  10

38  23  12

24  17  06

36  28  10

(17)(20, 04

27  13  08

25  23  07

25  20  06

36  19  10

25  20  08

27  25  08

10  27  11

23  17  09

20  10  03

20  18  06

23  21  06

45  30  12

31  24  09

29  18  08

38  24  12

42  30  11

37  28  09

21  13  04

33  27  07

23  18  05

38  31  13

41  33  13

長さ  幅  厚さ

30  28  10

32  28  14

32  24  10

28  23  05

35  25  06

30  18  05

41  20  07

25  20  06

27  18  11

50  42  05

22  18  06

26  15  04

98  27  07

30  15  07

30  23  08

27  24  08

34  26  07

24  25  08

27  10  05

20  15  07

26  25  09

33  30  06

32  20  08

20  20  04

18  15  06

36  31  08

37  25  12

30  27  14

25  20  09

(24)(19, 04

(15)(13)02

38  34  19

28  20  06

42  30  16

25  20  06

(24)(18)06

(23)(20)06

20  18  05

23  09  02

18  13  03

22  20  08

24  23  10

29  23  08

30  20  06

28  27  14

24  18  06

45  25  14

32  20  07

25  23  07
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石器観察表 (掻器 )

長さ  幅  厚さ

30  22  06

35  20  10

25  15  06

44  39  17

33  25  07

40  36  12

(36) 31  12

22  19  07

25  22  08

30  25  11

(20) 20  07

36  34  07

26  15  06 G(く ～さ)

25  20  05

20  20  07

40  25  12

27  20  09

20  20  08

40  31  13

35  25  11

18  12  04

24  15  06

35  33  13 G(せ～と)

28  26  09 G(せ～と)

40  30  06 G(ち～に)

33  25  09

50  50  12

20  18  06

25  17  03

29  20  06

40  25  10

25  23  07

30  20  08

32  24  10

27  18  05

16  15  03

17  14  06

98  20  08

37  25  09

23  23  05

(14)(10)10

18 (18) 04

45  35  11

18 (13) 06

(27)(20)08

28  18  07

37  16  06

30  20  08

20  18  05

27  23  10

番弓 図版番号 石  質
法 量 (⑪け

重量(g) 出上位置 備  考
幅 厚さ

チャー ト 23 表採

チャー ト 20 06 表採

チャー ト 09 表採

石器観察表 (石匙 )

図版番号 石  質
法 豊 (fm)

重量(g) 出il_t 備  考
長さ 幅 厚さ

1■ -134 ト 21  39  08 PL42-174

1■ -135 流 紋 岩 16 19 30 G(せ ) Pを42-175

111-136 チャー ト 32 05 19 G(ひ ) PL42-176

石器観察表 (打製石斧)

番号 図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出上位置 偏  考
長さ  幅  厚さ

■2-137 粘 板 岩 63 1578 SK87

■2-138 粘 板 岩 39 09 SK203

112-139 35 20 綾形PL42-W9

■2-140 粘 板 岩 20 (553) SK219 綾形PL42-180

■2-141 粘 板 岩 92 (1037) SK261

112-142 SK265

■2-143 74 ■07 SK277

112-14電 砂   岩 (63)(60)13 (768) SK282

112-145 粘 板 岩 (44) (704) SK328

■2-146 粘 板 岩 (65) 24 (735)

■3-147 粘 板 岩 77 (925, SK373

■3-148 買   岩 74 48 1117 SK375

粘 板 岩 64 45 21 740 SK407

■3-149 砂   岩 74  50  25 1215 SK414

■3-150 粘 板 岩 (52) 51  25 (765) SK415 片刃,刃

113-151 粘 板 岩 55 22 (866) S【 426

113-152 粘 板 岩 83  51  27 SK435

安 山 培 47 22 (681) SK475

113-15( 粘 板 岩 73 21 SK475

■3-154 粘 板 岩 52 26 SK476 綾形,片刃

■3-15〔 花 高 岩 37 2902 SK477

■4-156 アプライト 66 29 SK477

片 床 岩 (74) (1265) SK479

砂   岩 (692) SK479

114-167 片 麻 岩 124 67 S粗 83

114-158 粘 板 岩 76 41 27 SK490

砂   岩 (652) SK490
鍍形,顔部のみ

114-159 粘 板 岩 94 SK508

114-160 砂   岩 84 57 SK508

砂   岩 (73) 03  25 (1376) SK519 分銅形PL43-206

■4-161 粘 板 岩 76 短冊荘

■4-162 55 19 (905)

■4-163 片 麻 岩 (67) 49 2 (903) FP5

480 114-164 粘 板 岩 (49) 40  17 (449)
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石器観察表 (打製石斧)

図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出上位置 備  考
幅 厚さ

粘 板 岩 67 13 737 G(い )

砂   岩 (53)(43)20 (1746) G(い ) 破片P'3-212

483 ■5-165 80 43 21 G(え )

115-166 粘 板 岩 G(え )

粘 板 岩 54 C(お )

粘 板 岩 63 21 894 G(お ) 撥形,片刃

70  43  22 G(お )

■5-167 粘 板 岩 94 21 C(し )

489 砂   岩 19 898 G(せ )

蜜 山 岩 G(た )
刃

115-168 粘 板 岩 09 (へ )

棲肱 片刃,磨 っ
た石をさらに加エ
したもの
PL43-221

■5-169 砂   岩 73 23 C(お～う)

■5-170 粘 板 岩 31 4235 G(た～さ)

■5-171
レ

ル
10 (250) G(ぬ～工)

30 (939) G(ま～ほ)

■5-172 流 紋 岩 89  5哲 6 G(毘寅亨
安 山 岩 37 15 492 C(あ ) 短冊形,片刃

47 24 1229 C(ヤ )) 短冊形,片刃

粘 板 岩 132  47  22 G(ヤ )ゝ 短冊形,片刃

安 山 岩 78 40 22 G(え ) 綾形,片刃

安 山 岩 20 G(え ) 機形,片刃

43 2と C(え ) 短冊形,片刃

39 22 G(え ) 機形,片刃

流 紋 岩 97  51  37 緩形,片刃

安 山 岩 91  44  20 1235 機形,片刃

安 山 岩 6 35 綾形,片刃

貿 山 岩 48 17 822 機形,片刃

砂   岩 75  45  28 G(お ) 短冊肱 片刃

砂   岩 67 42 17 G(お ) 綾形,片刃

安 山 岩 79 47 18 C(お ) 綾形,片刃

砂   岩 66 35 (680 短冊形,片刃

粘 板 岩 81  42 6 G(お ) 機形,片刃

G(お ) 巌形,片刃

粘 板 岩 63 372 G(お ) 綾形,両刃

粘 板 岩 C(く ) 授肱 片刃

レ
ル
77 C(く ) 綾肱 片刃

安 山 岩 (850) G(さ )

安 山 岩 G(す ) 綾形,片刃

安 山 岩 G(せ ) 接形,片刃

安 山 岩 77 G(た ) 撥肱 片刃

(62)(44)23 (722) G(つ ) 綾協 片刃

安 山 岩 91  54  37 G(1こ ) 短冊形,片刃

砂   岩 1755 G(の ) 緩形,片刃

流 紋 岩 18 725 3(工 ) 機形,片刃

(786) C(へ ) 機肱 片刃

砂   岩 53 G(し～そ) 模肱 片刃

秒   岩 (73〕 37 24 (653) G(し～そ)

石器観察表 (磨製石斧)

番号 図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出上位置 備  考
幅 厚さ

■6-173 緑泥片岩 SKl 片刃PL44-227

■6-174 角閃片岩 (82) 47  26 (1555) SKl

116-175 13 627 G(と ) 擁形 PL44-229

問 緑 岩 10 (110' C(さ～え) 一部欠損

■6-176 流 紋 岩 60 (778) C(た～さ)
分銅形,半分欠
損,両刃

35 07 C(た～さ) PL44-231

石器観察表 (礫器 )

図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

■6-177 安 山 岩 32 2940 S胞 15 ゆ鵜中
晴
瘍

31 43 SK344 P脇4-233

砂   岩 51 5987 SK477 P脇4-234

安 山 岩 3577 SK479 PЙ4-235

レ
ル

25 SK490 P144-236

■6-178 片 麻 岩 19
殿石としての便用
が考えられる

■6-17( 砂   岩 49 2877
牧石として研吏用
が考えられる

粘 板 岩 43 PM4-239

硬 砂 岩 7″ G(ま～へ) P脇4-240

石器観察表 (石皿)

図版番号 石  買
法 量 (cm)

重量(g) 出並 置 備  考
長さ 幅 厚さ

■6-180 砂   岩 (55) (3250) SK15 破片P切4-241

砂   岩 (5902) SK389

■6-181 アプライト 6.000,0 SK404

■7-182 花 嵩 岩 (345)(258) 87 10,5000) SK527

砂   岩 (2228) SK532 PL45-245

砂   岩 (89)(65)40 (4809) G(く ) P楔5-247

117-184 安 山 岩 (98)(154)50 (9267) G(せ ) 破片 P脇5-248

破片,偏平な石を
利用している
PL45-240

■7-185 砂   岩 (83)(114) (4026) G(の )

花 嵩 岩 (190)(105) C(ほ ) PL45-250

■7-183 砂   岩 (256)(210  43 (40000) 恕 PL45-246

軽   石 (2193) G(さ～た) 破片

砂   岩 (127)(98) 52 (6661) C(さ～た) 破片,片面使用

石器観察表 (磨石 )

謡 図版番号 石  質
法 量 (側 )

重 (g) 出J笠置 備  考
長さ  幅  厚さ

■7-186 安 山 岩 (2■ 3) SKl?2

118-187 花 南 岩 95  66  37 3311 SK203
剛吏用,殿石と
でも使用

n8-188 花 同 岩 52 51 SK204

■8-189 安 山 岩 (73)(73)31 (1746) SK222 破片PL45-254

■8-190 花 簡 岩 (60)(12)39 (903) S聰 32

560 ■8-191 砂   岩 (1108) SK234 破片PL45-256
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石器観察表 (磨石 )

図版番号 石  質
法 量 (cm)

重畳(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

■8-192 安 山 岩 (82)(17)36 (1416) SK248

■8-193 砂   岩 (1187) SK261

■8-194 花 筒 岩 (52) 60 (1404) SK268

119-198 安 山 岩 (46) (2413) SK269
半分欠損,両面暦

砂   岩 (2065) SK405 P脇5-261

砂   岩 (95) 37 (2747) SK405 PL45-262

砂   岩 79 50 SK426 PL45-263

‐t 山 岩 (60) 63  29 (1397) SK472 PL45-264

43  40  38 P以5-265

砂   岩 (55) 37 (2353) SK477 PL45-266

安 山 岩 34 SK477 PL45-267

砂   岩 (41) (1356) SK490 PL45-268

砂   岩 36 38 26 SK512 PL45-269

■9-196 安 山 岩 68 32 FP12 面を取石として

５７５

一

５７６

■9-197 流 紋 岩 29

■9-198 安 山 岩 (2366)
半分欠損,片 i

577 119-199 安 山 岩 (101)(66)41 (3757) 十分欠損,片

安 山 岩 (112) 54  33 (3191) G(お ) PL16-274

粘 板 岩 38 (3238) G お) PL46-275

夷 54 38 G(く ) PL46-276

砂   岩 113 51 2, G(せ ) PL46-277

119-200 安 山 岩 24 G(せ )

橋円形,両面使,

砂   岩 (5343) G )

120-201 安 山 岩 79 35 G(せ )

585 120-202 流 紋 岩 (7344) G(つ )

一部欠損,両翻寛
用,上端を敏石と
しても使用
PL4G-281

流 紋 岩 97 4486 C(て ) PL46-282

120-203 流 紋 岩 73  68  33 2257 G(へ ) 膳切臀臨
pL46-283

砂   岩 75  57  26 1774 G(お～う) PL46-284

120-204 安 山 岩 77 G(た～さ)

砂   岩 48 37 G(た～さ) PL 16-286

買   岩 (1916) C(た～さ) PL46-287

安 山 岩 114 27 G(ま～へ) PL46-288

121-205 安 山 岩 隷
福円形,F
用,側面も

砂   岩 (84) 43  35 (1561) G(う ) 破片,片剛文用

砂   岩 (47) 54 (4251) 福円形,半分欠損

砂   岩 (52) (1849) G(お ) 破片

砂   岩 77 (4188) G(お )
爾 史

‐t 山 岩 42 (1729) G(せ )

化 偶 岩 60 37 (2387) G(て ) 縞円形,半分欠損

花 高 岩 60 31 (1321) G(て ) 指円形,半分欠損

花 高 岩 64 35 (1997) G(て , 楕円形,半分欠損

流 紋 岩 24 G(か～さ) 潅日形,片聞吏用

安 山 岩 (77)(67)35 (ま～へ)

花高岩 (107) 92  45 (5567) G(足了|

石器観察表 (凹石 )

番号 図版番号 石  質
法 量 (cm)

重豊(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

花 開 岩 (54)(32)32 (1034) SK405 PL46-290

121-206 花 同 岩 170 13531 SK475 P脇6-291

花 高 岩 57 PL46-292

121-207 安 山 岩 27
悟円形,両 面使
用,半分に割れて
いる P140-299

121-208 安 山 岩 74  58  31
敏石と

12ユー209 砂   岩 101 31 G(ヤ )ゝ

121-210 砂   岩 74 2162 C(お )

アプライト (77) 64 45 (2672) Gに , PL47-297

砂   岩 81 70 G(せ ) PL47-298

砂   岩 106  63  34 G(の ) P腕7-299

121-2■ 砂   岩 94 (1908) C(ま～へ) しても使用

花 簡 岩 47 32 (1437) C(お ) 欠損,両面使

石器観察表 (敲石)

番号 図版番号 石  質
法 量 (cm)

重豊(g) 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

122-212 安 山 岩 70 32 (1395) SK83
清円形,半分欠
損,側面も使用
PH7-301

122-213 安 山 岩 (106)(49) 72 (4095) SK215

122-214 チャー ト 36 32 S胞 21

122-215 花 同 岩 (36) (23) 14 (171) SK228

122-21G 花 筒 岩 32 SK241 PL47-305

122-217 安 山 岩 35 脈 388
箱日形,側面全部
使用,凹石も兼な

花 嵩 岩 り SK171 PL47-307

砂   岩 2739 S恥 39 PL47-308

122-218 砂   岩 16 指円形PL47-309

安 山 岩 94 6902 G(つ ) PL47-310

流 紋 岩 47 1705 G(な ) PL47-911

安 山 岩 77 G(の ) PL47-312

砂   岩 74 (5402) G(あ～け) PL47-313

石器観察表 (砥石 )

図版番号 石  質
法 量 (帥 )

重量(g) 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

122-21( 砂   岩 (45) (1885) SK284

122-22( 32 (1118) SK288

流 紋 岩 84  38  24 1766 S私337

123-221 砂   岩 38 22 1975 SK338 PL47-317

砂   岩 46 38 (1763) SK427 P碗 7-318

硬 砂 岩 93 70 5 SK477 P脇 7-319

硬 砂 岩 24 SK477 PL47-320

123-222 砂   岩 24 (356) FP5 破片P以 7-321

砂   岩 105  37  31 C(へ ) PL47-322
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石器観察表 (軽石)

番号 図版番号 石  質
法 量 (餌 )

重量(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

軽   石 115 81 SK338 PL47-323

石器観察表 (剣片)

図版番号 石  質
法 量 (飩)

重量(g) 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

34 17 33 SK203 P渤8-334

124-231 粘 板 岩 49  41  09 SK261 P渤8-335

黒 曜 石 47 lRl面に調整戻

石器観察表 (台石 )

番号 図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

123-223 粘 板 岩 (172)(110) 61 (1,0270) SK317 破片 P以8-324

石製品観察表 (円板)

番号 図版番号 石  質
法 豊 (cm)

重豊(0 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

124-232 粘 板 岩 SK22

124-23〔 43 12 G(ぬ～ふ) P脇8-337石器観察表 (楔形石器 )

図版番号 石  質
法 量 化m)

重量(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

責   岩 SK294 P協8-325

123-221 チャー ト 21 19 P脇8-326

チャー ト SK354 P取8-327

チャー ト 15 22 SK471

石製品観察表 (垂飾り)

番号 図1慣番号 石  買
法 量 (cn)

重量(g) 出J立置 備  考
長さ  幅  厚さ

琥   鶉 16 SK97 P以8-338

院   珀 15 10 SK97 P脇8-389

チャー ト (31) SK472 PL48-340

125-23+ 流 紋 岩 43 S恥 07 PL48-341

流 紋 岩 27  22  06 G(ぬ ) PL48-342

石器観察表 (石錐)

需 図版番号 石  質
法 量 (cn)

重量(g) 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

123-227 26  09  05 G(足了S P碗8-329

石製品観察表 (狭状耳飾 り)

番号 図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出■t置 備  考
長さ 幅 厚さ

125-239 チャー ト 10 P協8-343

石器観察表 (石槍 )

器 図版番号 石  質
法 量にm)

箋 (gl 出上位置 備  考
長さ  幅  厚さ

買   岩 PL48-330

石製品観察表 (石製模造品)

図仮番号 石  質
法 量 (cm)

菫 (g) 出上位置 備  考
幅 厚さ

粘 板 若 隷

石器観察表 (削器 )

番号 図版番号 石  質
法 量 (耐

重量(gl 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

買   岩 07 41 S鞄 26 P脇8-331

石器観察表 (石刃 )

図版番号 石  賃
法 量 (�

重量(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

買   岩 19 06 G(ぬ～工) PL48-332

石器観察表 (石核 )

図版番号 石  質
法 量 (cm)

重量(g) 出上位置 備  考
長さ 幅 厚さ

15 FP17 PL48-333
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垂早5第 察

第 1節 遺構について

当遺跡において検出された遺構は,縄文時代の竪穴住居跡 5軒,土坑523基 (陥し穴28基),炉

穴32基,屋外炉 2基,性格不明遺構 1基,近代の溝 3条である。本節においては,竪穴住居跡,土

坑,炉穴について,調査によって明らかになったことを述べることにする。

竪穴住居跡

当遺跡で検出された竪穴住居跡は,縄文時代早期後葉のものが 5軒である。5軒の住居跡は標高

109～ 112mほ どの,調査区の中央部と北東部から検出されている。第 2～ 5号住居跡の 4軒は比較

的近接して検出されているが,第 1号住居跡はこれら他の 4軒の住居跡とは離れて,中央部南側か

ら検出されている。 5軒の住居跡について,平面形状,長軸 (長径)方向,規模,柱穴等について

その特色を述べてみたい。

まず,平面形状であるが,第 1・ 3・ 4号住居跡の 3軒が隅丸長方形で比較的似た形状を呈して

いるのに対して,第 2号住居跡は不整楕円形,第 5号住居跡は方形を呈している。

長軸 (長径)方向は,第 1・ 2・ 4号住居跡が西へ40～ 71°傾いているのに対し,第 3・ 5号住

居跡は東へ38～ 45°傾いている。5軒の住居跡は長軸方向に差があり,共通性をみつけだすことは

できない。

規模についてみると,長軸 (長径)は3.00～ 5.50mと 差がある。面積については,最大で第 4住

居跡の25m2,最小で第 5号住居跡の9m2と これも差が著しい。第 1号住居跡と第 3号住居跡は面積

から比較してみると同規模の住居跡である。

柱穴と思われるピットは,第 2～ 5号住居跡が 6～ 14本であり,離れて検出された第 1号住居跡

は11本である。規模等から主柱穴と考えられるピット数は,炉が検出された第 2・ 4・ 5号住居跡

で 4～ 6本,炉が検出されなかった第 1・ 3号住居跡が 3本である。第 5号住居跡は主柱穴の配置

が方形に近 くなるが,他の 4軒は規則性がないように思われる。

炉は,5軒中,3軒に検出された。第 2号住居跡からは 1か所,第 4号住居跡からは2か所,第
5号住居跡からは3か所検出された。すべて,床面を掘り窪めた地床炉で,炉の平面形状は,第 5

号住居跡の第 2号炉が不整長方形を呈する以外はすべて楕円形を呈している。炉の位置は,第 2号

住居跡が住居跡床面の南東郡,第 4号住居跡が南西部と南東部,第 5号住居跡が北西部,西部,南

部となっており,いずれも住居跡の中央部に位置していないという共通性があり,炉が壁近 くに設

―-222-―



置されていることによる住居の上屋構造と炉の関係や炉そのものの構造をも考えなければならない

問題を含んでいる。また,一軒の住居跡から複数の炉が検出された場合は同時に使われたというよ

りは,1か所ずつ使われたと考えられるが,当遺跡の住居跡では,炉がどのような順序で使われた

かを確認することはできなかった。

出土遺物は,常世式,子母口式,茅山式に比定される土器片が床面や覆上下層から出土している

が,細片も多く,接合しても完形に近 くなるものはなかった。また,第 1・ 3・ 4・ 5号住居跡の

床面あるいは覆土からは石鏃が,第 2・ 3号住居跡の床面あるいは覆土からは掻器が出土している。

その他,磨石や石斧等も出上している。5軒の住居跡の時期は,縄文時代早期後葉に比定される条

痕文系の土器片が,床面あるいは,覆上下層より出上しており,ま た,住居跡の平面形状等をあわ

せて考えると,縄文時代早期後葉に構築されたものと考えられる。
と ば

石山神遺跡とほぼ同時期の竪穴住居跡が検出された遺跡として,東京都町田市戸場遺跡や同練馬

区稲:荷山遺跡がある。戸場遺跡からは,2軒の住居跡が検出されている。平面形状は長方形を呈し,

長軸 (東西)約 4m,短軸 (南北)約3.5mで,壁高がきわめて低 く,壁に沿って小柱穴がめぐら

されており,住居跡内には炉を保有していない。稲荷山遺跡では,2軒の住居跡が検出されている。

表 5 石山神遺跡住居跡一覧表

跡
号
居住

番
位 置 長軸(長径)方向 平 面 形

規   模
床面 覆 土

ツ
数

ピ

ト 炉 出 土 遺 物 備   考

(憂灌菱電三理)(m) 壁高 (cm)

1 C6b2 N-40°一W 隅丸長方形 414× 329 6´-14 凹凸 撹乱 な し
縄文式上器片 648

点,石器■点
縄文時代早期

後葉

2 B6a N-71° 一ヽパr 不整精円形 480× 412 6‐▼16 凹凸 自然 7 1
縄文式上器片 60

点,石器 1点
縄文時代早期

後葉

3 B6a7 N-38° 一E 隅丸長方形 420× 310 6-12 凹凸 自然 な し
縄文式上器片 153

点,石器 2点
縄文時代早期

後葉

4 A6h4 N-58° 一W 隅丸長方形 550× 466 4～ 8 平坦 自然 7 2
縄文式上器片 239

点,石器 7点
縄文時代早期

後葉

5 A6g2 N-45° 一E 方   形 300× 288 10-18 平坦 自然 6 3
縄文式上器片 86

点,石器 2点
縄文時代早期

後葉

表 6 戸場遺LII・ 稲荷山遺跡住居跡一覧表 (戸場遺跡 。稲荷山遺跡報告書より作成)

遺跡名
跡
号
居住
番
長軸(長径)方向 平 面 形

規   模
床面

ッ
数

ピ

ト
炉 出 土 遺 物 備   考

(憂程受霧:理)(m) 壁高 (cln)

戸  場 2 (長 方形 ) (4 ×35) 0
縄 文 式 上 器 片 (早 期 中 葉
～後 半〉85点 ,焼礫 74点 ,石
鏃 1点 ,磨石 ■点 ,敲石 1点

縄文時代早期

中葉～後半期

戸 場 3 (不整長方形) (42× 32) 0 征
小

縄文時代早期

中葉～後半期

稲荷山 1 N-26° 一E 隅丸長方形 55× 52 平 坦 l
縄 文 式上器 片 (早 期 後 半 )

473点 ,礫 687点 ,石器 35点
縄文時代早期

後半

稲荷山 2 1
縄文式上器片 1点,礫 3
占

―-223-―



うち 1軒は隅丸長方形を呈し,長軸約5.5m,短軸約5,2mで ,床面中央部からやや西寄りに炉を有

している。ピットは床面から19個検出している。当遺跡から検出された住居跡と,こ れら2遺跡か

ら検出された住居跡では平面形状や規模等で共通性がみられる。

2土 坑

当遺跡においては,523基の上坑を検出した。そのうち,28基が陥し穴の形状を呈する土坑,34

基が墓墳である。その他,風倒木痕と考えられるものが27基あり,使用目的が不明確な土坑が多数

検出されている。

(1)陥 し穴

当遺跡からは「Tピ ット」と呼ばれる土坑が28基検出された。「Tピット」は,「棒状遺構」。「濤

状遺構」。「V字形土坑」等とも呼ばれ,その性格については,「陥し穴」とする解釈が主流をなし

ている。当遺動から検出された28基の上坑も形状や検出された位置の状況等から陥し穴と判断した。

遺跡内における陥し穴の分市状況をみると第128図から標高109～112mの尾根状の土地に,北東

から南西の傾斜地に沿って分布していることがわかる。標高■2m付近には,住居跡が 4軒検出さ

れており,こ の 4軒の住居を守る目的,あ るいは,獲物を獲る目的で構築されたものと考えられる。

当遺跡の陥し穴は,底面の幅や深さ等から,3つ に分類できる。各類ごとに,長軸 (長径)方向・

規模・底面の状態 。覆土・出土遺物等について特色を述べてみたい。

I類は,平面形がほぼ長方形や楕円形を呈し,上端部と比較して,底面の幅が極端に狭 く(8～14

cm)な り,断面形が「V」 字状を呈しているものであり,第 3・ 24号陥し穴の 2基が含まれる。第

3号陥し穴は,長軸方向が西に80°傾いており,上端部の形状が長方形を呈し,長軸260cm,短軸90

cm,深さ150cmで,底面の幅は10～ 14cmで ある。第24号陥し穴は,長径方向が36°西に傾いており,

上幅部の形状が不整楕円形を呈し,長径254cm,短径126cm,深さ122cmで,底面の幅は8～12cmで

ある。2つ の陥し穴の底面は平坦で,覆土は人為的に埋め戻された様相を呈している。遺物は,縄

文時代早期後葉条痕文系の上器片が出上している。

H類は,平面形が長方形や楕円形を呈し,底面の幅が20～50cmを有するもので,当遺跡で検出さ

れた陥し穴の85%を 占めている。24基について,長

軸 (長径)方向をみると,西側への傾き,特に 0～ 45°

に集中している。上端部の平面形状を比較してみると,

長方形を呈するものが18基,精円形を呈するものが 6

基である。規模は,長軸 (長径)が134～ 236cm,短

軸 (短径)が52～126cm,深 さが100～ 180cmで ある。

W E
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底面の形状は長方形を呈するものが多く,幅は20～50cm,長さは■0～ 180cmで ある。底面の状態は

平坦なものが19基である。覆土の堆積状況をみると,自然堆積の様相を呈するものが12基,人為堆

積の様相を呈するものが12基である。遺物であるが,数に差はあるが,覆土から縄文式上器の破片

が出土している。また,石器・石製品も陥し穴の覆土上層から出上している。

Ⅲ類は,平面形がほぼ長方形や楕円形を呈し,底面の幅が広 く60～70c14を有し,深さが200cm以

上の大形の陥し穴である。第 2・ 5号陥し穴の 2基が含まれる。第 2号陥し穴は,長径方向が東に

14°傾いており,上端部の形状が不整楕円形で,長径260cm,短径180cm,深 さ214cmである。底面の

形状は長方形を呈し,幅は50～ 60cm,長さは140～ 150cmである。覆土は自然堆積の状態を示してい

る。遺物は,覆土から縄文時代早期。前期の上器片と石皿等が出上している。第 5号陥し穴は,長

径方向が東に47°傾いており,上端部の形状が楕円形で,長径266cm,短径150甑 ,深さ220cmで ある。

底面の形状は不整長方形を呈し,幅 は60～ 70cm,長さは150～ 160cmである。覆土は人為的に埋め戻

された様相を呈している。遺物は,覆土から縄文時代早期条痕文系の上器片が出土している。

最後に,陥し穴 (Tピ ット)が構築された時期であるが,1/1縄文時代早期前半 は)縄文時代早期

末～前期初頭 llpl縄文時代前期～中期末 lll縄文時代後期初頭 141弥生～中世の五説が上げられ

ている。当遺跡の場合,第 28号陥し穴が縄文時代早期後葉の第 5号住居跡と重複しており,調査の

段階で,第 5号住居跡よりも古い時期に第28号陥し穴が構築されたことが明らかになった。また,

出土遺物から,第 3, 5～ 7,12～ 26,28号陥し穴は縄文時代早期に構築されたと考えられる。

当遺跡から検出された28基の陥し穴は,ほぼ同じ時期に構築されたと考えたいが,残 り8基の陥

し穴は早期。前期の上器片が混じって出上しているので,時期を明確にすることはできなかった。

注

(1)鬱 )石岡憲雄  「所謂『Tピ ット』について」 土曜考古 第 2号 1980年

修)墓 壊

当遺跡において,墓墳の存在が明らかになったのは,第97号土坑を発掘調査した時点である。こ

の上瓦は,調査区の南西部に検出され,平面形状は精円形を呈し,規模は,長径140cm,短径100cm,

深さ60cmである。覆土が人為堆積の様相を呈し,上面から暗褐色土 (一部に黒褐色土を含む),褐

色土と移行している。また,覆土中層から花聞岩の平石が出上し,石の下方の底面から琥珀製の玉

(垂飾り)2点が出上している。平石は墓標の役割を有し,琥珀製の玉は遺体埋葬時の副葬品とし

て遺体につけられていたことも考えられる。形状,覆上の堆積状況,出土遺物等によりこの上坑を

墓損と判断した。それと同様の土坑を墓墳としてとらえ,ま た,当遺跡において墓壌と判断した土

坑は合計34基である。当遺跡の墓損は,半分近 くが調査区域の中央部,C4・ C5区 を中心に検出

され,B6区 からの検出も多い。

次に,34基の墓墳を平面形状をもとに 4つ に分類し,各類ごとに長軸 (長径)方向・規模。出土
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遺物等について特色を述べてみたい。

I類は,平面形状が楕円形を呈する墓墳である。第97・ 123・ 135。 140・ 201・ 203・ 221・ 228・

251・ 254・ 261・ 264・ 265。 274・ 284・ 288・ 289。 333・ 335・ 336・ 393・ 474・ 478・ 479号土坑の24

基が含まれる。楕円形を呈する墓墳は,墓墳全体の70%を占める。長径方向は,西側に傾 くものと

東側に傾 くものがほぼ半数ずつである。長径と深さから規模をみると,長径は100～ 150cmの範囲に

含まれるものが10基 と多 く,深さは70～ 100cmの範囲に含まれるものが17基 と半数以上を占めてい

る。遺物をみると,第97号土坑から琥珀製の玉 (垂飾 り)2点が出上しているほか,土器片が出土

している。第221号土坑からは縄文時代前期前葉関山式に比定される土器片が,第 123・ 135。 140号

土坑からは前期後葉粟島台式に比定される土器片が出上している。楕円形を呈する墓墳の構築時期

は,第 97・ 123・ 135。 140・ 221・ 333号土坑が出土土器からみて,縄文時代前期と考えられる。そ

の他の18基は,構築時期を確定することができなかった。

H類は,平面形状が長方形 (不整長方形を含む)を呈する墓墳である。第204・ 282・ 389・ 415・

420・ 435・ 464B・ 512号土坑の 8基が含まれる。長方形を呈する墓墳は全体の25%を占めている。

長軸方向は西側に傾 くものが 5基でやや多い。長軸と深さから規模をみてみると,長軸は200～ 250

cmの範囲のものが 4基 と半数で,深さは70～ 100cmの ものが 5基 と半数以上である。遺物は,第420・

512号土坑から縄文時代前期の上器片が出土しており,第 420・ 512号土坑は縄文時代前期に構築さ

れたと考えられる。その他の 6基の上坑は,構築時期を確定することができなかった。

Ш類は,平面形状が円形を呈する墓填である。第268号土坑 1基が含まれる。規模は,長径が180

cm,深さが56cmである。遺物は,縄文式上器片や磨石や掻器が出上している。土器片は細片が多く,

構築時期を確定することができなかった。

Ⅳ類は,平面形状が不整形を呈する墓墳である。第305号土坑 1基が含まれる。長径方向は西に

26°傾いている。規模は,長径が122cm,深 さが122cm

である。遺物は,縄文式土器片と石鏃が覆土から出

上している。出土した土器片は細片が多く,構築時期

を確定することができなかった。

平面形状をもとに墓墳を4つに分類し,それぞれの   w

特色を述べてきたが,当遺跡の場合は楕円形を呈す   第
る墓墳が多く,構築時期を明確にできたのは8基で

ある。

127図 墓城の長径 (長軸)方向
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3炉 穴

当遺跡から検出された炉穴は,32基である。炉穴は,標高109～ 11lmの台地の緩やかな斜面上に

分布している。特にD4区に集中して検出された。このうち単独で検出されたものは22基,炉穴群

として検出されているものは10基である。32基の炉穴について,平面形状 と炉床の位置から6つ に

分類した。以下,各類ごとに特徴等について述べたい。

I類は,平面形状が精円形を呈し,炉床が片寄って位置するものである。第 1・ 3・ 7・ 9・ 14・

15。 16・ 17・ 19・ 20・ 21・ 23・ 24。 25・ 29。 30号炉穴の16基が含まれる。検出された炉穴の半数を

占めている。その内の半数の 8基の炉穴は,北部・北東部に炉床が位置している。長径方向は東西

180°に散らばっており,特定の方向に片寄る傾向はみられない。長径は,lm未満が 1基,lm以

上～ 2m未満が 6基,2m以上が 9基である。深さは,12～70cmの範囲にあり,う ち13基が50cm以

下である。遺物は,第 1・ 7号炉穴を除くその他の炉穴から縄文時代早期条痕文系の上器片が出土

している。

H類は,平面形状が楕円形を呈し,炉床が炉穴のほぼ中央に位置するものである。第 2・ 18・ 26

号炉穴の 3基が含まれる。長径方向は,西に傾 くものが 2基,東に傾 くものが 1基である。長径は

第18号炉穴が360cm,第26号炉穴が190cm,第 2号炉穴が116cmである。深さはすべて約50cmである。

遺物は,縄文時代早期条痕文系の上器片が出上している。

Ⅲ類は,平面形状が楕円形を呈し,炉穴のほぼ全面に焼上が検出されるものである。第31・ 32号

炉穴の 2基が含まれる。長径方向は,2つの炉穴とも東に傾いている。規模は,第31号炉穴の長径

が92cm,深さが46硼,第32号炉穴の長径が94cm,深さが130cmで ある。遺物は,2つの炉穴とも縄

文時代早期条痕文系の上器片が出土している。

Ⅳ類は,平面形状が円形を呈し,炉床が片寄つて位置するものである。第10号炉穴と第12号炉穴

の 2基が含まれる。炉床は,第10号炉穴が東側の壁付近に,12号炉穴が中央部より南西側に位置し

ている。第10号炉穴は長径が120cm,深 さが52cm,第12号炉穴は長径が100cm,深 さが16cmで ある。

遺物は2基の炉穴とも縄文時代早期条痕文系の上器片が出上している。

V類は,平面形状が不整形を呈し,炉床が片寄つて位置するものである。第 6。 11・ 13・ 22・ 27・

28号炉穴の 6基が含まれる。長径方向は,東に傾 くものと西に傾 くものが半数ずつである。長径は,

170～276cmの範囲で,200帥以上が 4基である。深さは18～44cmの範囲である。6基の炉穴からは,

縄文時代早期条痕文系の上器片や石鏃や磨石が出土している。

Ⅵ類は,平面形状が不整形を呈し,炉床が炉水のほぼ中央に位置するものである。第 4・ 5・ 8

号炉穴の 3基が含まれる。長径方向は,ほ ぼ東西方向が 1基,東 と西に傾 くものがそれぞれ 1基ず

つである。長径は,第 5号炉穴が452cmと長いが,深さは3基 とも約30餌である。遺物は,第 8号
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炉穴からの出上がなかったが,他の 2基からは縄文時代早期条痕文系の上器片が出土している。ま

た,第 5炉穴からは,凹石・砥石・石斧等の石器が出上している。

以上炉穴を6つ に分類して,特徴等について述べてきたが,当遺跡では,炉穴群が 2か所検出さ

れている。2か所とも単独の炉穴が直線的に並んで 1つ の群を構成している。これらの炉穴群は,

共同の調理場として利用されていたのではないかと考えられる。

最後に,炉穴が構築された時期であるが,第 2～

6,9～32号炉穴の29基は早期条痕文系の上器片が覆

土中層・下層から出上しているので,縄文時代早期後

葉に構築されたと考えられる。残りの 3基も同時期と

考えられるが,出土遺物がなく,明確にすることは

できなかった。 第129図 炉穴の長径 (長軸)方向

第 2節 遺物 について

土器について

当遺跡からは,縄文時代早期から中期の上器片が出上している。その主なものは条痕文系の上器

群である。第 4章第 1節で,こ れらの遺物を3群に分類し,解説を加えてきたので,こ こでは各群

の特徴等をまとめておくことにする。

I群の上器 (第90～96図 )

I群の上器は,縄文時代早期の上器で, 2類に分けることができる。第 1類 (第90図 )は沈線文

系の土器で,当遺跡からは少量出上している。本類の上器は,早期中葉の三戸式,田戸下層式,田

戸上層式に比定されるものである。平行沈線文,格子目文,竹管による円形刺突文,鋸歯状の沈線

文等が施文されている土器片が出土している。第 2類 (第90～96図 )は,条痕文系の上器で,文様

等の特徴により(1)～(9に細分できる。本類は縄文時代早期後葉に位置づけられる土器で,常世式,

子母口式,茅山式に比定される土器片が出上している。条痕文を地文とし,日唇部や口縁部に絡条

体圧痕文が施されているもの,沈線文と刺突文を組み合わせたもの,口唇部や隆帯上にキザミロが

施されているものなど,さ まざまな文様がみられる。本群の上器は胎土に繊維を含んでいるものが

多く,やや厚い尖底部片が出土している。

H群の上器 (第96～98図 )

Ⅱ群の上器は,縄文時代前期の上器であり, 3類に分けることができる。第 1類 (第 96図)は前

期初頭の上器で,土器片には各種の縄文が施文されているが,羽状縄文,菱形状縄文が多くみられ
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る。また,内面に粗い条痕文を残すものもみられる。第 2類 (第96図 )は前期前葉の上器であり,

(1)～ (3)に細分できる。(1)は ,ループ文や羽状縄文が施されている土器で,環付末端がなされている

ものもみられる。関山式に比定されるもので,胎上に繊維を含んでいるものが多い。(動は,縄の回

転,押圧により施文されており,羽状縄文,菱形文などがみられる。黒浜式に比定されるものと思

われる。131は,1点出土しており,絡条体の回転押圧により施文されている。大木 2式に比定され

るものと思われる。第 3類 (第97・ 98図)は,前期後葉の上器であり,(1)～ (3)に細分できる。(1)

は,平行沈線文,波状貝殻文,爪形文,木葉状文などの文様が施されており,浮島式に比定される

ものと思われる。(2)は,三角刺突文,隆帯上に粘土紐による爪形文などがみられる。大木 5～ 6式

に比定されるものと思われる。●)は,縄の回転,押圧により文様が構成されており,末端処理によ

る結節縄文がみられるものもある。平底の底部片が出上している。粟島台式に比定されるものと思

われる。

H群の土器 (第98図 )

Ⅲ群の上器は,縄文時代中期の加曾利 E式に比定される土器片である。橋状把手や,波状口縁を

呈し,大きな突起がつけられている国縁部片が少数出上している。

最後に,当遺跡の出土土器は,縄文時代早期後葉の常世式,子母口式,茅山式等の条痕文系の上

器が中心であるが,縄文時代早期中葉から中期までの上器が出土しており,当遺跡が長期間に渡っ

て,生活の場であったことが考えられ,東北系の常世式,大木 2式,大木 5～ 6式に比定される土

器が出上したことから,そ の当時,当地と東北地方とに文化的交流があったことを推測することが

できる。

2 石器 について

当遺跡から出上した石器は,22種類で,総数は677点である。このうち先土器時代に使われたと

思われる石器は2種類,5点が出上し,縄文時代に使われたと思われる石器は21種類,672点が出

上している。

磨製石斧 1.2

石 鏃

35.6

第130図 石器の種類別割合
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先土器時代の石器としては,ナイフ形石器が 3点 と尖頭器が 2点出上している。ナイフ形石器 1

点は第 1号土坑の覆土から出上したが,他の 4点 は遺構確認の段階で出土している。石質は,ナ イ

フ形石器がメノウ,ホルンフェルス,黒曜石で,尖頭器はチャート,流紋岩である。

縄文時代の石器で出土数の最も多いものは石鏃で241点が出上している。他に出土数の多いもの

は掻器206点 ,打製石斧83点,磨石55点等である。石刃,削器,石槍なども少数ではあるが出上し

ている。第130図 は,石器の種類別出土数の割合を表したグラフである。これをみると,狩猟に使

われる石鏃や,皮なめしの道具とされる掻器の割合が多く,それぞれ全体の30%以上を占めている。

土掘り用具とされる打製石斧,調理の道具とされる磨石,石皿,敲石,凹石などが続いている。

出土数の多い石器の特徴についてみてみたい。石鏃は,無≧石鏃が多く,そ の中でも,基部に換

入のある凹基無茎鏃が大部分を占めている。掻器は,平面形状が方形・楕円形。円形などで,いず

れも自然礫を利用し,片面調整,両面調整の 2種類がみられる。打製石斧は,すべて自然礫を利用

しており,礫の一部に加撃して刃を付けた片刃のものが主である。磨石は,平面形状が円形・楕円

形を呈し,使用痕が表裏二面に認められるものが主である。磨石の機能以外に敲石としての使用痕

を残しているものもみられる。

次に,石器の石質についてみてみたい。芸遺跡か

ら出上した石器の石質は18種類を数える。第131図で

みると,チ ャートが最も多く356点の石器に用いられ

ており,全体の52.6%を占めている。次いで,砂岩が

62点で9.2%,安 山岩が52点で7.7%,流紋岩が45点で

6.6%,頁岩が39点で5.8%な どである。この他に粘板

岩,ホ ルンフェルス,花蘭岩等が用いられている。石

器の種類ごとに,利用されている石質をみていくと,

いくつかの特徴がみられる。石鏃・掻器・石匙などは,

硬 く,しかも薄く劉離し易いチャートが利用されてお

り,磨石・敲石・石皿・凹石などは,安山岩,砂岩,

花蘭岩で80%近 くを占めている。石斧類は,比較的硬

い石質の石材を多種類にわたって使っている。このよ

いること力ゞ考えられる。

先土器時代に使われていたと思われる石器が出上していることや,出土土器も縄文時代早期中葉

から中期まで幅広く出上していることなどもあわせて考えると,当遺跡が,狩猟,採集生活に適し

た地であり,長い間に渡って生活の場であったことが考えられる。

第131図 石質による分類

うに,石器の用途に応じて,石材を選択して

黒曜石
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結

茨城県教育財団は,茨城県立総合教育研修センター (仮称)建設事業に先立ち,茨城県西茨城郡

友部町の建設用地内に所在する石山神遺跡の発掘調査を実施した。調査の結果,先土器時代の遺物

をはじめ,縄文時代の遺構 。遺物を検出し,それらの遺構 。遺物を整理し報告書に収録した。

先上器時代の遺物として,ナ イフ形石器が 3点 と尖頭器が 2点 ,土坑の覆土や遺構外から出上し

ている。このため,先土器調査区を設定して調査を実施したが,先土器時代に関係するものは検出

されなかった。

縄文時代早期の遺構 としては,竪穴住居跡が 5軒,炉穴が32基,陥 し穴が28基検出され,遺物と

して,早期後葉条痕文系の上器片が,住居跡の床面や覆土,上坑等の覆土,遺構外から多数出上し

ている。

縄文時代前期の遺構としては,住居跡は検出されなかったが,墓墳34基が検出された。土器片は,

前期初頭から後棄まで幅広 く出上している。

縄文時代中期の遺構は検出されなかったが,こ の時期に比定される土器片が数点出土している。

その他,縄文時代に構築されたと考えられる土坑が多数検出されたほか,同時代に使われたと思

われる石器が600点以上出上している。

これらのことから,当遺跡の所在する台地は,先土器時代終末期から縄文時代中期にかけて,長

い年月にわたり,生活の場として,また狩りの地さらには墓地としていたことが推測できる。

以上のように,石山神遺跡の発掘調査によって得られた成果をまとめてきた。十分な形で報告で

きたとは言い難いが友部町の歴史を解明する上でささやかな一助となれば幸いである。

最後に,発掘調査から報告書作成に至るまで,友部町教育委員会をはじめ,関係各位から御指導,

御協力をいただいたことに対し,感謝の意を表する次第である。
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第 4号住居跡

第 4号住居跡遺物出土状況
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第 3号炉穴 第 4号炉穴遺物出土状況
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第 1号性格不明遺構 グリッド遺物出土状況

グリッド遺物出土状況 グリッド遺物出土状況
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